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野村総合研究所タイ

LiB Consulting (Thailand)

ローカル・外資主導で進められる
EVエコシステムの形成

改革を進める
３つの武器とは

どんな業種が
タイを目指しているのか

GDM Thailand



資産強化プロジェクト

美観と機能性を
兼ね備えたデザイン

多機能空間 環境に配慮した
エコフレンドリー素材

ドンムアン空港に
好アクセス

主要小売流通
センターが周辺に位置

AEI ファクトリー AEI 倉庫
フレイザーズプロパティ ロジスティックスセンター
ワンノイ２（アユタヤ）

ナワナコン工業団地（パトゥムタニ）

オフィス内装デザイン/施工、家具の納入はもちろん、中小規模の工場や
オフィス棟の建築、工場設備内装、受電設備工事等も行っております。
経験豊かな日本人プロフェッショナルがご提案から施工進捗管理、
お引き渡し後のアフターケアまでサポート致します。

GDM アジア
詳しくは弊社Webをご覧ください

 オフィス内装/オフィス家具
AdAsia (Thailand) Limited 様
GMOクラウド株式会社 様
IKA® Works (Asia) Sdn Bhd 様
JXTGエネルギー株式会社 様
NECプラットフォームズ株式会社 様
ProMission Co., Ltd. 様
アイシン精機株式会社 様
赤城乳業株式会社 様
アンダーソン・毛利・友常法律事務所 様
王子製鉄株式会社 様
株式会社BPO Bangkok 様
株式会社UACJ 様
株式会社ウエストエネルギーソリューション 様
株式会社宇徳 様
株式会社エフティコミュニケーションズ 様
株式会社湖池屋 様
株式会社小松製作所 様
株式会社戸上電機製作所 様
株式会社ビジネスブレイン太田昭和 様
株式会社日立ソリューションズ 様
京セラ株式会社 様
群馬銀行 様
コナミホールディングス株式会社 様
三建産業株式会社 様
三光機工株式会社 様
シライ電子工業株式会社 様
住友商事マシネックス株式会社 様
千代田電資株式会社 様
帝人株式会社 様
日揮株式会社 様
日本バルカー工業株式会社 様
古河電気工業株式会社 様
三菱マテリアル株式会社 様
ユニ・チャーム株式会社 様

 工場建築 / 設備内装
アムテック株式会社 様
宇部興産株式会社 様
株式会社アイセロ 様
株式会社エクセディー 様
株式会社エム・ビー・シー 様
トーヨーエイテック株式会社 様
トヨタ車体精工株式会社 様
パナソニック デバイスSUNX株式会社 様
福島工業株式会社 様
ムトー精工株式会社 様

 展示会 / イベント
CKD株式会社 様
JXTGエネルギー株式会社 様
因幡電工株式会社 様
株式会社IHI 様
株式会社不二越 様
株式会社明電舎 様
ジェトロ 様
タイ国政府コンベンション・アンド・
エキシビション・ビューロー(TCEB) 様
東洋紡株式会社 様
富士フイルム株式会社 様
ヤンマーホールディングス株式会社 様
その他多数

日
本
人
な
ら
で
は
の
気
遣
い
と

気
づ
き
を
形
に

GDM(Thailand)Co.,Ltd.

57, Park Ventures Ecoplex, 12th Fl. Unit 1211, Wireless Road, Lumpini, Patumwan, Bangkok 10330

オフィス内装・
工場内装なら

担当:山本 088-572-4998 seiji@gdm-asia.com

内
装
　
家
具
　
展
示
会
　
デ
ザ
イ
ン

100
以上の
案件実績
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↑至
Bangping - Praksa Rd

至バンプー工業団地→

57, Park Ventures Ecoplex, 12th Fl. Unit 1211
Wireless Road, Lumpini, Patumwan, Bangkok 10330

GDM (Thailand) Co., Ltd.
www.gdm-asia.com

■ 工業用地取得
■ 土地権利証書移転
■ 操業許可
■ 建築申請サポート

IEAT工業団地に関するお問い合せは下記まで

電　  話 086-513-7435 高尾
takao@gdm-asia.comEメール

弊社のこれまでの実績
・東プレ 様
・アイシンアジアパシフィック 様
・古河電工 様
・福島工業 様
・宇部興産機械 様
・アムテック 様
・ＪＸ日鉱日石 様
・アマダ 様

・コマツ 様
・トヨタ車体精工 様
・古河オートモーティブ 様
・アルプス電子 様
・積水プラスティック 様
・日本ガイシ 様
・パナソニックデバイスSUNX 様

など 多数の企業様の物件取得サポートをさせていただいております。

Sukhumvit Rd
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Bangping - Praksa Rd

649-1-96 103.9 256.79

481-2-99 770,796 190.47

101-2-28 162,511 40.16

エーカーヘクタールライ

エーカーヘクタールライ

エーカーヘクタールライ

プロジェクトエリア

工場・倉庫エリア

公共施設・サービスエリア

通信システム
光ファイバーおよび高速イン
ターネット

電力供給
30 MW Electricity Substation
Metropolitan Electricity Authority,Samut 
Prakan District.より供給

廃水処理システム
2,500 cu.m./日
の汚水処理が可能

給水システム
6,000 cu.m./日
Metropolitan Waterworks Authority,Samut 
Prakan Branchより供給

ガスシステム
天然ガス供給パイプライン
PTT Natural Gas Distribution Co., Ltd.より供給

交通システム
メイン道路=横幅25m
サブ道路＝横幅20、16m

バンコク都心に最も近い
最新のIEAT工業団地
バンプー工業団地が完成してから40年強。長い期間をかけて確固
たる産業集積を築いてきたサムットプラカーン県。このエリアに最
新のIEAT:タイ工業団地公社の工業団地が登場します。都市化に
伴い周辺エリアでは工場の操業が難しくなってきていますが、この
工業団地の中では安心して操業が可能です。

タイ工業団地公社認定
工場建設、操業許可などワンスト
ップで申請でき安心して操業可能
です。

都心に最も近い
BTSプレクサ駅から５㎞。バンコク
都心まで直線距離で約20㎞。都心
からの通勤や物流に便利です。

バンプーエリアの希少な工業用地
都市化に伴い周辺では工場操業が
難しくなっています。工場ができ
る土地は希少価値があります。

　

スワンナプーム
国際空港
スワンナプーム
国際空港

ウタパオ
国際空港
ウタパオ
国際空港

20km20km20km

40km40km40km

60km60km60km

3空港間高速鉄道3空港間高速鉄道

マプタプット
深海港
マプタプット
深海港

EEC（東部経済回廊）
工業団地集積エリア
EEC（東部経済回廊）
工業団地集積エリア

レムチャバン港レムチャバン港

バンコク港バンコク港

ドンムアン国際空港ドンムアン国際空港

インフラ・システム概要

BHAKASA INDUSTRIAL

5
km

プレクサ
BTS駅

22
km

バンコク港
（クローントゥーイ港）

25
km

スワンナプーム
国際空港

112
km

レムチャバン港

バンプー
工業地帯
バンプー
工業地帯

プラカサ
工業地帯
プラカサ
工業地帯

BTSプレクサ駅BTSプレクサ駅

BTSサーイルアット駅BTSサーイルアット駅

２０２２年
 延
伸
予
定

２０２２年
 延
伸
予
定

BTSケハ駅BTSケハ駅

（タイ工業団地公社）

販売開始IEAT

BHAKASA
INDUSTRIAL

BHAKASA
INDUSTRIAL

マスタープラン概要

・自動車部品
・電気電子部品
・産業用機械、ロボット
・食品加工
・冷凍・冷蔵倉庫
・EC向け物流、一般物流
・研究開発施設

最適な産業

バンプー　 工業団地新

96万㎡
以上の
売買実績

96万㎡万㎡万㎡
以上の
売買実績
以上の
売買実績
以上の
売買実績

96万㎡
以上の
売買実績

96万㎡万㎡万㎡
以上の
売買実績
以上の
売買実績
以上の
売買実績
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本誌に掲載されている記事、写真などの無断
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【無料定期配送 募集中】
ご希望の方は、件名を「無料定期配送希望」として、
住所（郵便番号）、電話番号、氏名（日本語・英語）、
年代、在タイ歴をご記入の上、
以下までお申し込みください。
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Contact us

086-513-7435  (高尾)、097-137-4831  (鵜飼)
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日系企業経営の「成功のメカニズム」26

PwC タイ ビジネススタディ34

現場発経営論40

タイ、アセアンの自動車ビジネス新潮流を読む22

トップエグゼクティブの美と経営25

あの人のターニングポイント6
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「EVよりハイブリッドのほうがエコ」説を検証する
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あの人のターニング   ポイント
タイをはじめとするアジアで挑 戦を続ける人たちの 姿を紹 介

1981年生まれ、神奈川県出身。大学卒業後、中古
車販売・買取のガリバーに入社し、２年で東証一部
上場企業の当時最年少部長に昇進。退職後、
2005年に来タイし、旅行会社などを経営、12年に
日本人駐在員向けに賃貸物件の仲介を行うDear 
Lifeを設立。10,000世帯以上の仲介実績を誇る。

安
藤  

功一郎

D
ear Life Corporation

　
そ
の
上
で
海
外
で
起
業
を
す
る
な
ら
、日

本
人
で
あ
る
こ
と
が
強
み
に
な
る
、日
本
人
向

け
に
ビ
ジ
ネ
ス
が
で
き
る
場
所
の
方
が
良
い
。

ア
メ
リ
カ
や
中
国
に
も
多
く
の
日
本
人
が
住

ん
で
い
ま
す
が
、タ
イ
は
バ
ン
コ
ク
に
集
中
し
て

い
ま
す
。都
市
で
考
え
る
な
ら
バ
ン
コ
ク
が
マ
ー

ケ
ッ
ト
と
し
て
一
番
大
き
い
と
考
え
ま
し
た
。

ま
た
、同
じ
１
０
０
０
万
円
を
元
手
に
し
て

も
、タ
イ
な
ら
価
値
が
何
倍
に
も
な
り
ま
す
。

　
タ
イ
に
来
て
か
ら
は
飲
食
店
や
携
帯
電
話

屋
、車
の
リ
ー
ス
会
社
、旅
行
会
社
な
ど
を
経

営
し
、２
０
１
２
年
にD

ear Life

を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。

不
動
産
業
を
選
ん
だ

理
由
は
何
で
す
か
？

　
旅
行
会
社
を
営
ん
で
い
た
時
は
年
間
で
大

手
代
理
店
を
上
回
る
泊
数
を
販
売
し
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、徐
々
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
ホ

テ
ル
や
航
空
券
の
予
約
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
、旅
行
会
社
の
必
要
性
が
変
わ
って
き
ま
し

た
。そ
こ
で
、こ
れ
か
ら
は
人
が
介
在
す
る
ビ

ジ
ネ
ス
に
転
換
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
ま
し
た
。

　
不
動
産
会
社
を
始
め
た
の
は
旅
行
会
社
と

近
し
い
業
態
だ
っ
た
か
ら
で
す
。サ
ー
ビ
ス
ア

パ
ー
ト
メ
ン
ト
は
旅
行
会
社
で
も
商
品
と
し
て

扱
って
い
ま
し
た
。旅
行
会
社
と
不
動
産
会
社

は
、旅
行
者
に
数
日
宿
泊
し
て
い
た
だ
く
か
、

駐
在
員
の
方
に
年
単
位
で
入
居
し
て
い
た
だ

く
か
の
違
い
が
あ
る
だ
け
で
、同
業
種
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
の
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
は
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
か
？

　Zoom

を
用
い
た
オ
ン
ラ
イ
ン
内
見
を
推
奨

し
て
い
ま
す
。私
が
内
見
す
る
部
屋
に
行
き
カ

メ
ラ
の
映
像
を
繋
ぎ
、駐
在
さ
れ
る
ご
主
人
様

は
隔
離
施
設
か
ら
、奥
様
は
日
本
か
ら
部
屋

の
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。時
に
は
そ

こ
に
息
子
、娘
の
住
む
場
所
を
見
て
み
た
い
ご

両
親
や
会
社
の
担
当
者
の
方
も
入
ら
れ
た
り

と
、場
所
に
関
係
な
く
皆
で
内
見
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
不
動
産
業
で
も
新
し
い
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
導

入
が
進
ん
で
い
き
ま
す
。テ
ッ
ク
化
す
る
こ
と

で
会
社
の
価
値
が
高
ま
る
と
思
い
ま
す
し
、こ

れ
か
ら
は
競
合
で
は
な
く
Ａ
Ｉ
な
ど
が
ど
う

な
っ
て
い
く
か
を
予
測
し
な
が
ら
経
営
戦
略

を
立
て
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

不
動
産
仲
介
に
加
え
て
サ
ッ
カ
ー
ス

ク
ー
ル
も
運
営
さ
れ
て
い
る
と
伺
い

ま
し
た
。ど
の
よ
う
な
経
緯
で
始
め

ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　　
日
本
の
横
浜
マ
リ
ノ
ス（
現・横
浜
Ｆ
マ
リ
ノ

ス
）な
ど
で
プ
レ
ー
し
た
丸
山
良
明
さ
ん
が
引

退
後
に
タ
イ
で
立
ち
上
げ
た
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー

ル
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
の
で
す
が
、丸
山
さ

ん
が
セ
レ
ッ
ソ
大
阪
の
Ｕ
18
の
コ
ー
チ
に
就
任

す
る
た
め
帰
国
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、丸
山
さ
ん
を
通
じ
て
セ
レ
ッ
ソ
大

阪
の
社
長
ら
を
紹
介
し
て
も
ら
い
、そ
の
サ
ッ

カ
ー
ス
ク
ー
ル
を
Ｊ
リ
ー
グ
の
ク
ラ
ブ
で
は
初

の
海
外
下
部
組
織
と
し
て
運
営
で
き
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
子
ど
も
が
親
の
都
合
で
バ
ン
コ
ク
に
来
て
、

サ
ッ
カ
ー
選
手
に
な
る
夢
を
諦
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
可
哀
想
で
す
。こ
こ
な
ら
セ
レ
ッ
ソ

大
阪
の
コ
ー
チ
が
駐
在
員
と
し
て
指
導
し
て
い

ま
す
し
、コ
ロ
ナ
前
ま
で
は
セ
レ
ッ
ソ
大
阪
の
社

長
や
強
化
部
長
も
定
期
的
に
視
察
に
来
て
く

れ
て
い
ま
し
た
。彼
ら
の
目
に
留
ま
れ
ば
日
本

の
下
部
組
織
に
入
れ
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
ま

す
。舞
台
は
整
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。

起
業
や
会
社
経
営
の
際
に

心
が
け
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
？

　　
私
の
趣
味
は
起
業
で
す
。歌
が
好
き
な
人

が
歌
手
に
な
る
、文
章
を
書
く
こ
と
が
好
き

な
人
が
作
家
に
な
る
よ
う
に
、私
は
仕
事
が

好
き
で
自
分
の
表
現
方
法
が
会
社
を
作
る
こ

と
で
し
た
。作
る
会
社
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
、

会
社
と
し
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
世
の
中
に
受
け

入
れ
て
も
ら
え
る
か
ど
う
か
が
面
白
い
と
こ

ろ
で
す
。

　D
ear Life

に
は
日
本
企
業
や
日
本
人
に

も
っ
と
世
界
に
出
て
活
躍
し
て
い
た
だ
き
た
い
、

そ
の
た
め
に
安
心
し
て
住
め
る
場
所
を
提
供

し
た
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
ま
し
た
。

「
あ
の
国
にD

ear Life

が
あ
る
な
ら
快
適
な
住

ま
い
を
紹
介
し
て
も
ら
え
る
」と
日
本
人
の
方

に
思
って
も
ら
え
る
存
在
に
な
り
た
い
で
す
ね
。

Vol.3
CEO

ANDO
KOICHIRO起業するため

２００５年に来タイ

私のターニングポイント

な
ぜ
タ
イ
で
起
業
し
よ
う
と

思
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　
ま
ず
海
外
で
起
業
し
よ
う
と
思
っ
た
理
由
は
、誰
も
自
分

の
こ
と
を
知
ら
な
い
場
所
で
挑
戦
し
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。前

職
で
の
成
功
が
た
だ
の
運
な
の
か
、自
分
の
実
力
な
の
か
を

測
る
に
は
、前
職
の
看
板
が
通
じ
な
い
場
所
で
起
業
す
る
し

か
な
い
と
思
い
ま
し
た
。当
時
20
代
だ
っ
た
の
で
、た
と
え
失

敗
し
て
も
ま
た
日
本
で
再
起
を
図
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
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NEWSの詳細はウェブサイト（www.arayz.com）でチェック！！
このほかの『ASEAN最新ニュース』も随時配信中！！

　住宅設備大手リクシルはパトゥムタニ県のナワナコン工業団地で操業し
ている工場屋根に、敷地あたりの最大設置制限である5MWの太陽光発電
システムを設置し、10月から稼働させる。発電された電力は工場内で全量
消費し、CO2排出削減効果は年間約4,000トンとなる。
　タイ工場は59万㎡の敷地でアルミの鋳造から加工まで一貫して行い、リ
クシルのアルミ建材の約30％を生産。同社の住宅建材事業の生産拠点とし
ては最大規模となっている。

リクシルがタイ工場に太陽光発電設置
年間4,000トンのCO2削減へ

　３月24日～４月４日までバンコク郊外の国際展示場インパクトで自動
車・二輪の展示即売会バンコク国際モーターショーが開催された。各社の
電動車も多く展示され、自動車の受注台数は前年比51.5％増の27,868
台を記録した。
　34の自動車、二輪のブランドが出展し、ブランド別では１位はトヨタ
4,406台、２位はマツダ3,454台、３位はホンダ3,305台だった。昨年は新
型コロナウイルス感染拡大のため７月に延期され、受注台数は18,381台
だった。

モーターショーで受注前年比50％増
各社は電動車を積極出展

　山形県のバイオベンチャー、スパイバーがラヨーン県のイースタンシー
ボード工業団地に建設していた初の量産工場が完成し、３月29日に開所式
が行われた。
　同社が開発した構造たんぱく質素材「ブリュード・プロテイン」の原料を
生産する。プラスチックなど石油由来の代替素材として注目されており、アパ
レルや自動車など幅広い分野への応用が期待されている。今後試運転を行
い、年内に商業生産を開始する。

人工たんぱく質素材の量産工場完成
ラヨーン県で年内にも商業生産へ

　国際物流大手近鉄エクスプレスは４月７日、バンコク近郊のバンナーに
新たな物流倉庫バンプリーロジスティクスセンターが開設したことを発表
した。
　倉庫面積は3,816㎡で、2018年に同地区に設けられた１棟目の2,466
㎡と合わせて、倉庫面積は6,282㎡となった。新倉庫では近年市場が拡大
する一般消費者向けＥコマースを取り扱う。食品関連品保管に関する品質
基準であるGMP認証も取得し、幅広い品目について物流サービスの提供
が可能となっている。

近鉄エクスプレスが新倉庫を開設
バンナーでＥコマース向け

081-813-4965（山口）
Mail：info@apamanbkk.com
HP：https://twy.co.th

 

[問い合わせ]

ア
ソ
ー
ク
通
り

ア
ソ
ー
ク
通
り

ペッブリー通りペッブリー通り

グラミー本社

シノタイタワー

スクンビット通り

MRT
スクンビット
MRT
スクンビット

MRT
ペッブリー
MRT
ペッブリー

エアポートリンクマッカサン駅エアポートリンクマッカサン駅

BTSアソークBTSアソーク

ターミナル21

常に時代を先駆けるMRTスクンビット・BTSアソークから

ビジネスの可能性が開く

26年の実績と経験であなたをサポート
=T.W.Y. OFFICE CENTER=

あぱまん情報自社物件

日本政府観光局・国際交流基金バンコク文化センター同フロア

サミット・タワー
10階

不動産に関するあらゆるニーズにお応えします。
T.W.Y. CO., LTD.

一般人材派遣

一般人材紹介

紹介予定派遣

タイで10年以上の実績24時間日本語対応

財人    を派遣する。

Email：k.tabuchi@kyoudoh.co.th　　HP：www.kyoudoh.com

KYOUDOH GROUP RECRUITMENT CO., LTD.

29/1 PiyaPlaceLangsuang Building,10th Fl, Unit 10E, Soi Langsuang, 
Ploenchit Road Lumpini Pathumwan, Bangkok 10330

電話：（+66）02-254-5276　日本人直通：086-016-7200（田淵）

即戦力タイ人材を事前研修後に派遣

プロフェッショナルな人材情報をご提供

雇用前にまずは一定期間、お試し採用

運転手派遣 おすすめ！

事前教育、薬物検査に合格した運転手を派遣しま
す。正社員運転手が待機しており、24時間日本語対
応で緊急時のサポート体制も万全です。

(単位：バーツ） 
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新設オフィス賃料
100㎡ × 1,100 = 110,000 THB / 月

既存オフィス賃料
300㎡ × 1,100 = 330,000 THB / 月

約１年半で
追加投資額は相殺

　コロナ禍を機に、リモートワークを導入する企業が増えました。そ
れに伴い、従業員が出社しないことで生まれた空きスペースが無駄
となり、コスト削減の一環として最低限のスペースでの事業運営を
考える企業様も増えてきています。
　そこで、GDMでは現状のオフィス使用状況をヒアリング後に、実際
にオフィスを縮小移転した際、どの程度のコスト削減が見込めるかな
どのシミュレーションができるアルゴリズムをご用意いたしました。
　もちろん、本社への提出資料としてもご活用いただけます。お気
軽にお問い合わせください。

GDM アジア
詳しくは弊社Webをご覧ください

GDM(Thailand)Co.,Ltd.

57, Park Ventures Ecoplex, 12th Fl. Unit 1211,
Wireless Road, Lumpini, Patumwan, Bangkok 10330

担当:山本 088-572-4998
seiji@gdm-asia.com

3,700,000/2,640,000=1.40...→約１年半で追加投資額は相殺

新設オフィス内装費を抑えることで更に短縮可能！

既存オフィス賃料 300㎡ × 1,100 THB = 330,000 THB / 月
新設オフィス賃料 100㎡ × 1,100 THB = 110,000 THB / 月
年間賃料削減額 2,640,000 THB / 年
既存オフィス原状回復費 約 1,500,000 THB
新設オフィス内装費 約 1,600,000 THB
追加家具 / 引越し費用等 約 600,000 THB
追加投資額 約 3,700,000 THB

(単位：バーツ）
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追加投資額は相殺

AdAsia (Thailand) Limited 様
GMOクラウド 様
JXTGエネルギー 様
NECプラットフォームズ 様
アイシン精機 様
アズビル 様
アンダーソン・毛利・友常法律事務所 様
いすゞ 自動車 様
コナミホールディングス様
トヨタ車体精工 様
パナソニック デバイスＳＵＮＸ 様
ユニ・チャーム 様

伊藤忠エネクス 様
王子製鉄 様
JALUX 様
UACJ 様
UACJトレーディング 様
エフティコミュニケーションズ 様
キーエンス 様
ビジネスブレイン太田昭和 様
宇徳 様
戸上電機製作所 様
湖池屋 様
小松製作所 様

日立ソリューションズ 様
京セラ 様
群馬銀行 様
古河電気工業 様
三菱マテリアル 様
住友重機械工業 様
住友商事マシネックス 様
赤城乳業 様
帝人 様
日揮 様
日工 様
日本バルカー工業 様　　他

 オフィス内装/オフィス家具  取引企業様一例

オフィススペースを縮小移転で攻めのコスト削減

ニューノーマルを見据え、
“攻め”の固定費削減を検討

例：既存300㎡のオフィスを100㎡に縮小する場合

現在の賃料、広さ、収容人数、縮小後の収容人数、
必要なその他お部屋をお知らせください１
お電話、Zoom、訪問等で詳細ヒアリングを行います。
日本人担当者が対応2
シミュレーション後にシミュレーション結果を提出。
御社に最適なソリューションをご提案いたします 3

の査定事例あり

39%
コストダウン

３年契約スパン最大

オフィス不動産情報 オフィス内装コスト

GDM取引実績

１００社以上無料
進呈中

試算用データ
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EV
E l e c t r i c  V e h i c l e  S h i f t

シフト
迫り来る

迫り来るEVシフト

１８００年 イタリアのアレッサンドロ・ボルタが電池（ボルタ電池）を発明
１８３１年 イギリスのマイケル・ファラデーが電磁誘導の法則を発見。モーターの発明に繋がる

～モーターと電池の発明によって電気自動車誕生へ～
32年～39年 世界初の電気自動車誕生。一説によればスコットランドの

ロバート・アンダーソンが一次電池とモーターで走る馬車を開発
１８５９年 フランスのガストン・プランテが再充電可能な鉛蓄電池（二次電池）を発明
１８８１年 フランスのギュスターヴ・トルーヴェが三輪車にモーターと

二次電池を取り付け、初の充電式電気自動車を開発

１８９９年 自動車が初めて時速100㎞の壁を突破
ベルギー人のカミーユ・ジェナツィが開発した電気自動車が記録

１８８6年 ガソリン車誕生。ドイツのカール・ベンツがガソリン車を開発し、特許取得

１９１２年 アメリカで33,842台の電気自動車が登録。この時期をピークに人気は退潮

１９０８年 フォードがT型フォード発表。後に1,500万台を売り上げる大ヒットに
→低価格化や性能向上によりガソリン車が市場を席捲

１９２４年 アメリカで318万台のガソリン車が生産されたのに対して電気自動車は391台

１９６２年 アメリカのカルフォルニア州で同国初の排気ガス規制となるクランクケース・エミッション規制を導入

１９６３年 全米レベルでの大気汚染を防止するための規制を定めた大気清浄法が制定

１９７０年 アメリカで大気清浄法を全面改正したマスキー法が制定され、75年以降製造される
モデルへの一定割合の排気ガス削減を義務付け。マスキーは提案した議員の名。

１９６８年 日本で大気汚染防止法が制定。通商産業省などが大型プロジェクトを組み電気自動車の開発に乗り出す

日本万国博覧会（大阪万博）でダイハツの製作した電気自動車を使用

１９７２年 BMWが電気自動車1602Eを開発。同年のミュンヘンオリンピックで使用
→その後、ガソリン車の環境性能向上などで再び電気自動車は下火に

１９９６年 GMが２人乗りの電気自動車EV1を発売（リースのみ）
トヨタが電気自動車RAV4EVを発売→当初のZEV規制は緩和され再度電気自動車は歴史の隅に

２０１９年 中国が年間1万台以上を生産・販売するメーカー、輸入業者に
一定台数のNEV販売を義務付けるNEV規制を導入

２０１３年 中国で電気自動車など新エネルギー車（NEV）への購入補助がスタート

２０１６年 ダイムラーが中長期戦略としてCASE（Connected、Autonomous、Shared、Electric）を発表。
自動車産業の未来像を示す言葉として定着

２０１６年 ノルウェーの与野党が2025年にすべてのガソリン車・ディーゼル車の
新車販売を禁止すると発表。後にヨーロッパ各国に同様の動きが広がる

２０２１年 日本の菅義偉首相は2035年までに全ての新車販売を
電気自動車などの電動車へ転換すると発表

1800
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エジソンとDetroit Electric Model 47
(Anderson Electric Car)

蒸気車のように始動に時間が掛からず、振動、騒音、ガソリンの臭いがなく
ギアチェンジも必要ない電気自動車が当初人気を博す

２０世紀初頭　アメリカでの電気自動車のシェアは４割に

６０年～70年代　ガソリン車の普及などで大気汚染が各国で社会問題化

１９９０年 カルフォルニア州がゼロエミッション（ZEV）規制を制定
2003年以降に電気自動車など有害な排気ガスを出さない車の
一定数販売をメーカーに義務付けへ

２００９年 アメリカのバラク・オバマ大統領がグリーンニューディール政策を掲げる
次世代自動車の生産などに低利子融資を実施。テスラなどが利用

現在 先進国中心にガソリン車からのシフトが施策として進行中

航空機技術者が
戦後まもなく開発した

たま電気自動車

1940年代後半

トヨタのRAV4 L EV
1996年

テスラのモデルⅩ
2015年

1899年

幾
度
も
来
た
波
の
後
で

　
実
は
電
気
自
動
車
の
歴
史
は
ガ
ソ
リ
ン

車
よ
り
古
い
。ま
だ
蒸
気
機
関
が
主
力
だ
っ

た
19
世
紀
初
頭
に
電
池
と
モ
ー
タ
ー
と
い
う

電
気
自
動
車
の
基
幹
技
術
が
発
明
さ
れ
た

こ
と
で
、電
気
を
使
っ
て
駆
動
す
る
車
両
の

開
発
が
進
行
。草
創
期
に
は
ガ
ソ
リ
ン
車
よ

り
高
い
シェア
を
誇
っ
た
時
期
も
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、大
量
生
産
を
可
能
に
し
た
Ｔ
型

フ
ォ
ー
ド
の
登
場
な
ど
、ガ
ソ
リ
ン
車
の
性
能

向
上
と
低
価
格
化
に
よ
り
形
勢
は
逆
転
。

走
行
距
離
や
速
度
で
も
劣
る
電
気
自
動
車

は
や
が
て
市
場
か
ら
姿
を
消
し
て
し
ま
う
。

　
以
降
、幾
度
も
電
気
自
動
車
の
機
運
が

盛
り
上
が
る
タ
イ
ミ
ン
グ
は
あ
っ
た
。

　
１
９
６
０
年
代
以
降
の
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
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は
大
気
汚
染
の
悪
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を
招
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た
。排

気
ガ
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を
出
さ
な
い
電
気
自
動
車
は
選
択
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が
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も
の
の
、電
池
容
量
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ど
の
技

術
的
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壁
や
メ
ー
カ
ー
努
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に
よ
る
ガ
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リ
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浸
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は
至
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。

　
た
だ
、91
年
に
は
ソ
ニ
ー
が
リ
チ
ウ
ム
イ
オ

ン
二
次
電
池
を
世
界
で
初
め
て
商
品
化
。エ

ネ
ル
ギ
ー
密
度
が
高
く
、高
い
電
圧
も
得
ら

れ
る
た
め
モ
バ
イ
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機
器
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パ
ソ
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自
動
車
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採
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さ
れ
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気
自
動
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リ
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。

　
さ
ら
に
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メ
リ
カ
の
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
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大
気
汚
染
防
止
の
た
め
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台
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す
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メ
ー
カ
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排
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ゼ
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ミ
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シ
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Ｚ
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Ｚ
Ｅ
Ｖ
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の
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ハ
イ
ブ
リ
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も
追
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さ
れ
る
な
ど
紆
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経
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が
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Ｚ
Ｅ
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ガ

ソ
リ
ン
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移
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。

　
世
界
最
大
の
自
動
車
市
場
と
な
っ
た
中

国
で
は
深
刻
な
大
気
汚
染
と
政
府
の
購
入

補
助
を
端
緒
に
、電
気
自
動
車
な
ど
電
動

車
両
の
市
場
が
拡
大
。多
数
の
地
場
メ
ー

カ
ー
が
勃
興
す
る
に
至
っ
た
。２
０
１
９
年
に

は
中
国
版
Ｚ
Ｅ
Ｖ
規
制
と
な
る
Ｎ
Ｅ
Ｖ（
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
車
）規
制
を
導
入
。

　
ヨ
ー
ロッ
パ
で
も
ド
イ
ツ
が
３０
年
ま
で
に
、

フ
ラ
ン
ス
と
イ
ギ
リ
ス
は
ガ
ソ
リ
ン
車
及
び

デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
の
販
売
を
禁
止
す
る
方
針
を

発
表
。国
単
位
で
の
ガ
ソ
リ
ン
車
か
ら
の
脱

却
が
進
も
う
と
し
て
お
り
、代
替
モ
ビ
リ

テ
ィ
と
し
て
の
電
気
自
動
車
が
今
再
び
注

目
さ
れ
て
い
る
。

　改めて電気自動車（EV）に注目が集まっている。各国で数値目
標を盛り込んだ電動化への政策が発表され、メーカーもライン
ナップの拡充に向けて本腰を入れている。これらは過去のブーム
とは異なるものなのか、それとも一過性で終わるのか。
　今回は電気自動車を巡る過去の歴史や各プレイヤーに触れ
るほか、ローランド・ベルガーの下村健一氏が世界における普及
の状況や今後の見通しについて解説する。
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スペースⅩなどを立ち上げた世界的な実業家イーロン・マスクCEO率いる
注目企業。2008年にロードスターを発表し、昨年は年間生産台数が初め
て50万台を超えるなど、人気はまだ上昇中。電気自動車の他、バッテリー
生産、太陽光発電なども手掛ける。今年１月には時価総額8,000億米ドル
を超えた。社名は二相交流モーターなどを発明したニコラ・テスラに由来。

2010年に世界初の量産型電気自動車としてリーフを発売
し、これまでに世界累計54万台以上販売した。昨年には同社
初のクロスオーバー電気自動車としてアリアを発表。30年代
早期に主要市場の新型車をすべて電動車両にする方針。

世界初の量産型ハイブリッド車プリウスを発売。ただ、完全な
電気自動車の開発では遅れも。４月には「TOYOTA bZ」と名
付けたEV専用のブランドを設け、各国で販売することを発表
するなどペースを速めている。

初となる小型電気自動車Honda eを昨年発売。今年に入り
中国市場向け初の電気自動車Honda SUV e:prototypeを
発表した。４月には2040年に新車を全て電気自動車と燃料
電池車にする方針を表明。

トヨタと並ぶ世界大手自動車メーカー。
2015年に発覚した排ガス不正問題を経て、
近年電動化シフトを急ピッチで進めている。

テスラのライバルとも言われながら2013年に
経営破綻した電気自動車ベンチャー、フィス
カー・オートモーティブの資産を中国の自動車
部品メーカー、万向集団が買取りカルフォルニ
アで設立。レヴェーロGT（PHV）なども販売。

フィスカー・オートモーティブの創設者で有
名自動車デザイナーのヘンリック・フィスカー
氏が同社の経営破綻後もフィスカーの商標を
保持し、設立した。今年２月には受託生産大
手鴻海精密工業と共同開発に向けて提携。

モデルＳ

モデル３

モデルⅩ

テスラ
2003年設立TESLA

日産
NISSAN

フォルクスワーゲン
Volkswagen

カルマ
オートモーティブ

Karma Automotive

フィスカー
fisker

2016年設立2014年設立

アルファベット
Waymo

電動トラックを開発。昨年９月にはGMと資本提
携を発表も、同社の技術に誇張疑惑が浮かび会
長の辞任にまで発展した。社名は二相交流モー
ターなどを発明したニコラ・テスラに由来。

ニコラ・モーター
Nikola Motor

レヴェーロGT E

2007年設立2014年設立

「Adventure」をテーマに掲げ電動ピックアッ
プトラックやSUVを開発。アマゾンやフォード
なども出資。旧三菱自動車のアメリカ工場を
買収して生産。

リビアンオートモーティブ

Rivian Automotive

2009年設立

元テスラ副社長のバーナード・ツェ氏らが設立。当初は車載
用バッテリーを開発し、その後テスラでモデルＳの開発など
を手掛けたピーター・ローリンソン氏などを招き、電気自動
車開発に乗り出した。高級感を持たせたモデルが特色。

ルシッドモーターズ

Lucid Motors

Lucid Air

中国の実業家・賈躍亭氏がカルフォルニアで
設立。ただ賈氏は自己破産でCEOを辞任、そ
の後資金難なども報じられるも、直近では中
国企業が出資とも。

ファラデーフューチャー

Faraday Future

2014年設立

FF91

車種
・FF91

車種
・R1T
・R1S

車種
・Lucid Air

車種
・TRE　・TWO
・Badger　・ NZTなど

NIO
蔚来汽車

2014年設立

実業家の李斌氏によって設立。高性能電気自
動車の開発に特化した新興メーカー。中国の
IT企業大手テンセントなどが出資。

車種
・ES8
・ES6
・EC6

中国EVメーカー中国EVメーカー

異業種参入EV異業種参入EV

中国の電気自動車最大手。元々はバッテリーメーカーとして
深圳でスタート。バッテリー事業のノウハウを活かして自動
車生産に挑戦。2008年に世界初の量産型PHV、F3DMを
生産。2010年には日本の金型製造オギハラの館林工場を買
収している。世界的投資家ウォーレン・バフェット氏も出資。

中国のインターネット検索大手。2017年に自動運転技術の開発連
合アポロを立ち上げた。今年１月にボルボを傘下に持つ吉利汽車と
合弁会社を設立し、電気自動車の製造に乗り出すと発表した。

検索大手Googleとして2015年に早くも自
動運転車のプロトタイプを発表。その後、持
ち株会社アルファベット傘下のWaymoとし
て自動運転車を開発している。

タイにも進出した上海汽車（SAIC）、広西汽車、GMの合弁に
よる自動車メーカー。インドネシアにも工場を設けて2017年
から生産している。昨年発売した低価格電気自動車、宏光
MINI EVが中国国内で大ヒットし、テスラのモデル３に迫る
販売台数となった。

ピックアップ、SUVを主に生産。中国の民間自動車メーカー
では最大手。タイにも進出し、撤退したGMの工場を買い
取って生産をスタート。まずはSUVと電気自動車ではORA
を今年から投入する。2023年までにタイでの電気自動車生
産も計画。

BYD
1995年設立

比亜迪

Baidu
百度

SAIC-GM
-Wuling Automobile

2002年設立

上汽通用五菱汽車

車種
・リーフ
・アリア

車種
・漢（Han）
・e1、唐（Tang）など

車種
・ID.3 ・ID.4
・e-Golf
・e-up!

トヨタ
TOYOTA

車種
・C+pod（法人向け）
・UX300e（Lexus）
・bZ4X

ホンダ
HONDA

車種
・Honda e

UX300e（Lexus）リーフ

ID.3

今年に入り2023年までに25車種の電動車を提
供、そのうち半分を電気自動車にする方針を発表。
MINIブランドもエンジン車を25年に廃止とも。

BMW
Bayerische Motoren Werke

車種
・i3  ・i4
・i8
・iX

ID.3

Electric First戦略を掲げて電動化を加速。
開発中の共通プラットフォームをベースにし
た４モデルを近く発表する予定。

ベンツ
Mercedes-Benz

車種
・EQA
・EQC

昨年は小型電気自動車のZOEがヨーロッパ
で10万台以上販売など好調、2025年まで
にさらに10車種を投入予定。

ルノー
RENAULT

車種
・ZOE
・KANGOO 

アップル
Apple

ダイソン
dyson

かねてから憶測を呼んでいるが、昨年末から
電気自動車開発への報道が相次ぐ。大手自
動車メーカーとの協議がニュースになるも、
正式な発表にはまだ至っていない。

アマゾン
amazon

昨年アメリカの電気自動車ベンチャー、
Rivianとの提携によって配送用EVを発表。
同社に10万台の配送車両を発注し、全世界
に配備するとしている。

イギリスの家電大手として2017年に約2,800
億円を投じて電気自動車の開発、生産に参入
することを発表。しかし、19年に採算の見通し
が立たないなどとして撤退を発表した。

中国の家電大手。今年３月に電気自動車事業への参入を正式
に発表した。100％出資の子会社を設立し、初期投資額は約
1,700億円。今後10年間で１兆円を超す資金を投じる見込み。

Xiaomi
小米

昨年、同社が持つセンシング技術などを結集したコンセプトモ
デル、ビジョンSを発表。量産は想定しないとされるが、直近で
は公道試験も実施。

ソニー
SONY

Li Auto / Leading Ideal
理想汽車

2015年設立

自動車販売サイトなどを立ち上げた起業家が設
立。中国のIT関連大手美団の創業者らも出資。
今年２月には累計販売台数４万台を突破した。

車種
・理想One

GWM
1984年設立

長城汽車

車種
・ORA

WM Motor
威馬汽車

2015年設立

ボルボ中国の元幹部が設立。中国の検索大手百
度とも提携。４月には中国初となる自動運転レベ
ル４（駐車）の量産モデル「W6」を発売した。

車種
・EX5
・W6

Xpeng
小鵬汽車

2014年設立

モバイル向けブラウザの会社を創業した若手
企業家が設立。中国のEC大手アリババなどが
出資。

車種
・G3
・P7

車種
・宝駿（Baojun）
・宏光MINI EV

アメリカ新興EVメーカーアメリカ新興EVメーカー

日本大手自動車メーカー日本大手自動車メーカー

ヨーロッパ系自動車メーカーヨーロッパ系自動車メーカー

テスラを筆頭に様々なメーカーが勃興も、量産までたどり着いている企業はまだ少ない。ただ、市場は今後も拡大するだけに投資家の注目も高く、果たして将来どのメーカーがシェアを広げるか注目。

いまや世界最大の自動車市場。中

国政府が2013年から新エネルギー

車購入時の補助金政策をスタート

し、市場が急拡大。様々なメーカー

が誕生した。2020年に廃止予定も２

年間の延期を発表している。

Honda SUV e

ORA

オーシャン　

EQA

撤退？

迫り来るEVシフト

NO IMAGE NO IMAGE
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迫り来るEVシフト

一橋大学卒業後、米国系コンサルティングファー
ム等を経て、現在は欧州最大の戦略系コンサル
ティングファームであるローランド・ベルガーのア
ジアジャパンデスク統括に在籍（バンコク在住）。
ASEAN全域で、消費財、小売・流通、自動車、商社、
PEファンド等を中心に、グローバル戦略、ポート
フォリオ戦略、M＆A、デジタライゼーション、企業
再生等、幅広いテーマでの支援に従事している。

下村 健一
Roland Berger

　「A
utom

otive D
isruption Radar

」

は
自
動
車
業
界
変
革
の
状
況
を
ス
コ
ア
化

し
た
弊
社
の
独
自
指
標
で
あ
る
。図
表
１
が

そ
の
全
体
像
だ
。ご
覧
の
通
り
、こ
の
指
標

群
は
Ｅ
Ｖ
の
み
な
ら
ず
、我
々
が「
Ｍ
Ａ
Ｄ

Ｅ
」と
呼
ん
で
い
る
自
動
車
業
界
の
４
つ
の
メ

ガ
ト
レ
ン
ド
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
。

　
　
　M

obility 

　
　
　
新
た
な
移
動
手
段

　「
自
動
車
を
自
分
で
保
有
し
て
使
う
」と

い
う
従
来
と
は
異
な
る
形
で
、移
動
需
要
を

満
た
す
手
段
が
拡
大
し
て
い
る
。カ
ー
シ
ェ

ア
、ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
、ロ
ボ
ッ
ト
タ
ク
シ
ー
等
の

「
モ
ビ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス（M

aaS : M
obility 

as a Service

）」だ
。

　M
aaS

に
お
け
る
総
移
動
距
離
は
、25
年

に
１・４
兆
キ
ロ
に
達
す
る
見
込
み
で
あ
り
、

こ
れ
は
世
界
中
の
総
移
動
距
離
の
６
％
に
該

当
す
る
。ま
だ
ま
だ
残
る
巨
大
な
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
背
景
に
、UBER

やGrab

、Lyft

な

ど
、多
額
の
投
資
資
金
を
集
め
た
プ
レ
イ

ヤ
ー
が
グ
ロ
ー
バ
ル
に
事
業
を
展
開
し
て
い

る
。欧
米
の
み
な
ら
ず
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
や
中
国
、

イ
ン
ド
な
ど
の
新
興
国
に
お
い
て
も
だ
。

　
特
に
ア
ジ
ア
新
興
国
で
は
タ
ク
シ
ー
よ
り

安
価
な
一般
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
が
、 

庶
民
の
足
と
し
て
新
し
い
都
市
交
通

イ
ン
フ
ラ
に
な
って
い
る
。

　
　
　Autonom

ous 

　
　
　
自
動
運
転

　
各
自
動
車
メ
ー
カ
ー
に
お
け
る
自
動
運

転
技
術
の
実
用
化
は
現
在
、レ
ベ
ル
３（
加

速・操
舵・制
動
す
べ
て
を
シ
ス
テ
ム
が
行
う

が
、緊
急
時
は
ド
ラ
イ
バ
ー
が
対
応
す
る
状

態
）か
ら
レ
ベ
ル
４（
加
速・操
舵・制
動
す
べ

て
を
シ
ス
テ
ム
が
行
い
、ド
ラ
イ
バ
ー
が
全
く

関
与
し
な
い
状
態
）の
実
用
化
を
目
指
し
、

各
社
、開
発
が
激
化
し
て
い
る
。

　
た
だ
し
、乗
用
車
を
対
象
と
し
た
レ
ベ
ル

３
以
上
の
実
現
に
は
、広
域
に
わ
た
る
交
通

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
等
が
必
要
と
な
る
。ハ
ー
ド

ル
は
ま
だ
高
い
と
見
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　D

igitalized

　
　
　
デ
ジ
タ
ル
化

　
世
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
通
信
イ
ン
フ
ラ
の
整

備
は
、自
動
車
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

す
因
子
で
あ
る
。自
動
車
に
様
々
な
セ
ン

サ
ー
が
付
与
さ
れ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
繋
が

る
。結
果
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
端
末
と
し
て
の
機
能
を

有
す
る
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
カ
ー
が
普
及
す
る
。

　
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
カ
ー
は
車
両
の
状
態
や
周

囲
の
道
路
状
況
な
ど
の
様
々
な
デ
ー
タ
を
セ

ン
サ
ー
で
取
得
す
る
。そ
れ
ら
を
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
介
し
て
集
積・分
析
す
る
こ
と
で
、

新
た
な
価
値
を
生
み
出
す
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。

　
例
え
ば
部
品
メ
ー
カ
ー
が
遠
隔
診
断
を

行
っ
た
り
、シ
ェ
ア
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
車
両
に
テ

レ
マ
テ
ィ
ク
ス
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
り
な

ど
の
事
業
機
会
が
生
ま
れ
て
い
る
。

 

ま
た
、自
動
車
の
ユ
ー
ザ
ー
に
と
って
も
、デ

ジ
タ
ル
化
が
進
み
販
売
チ
ャ
ネ
ル
が
オ
ン
ラ

イ
ン
化
し
た
り
、車
両
の
状
態
や
履
歴
が
デ

ジ
タ
ル
デ
ー
タ
を
通
じ
て
的
確
に
把
握
さ
れ

た
り
す
る
こ
と
で
、個
別
最
適
化
さ
れ
た

サ
ー
ビ
ス
が
広
が
り
、利
便
性
が
向
上
す
る

と
期
待
さ
れ
る
。

　
　
　Electrified

　
　
　
電
動
化

　
そ
し
て
、最
後
で
は
あ
る
が
本
稿
で
取
り

上
げ
る
Ｅ
Ｖ
を
示
す
領
域
が「Electrified

」

だ
。環
境
へ
の
配
慮
、ま
た
車
両
コ
ン
ポ
ー
ネ

ン
ト
の
小
型・軽
量
化
、省
ノ
イ
ズ
化
に
対
応

す
る
た
め
、パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン
の
電
動
化
は
確

実
に
加
速
し
て
い
く
。

　
た
だ
し
、電
動
化
の
進
展
度
合
い
は
、環

境
規
制
遵
守
へ
の
圧
力
、政
府
や
自
治
体
の

後
押
し
、充
電
設
備
の
進
化
と
普
及
、電
池

技
術
の
進
化
、O
E
M
の
戦
略
シ
フ
ト
と
いっ

た
各
要
素
に
左
右
さ
れ
る
。

Automotive Disruption Radar 25指数図表1

出所：Roland Berger "Automotive Disruption Radar"

M

ADE

OEMのデジタル販売の取組み

全モデルにおけるEV車種割合

自動運転技術への開発投資

レベル４以上の自動運転者の有無

シェアード車両の台数 消費者の関心

規制
技術

インフラ

自動車業界の動き 1

23

4

5

モビリティ・EV・自動運転への
消費者の興味・関心度

EV/PHEVの販売シェア

モビリティ・サービスの利用度

EV購入意欲

デジタル文化の受容性

自動運転への受容性
モビリティへの受容性

MADEの実現に向けた
業界団体の規制への働きかけ

CO²規制

内燃機関車への規制、EVへの助成金

自動運転車両への型式認証プロセス

ベンチャーキャピタル投資
（人工知能）

ベンチャーキャピタル投資（モビリティ）

バッテリー価格（EV） 特許 自動運転技術（Computing power）の開発レベル

道路（自動運転向け
実証実験インフラ）

車車間通信

EV/PHEV充電インフラ

モバイルネットワーク（５G）

Automotive
Disruption Radar

25
指数

自動車業界の変革具合をモニターする

中国の長城汽車がEVをタイに投入する 今年のモーターショーでも電動車の出展が目立った

　コロナ禍においても電気自動車（ＥＶ）の浸透は進み続けて
いる。弊社ローランド・ベルガーでは、自動車業界の変革につ
いて、「Automotive Disruption Radar」という独自の指標
を用い世界各国で定点観測を行っている。2020年にもその調
査をアップデートしたが、ＥＶがハイライトされる結果となった。
本稿では、まずは「Automotive Disruption Radar」につい
て解説するとともに、世界の中でもＥＶ普及が進む国々につい
て個別に概観する。そのうえで、アジアにおいて今後どのよう
な形でＥＶ普及が進んでいくかを見通したい。
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主要国のEV/PHEV充電インフラ図表３

出所：Roland Berger "Automotive Disruption Radar"
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人

に
対
し
て
、購
入
価
格
の
36
％
を
経
費
と
し

て
計
上
で
き
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
導
入
し

た
。オ
ラ
ン
ダ
国
内
の
乗
用
車
販
売
台
数
の

約
３
分
の
１
を
カ
ン
パ
ニ
ー
カ
ー
が
占
め
て
お

り
、こ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
よ
る
Ｅ
Ｖ
普
及

　
コ
ロ
ナ
以
前
の
20
年
１
月
時
点
の
調
査
で

も
60
％
と
高
か
っ
た
も
の
の
、コ
ロ
ナ
禍
を
経

て
さ
ら
に
高
ま
っ
た
。こ
の
中
国
消
費
者
の

Ｅ
Ｖ
購
買
意
欲
の
高
ま
り
に
は
別
の
要
因

が
効
い
て
い
る
と
の
見
方
も
あ
る
。そ
れ
は
、

中
国
政
府
に
よ
る
Ｅ
Ｖ
助
成
金
の
強
化
だ
。

　
コ
ロ
ナ
危
機
の
中
、中
国
政
府
は
気
温
上

昇
が
感
染
症
リ
ス
ク
を
高
め
る
ゆ
え
、Ｅ
Ｖ

を
促
進
し
て
気
温
上
昇
を
抑
え
る
と
謳
っ

て
い
る
。だ
が
、こ
こ
に
は
よ
り
実
利
的
な
背

景
が
存
在
す
る
と
見
て
い
る
。

　
具
体
的
に
は
、中
国
系
自
動
車
Ｏ
Ｅ
Ｍ
に

よ
る
Ｅ
Ｖ
の
世
界
進
出
だ
。中
国
は
世
界
経

済
へ
の
影
響
力
を
高
め
る
手
段
の一つ
と
し

て
、中
国
Ｅ
Ｖ
の
他
国
展
開
を
企
図
し
て
お

り
、そ
の
第
一ス
テ
ッ
プ
と
し
て
自
国
で
の
Ｅ

Ｖ
普
及
を
進
め
て
い
る
。

そ
の
他

　
図
表
２
を
再
度
見
て
い
た
だ
く
と
、Ｅ
Ｖ

普
及
と
い
う
観
点
で
次
グ
ル
ー
プ
と
し
て

位
置
付
け
ら
れ
そ
う
な
の
が
、ド
イ
ツ
、フ

ラ
ン
ス
、英
国
と
いっ
た
欧
州
群
、そ
し
て
米

国
だ
。

　
こ
れ
ら
の
国
も
当
然
、Ｅ
Ｖ
補
助
政
策
な

ど
は
打
ち
出
し
て
い
る
も
の
の
、現
時
点
で

は
消
費
者
の
購
買
意
欲
、充
電
イ
ン
フ
ラ
の

い
ず
れ
の
観
点
で
も
大
き
な
飛
躍
は
見
ら

れ
な
い
。共
通
点
と
し
て
は
、内
燃
機
関
車

の
生
産
国
と
し
て
の
長
い
歴
史
を
持
ち
、世

界
有
数
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
既
に
存
在

す
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。こ
れ
は
日
本
に
も

共
通
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。　

　
産
業
構
造
を
大
き
く
変
え
よ
う
と
し
た

時
、政
策
に
よ
る
推
進
に
加
え
て
、当
然
な

が
ら
そ
の
中
で
実
際
の
事
業
を
動
か
し
て
い

く
民
間
企
業
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
で

あ
る
こ
と
は
疑
い
よ
う
が
な
い
。

　
図
表
５
は
、各
国
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が

販
売
し
て
い
る
全
車
種
に
お
け
る
Ｅ
Ｖ
モ
デ

ル
の
割
合
を
基
に
ス
コ
ア
化
し
た
も
の
で
あ

る
。言
う
な
れ
ば
、自
動
車
メ
ー
カ
ー
と
し
て

の
Ｅ
Ｖ
に
対
す
る
積
極
性
を
示
し
た
指
標

　
以
上
で
各
国
の
現
在
の
普
及
状
況
、並
び

に
そ
の
背
景
の
概
観
に
触
れ
た
。こ
の
章
で

は
、ア
ジ
ア
に
お
け
る
今
後
の
Ｅ
Ｖ
普
及
見

通
し
に
つい
て
弊
社
の
見
解
を
述
べ
た
い
。

　
複
数
の
指
標
を
見
て
も
、中
国
が
今
後

も
Ｅ
Ｖ
を
リ
ー
ド
す
る
国
と
し
て
そ
の
存
在

感
を
強
め
て
い
く
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ

う
。中
国
で
は
、Ｅ
Ｖ
を
含
め
た
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
車
に
対
す
る
振
興
策
は
引
き
続
き
打

ち
出
さ
れ
て
い
る
。そ
れ
ら
を
背
景
に
新
た

な
Ｅ
Ｖ
関
連
メ
ー
カ
ー
も
多
く
登
場
し
て
い

る
。

　
そ
れ
で
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
ど
う
か
。弊
社

のA
utom

otive D
isruption Radar

で

定
点
観
測
し
て
い
る
唯
一の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
国
は

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
だ
。

　
自
動
車
業
界
の
デ
ィ
ス
ラ
プ
ト
と
い
う
観

点
で
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
世
界
で
も
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
評
価
を
し
て
い
る
。し
か
し
、そ
の
評

価
は
、Mobility

（
新
た
な
移
動
手
段
）で
の

躍
進
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
所
得
の
割
に
自
動
車
普

及
率
が
低
い
。政
府
が
渋
滞
を
防
ぐ
た
め
、

自
動
車
の
購
入
時
に
非
常
に
高
い
車
両
購

入
権（
Ｃ
Ｏ
Ｅ
）を
課
し
て
い
る
。そ
の
結
果
、

登
録
料
な
ど
を
含
め
る
と
本
体
価
格
の
２

〜
３
倍
を
支
払
う
こ
と
に
な
る
。

　
加
え
て
、同
国
の
消
費
者
は
非
常
に
合
理

的
な
消
費
マ
イ
ン
ド
を
持
っ
て
お
り
、モ
ビ
リ

テ
ィ
や
自
動
運
転
サ
ー
ビ
ス
が
経
済
的
に
得

で
あ
れ
ば
、自
家
用
車
は
買
わ
な
く
て
も
よ

い
と
考
え
て
い
る
。新
し
い
サ
ー
ビ
ス
も
便
利

で
あ
れ
ば
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
先
進
性

が
あ
る
。

　
一
方
で
、Ｅ
Ｖ
購
買
に
よ
る
経
済
合
理
性

に
は
疑
問
を
持
っ
て
お
り
、Ｅ
Ｖ
を
検
討
し

て
い
る
消
費
者
の
割
合
は
高
く
な
い（
図
表

４
）。

タ
イ
で
は
中
国
勢
の
動
き
に
注
目

　A
utom

otive D
isruption Radar

に

掲
載
し
て
い
な
い
が
、他
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
国
で

も
同
様
の
調
査
を
弊
社
は
行
っ
て
い
る
。代

表
的
な
他
の
A
S
E
A
N
国
の
Ｅ
Ｖ
状
況

に
つい
て
も
触
れ
て
お
く
。

　
こ
こ
タ
イ
で
目
下
注
目
さ
れ
る
Ｅ
Ｖ
関
連

の
動
向
は
、中
国
勢
だ
ろ
う
。昨
年
、タ
イ
投

資
委
員
会（
Ｂ
Ｏ
Ｉ
）が
発
表
し
た
Ｅ
Ｖ
投

資
奨
励
策
も
中
国
か
ら
の
投
資
誘
致
を

狙
って
の
も
の
だ
と
推
察
さ
れ
る
。

　
実
際
、上
海
汽
車（
Ｍ
Ｇ
）や
長
城
汽
車

への
影
響
は
大
き
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
　
中
国

　
続
い
て
、Ｅ
Ｖ
シ
ェア
自
体
は
ま
だ
５
％
未

満
と
高
く
な
い
も
の
の
、Ｅ
Ｖ
販
売
台
数
で

世
界
ト
ッ
プ
の
中
国
だ
。経
済
規
模
の
大
き

さ
に
加
え
て
、Ｅ
Ｖ
シ
ェア
の
成
長
率
も
高
い

水
準
を
誇
っ
て
い
る
だ
け
あ
っ
て
、今
後
、Ｅ

Ｖ
の
主
戦
場
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

中
国
の
Ｅ
Ｖ
普
及
の
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、国
民
の

関
心
に
よ
る
と
こ
ろ
も
大
き
い
。

　
図
表
４
は
、「
次
の
自
動
車
購
入
の
選
択

肢
に
Ｅ
Ｖ
が
入
って
い
る
か
」を
各
国
民
に
聞

い
た
結
果
で
あ
る
。コ
ロ
ナ
禍
に
入
っ
た
後
の

20
年
９
月
の
調
査
で
、中
国
で
は
消
費
者
の

80
％
が
Ｅ
Ｖ
を
検
討
の
中
に
入
れ
て
い
る
と

答
え
た
。

だ
。

　
こ
れ
を
見
る
と
、Ｅ
Ｖ
先
行
が
一
定
進
む

欧
州
各
国
も
中
国
に
は
敵
わ
な
い
。ま
た
、

日
本
や
米
国
は
さ
ら
に
劣
後
す
る
形
と
な
っ

て
い
る
。旧
来
か
ら
の
自
動
車
大
国
は
内
燃

機
関
で
培
っ
た
ア
セ
ッ
ト
が
あ
る
ゆ
え
足
枷

に
な
って
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
企
業
論
理
か
ら
す
れ
ば
仕
方
な
い
側
面

で
は
あ
る
。既
存
ビ
ジ
ネ
ス
で
勝
っ
て
い
る
も

の
を
自
ら
デ
ィ
ス
ラ
プ
ト
す
る
に
は
相
応
の

覚
悟
が
必
要
だ
。し
か
し
、過
去
の
遺
産
に

頼
る
こ
と
が
で
き
る
猶
予
期
間
は
想
像
よ

り
も
短
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

は
Ｅ
Ｖ
車
両
の
研
究
開
発
に
対
す
る
投
資

に
加
え
、充
電
イ
ン
フ
ラ
に
も
積
極
的
な
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
。日
系
自
動
車
メ
ー

カ
ー
に
と
っ
て
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
ビ
ジ
ネ
ス
の
本
丸

で
あ
る
タ
イ
も
危
う
い
状
況
に
あ
る
と
言

え
る
。

　
日
系
勢
は
、長
い
業
歴
の
中
で
内
燃
機
関

と
し
て
の
生
産
基
盤
と
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

を
築
い
て
き
た
。だ
が
、そ
こ
ま
で
の
ア
セ
ッ

ト
を
ま
だ
持
た
な
い
中
国
勢
が
、Ｅ
Ｖ
に
投

資
を
振
り
切
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　
近
し
い
状
況
は
ベ
ト
ナ
ム
の
国
営
自
動
車

メ
ー
カ
ー
で
あ
るV
inF
ast

に
も
言
え
る
。

彼
ら
も
新
興
ゆ
え
、既
存
の
自
動
車
ビ
ジ
ネ

ス
ア
セ
ッ
ト
は
ま
だ
充
分
で
な
い
。事
業
開

始
当
初
か
ら
Ｅ
Ｖ
へ
の
注
力
は
宣
言
し
た
。

V
in Group

の
総
合
力
を
遺
憾
無
く
発
揮

し
て
Ｅ
Ｖ
事
業
の
確
立
を
狙
って
い
る
。

　
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
か
ら
出
る
が
、イ
ン
ド
も
注

目
国
の一つ
だ
。純
然
た
る
Ｅ
Ｖ
メ
ー
カ
ー
の

動
き
と
い
う
観
点
で
は
、Tesla

が
イ
ン
ド
に

生
産
工
場
を
造
る
と
発
表
し
た
こ
と
も
見

逃
せ
な
い
。イ
ン
ド
政
府
は
、「
中
国
よ
り
も

低
い
コ
ス
ト
で
Ｅ
Ｖ
を
生
産
で
き
る
よ
う
対

応
す
る
」と
述
べ
て
い
る
。

　
現
状
は
、Suzuki

を
始
め
と
し
た
小
型

内
燃
機
関
車
の
独
壇
場
で
あ
り
、Ｅ
Ｖ
と
い

う
観
点
で
は
我
々
の
ス
タ
デ
ィ
で
も
イ
ン
ド

は
圏
外
に
位
置
す
る
。だ
が
、国
を
挙
げ
た

政
策
が
う
ま
く
機
能
す
れ
ば
、人
口
と
経

済
力
の
高
さ
ゆ
え
、Ｅ
Ｖ
大
国
と
し
て
中
国

に
迫
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
秘
め
て
い
る
。

　
も
う
一
国
、今
後
の
Ｅ
Ｖ
普
及
の
飛
躍
の

可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
の
が
韓
国
で

あ
る
。
20
年
の
調
査
で
は
、Ｅ
Ｖ
／
Ｐ
Ｈ
Ｅ
Ｖ

充
電
イ
ン
フ
ラ
の
充
実
度
は
オ
ラ
ン
ダ
を
抜

い
て
ト
ッ
プ
に
躍
り
出
た
。韓
国
消
費
者
の

Ｅ
Ｖ
購
買
意
欲
の
伸
び
も
大
き
い
。そ
し
て
、

韓
国
最
大
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
で
あ
る

H
yundai

も
Ｅ
Ｖ
に
対
す
る
積
極
姿
勢
を

示
し
て
い
る
。　

　H
yundai

が
母
国
の
韓
国
で
Ｅ
Ｖ
普
及

を
リ
ー
ド
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、そ

れ
に
加
え
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
で
の
Ｅ
Ｖ
に
よ
る
躍

進
の
可
能
性
も
秘
め
て
い
る
。20
年
に
は
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
に
研
究
開
発
拠
点
を
設
立
し
た

が
、こ
こ
に
は
Ｅ
Ｖ
生
産
の
機
能
も
持
つ
。ま

た
、19
年
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
の
生
産
工
場

の
計
画
も
発
表
し
、こ
こ
で
も
将
来
的
に
Ｅ

Ｖ
生
産
を
検
討
し
て
い
る
。

ア
ジ
ア
で
の
普
及
は
こ
れ
か
ら

勢
力
図
が
一
変
す
る
可
能
性
も

　
現
時
点
の
状
況
を
切
り
取
っ
て
言
え
ば
、

ア
ジ
ア
に
お
け
る
Ｅ
Ｖ
普
及
は
中
国
を
除
け

ば
ま
だ
こ
れ
か
ら
と
い
う
と
こ
ろ
だ
。し
か

し
、そ
の
中
国
勢
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
を
中
心
に

全モデルにおけるEV車種割合図表5

出所：Roland Berger "Automotive Disruption Radar"

★ ★ ★ ★ ☆
★ ★ ★ ☆ ☆
★ ★ ★ ☆ ☆
★ ★ ★ ☆ ☆
★ ★ ★ ☆ ☆
★ ★ ★ ☆ ☆
★ ★ ★ ☆ ☆
★ ★ ★ ☆ ☆
★ ★ ★ ☆ ☆
★ ★ ☆ ☆ ☆
★ ★ ☆ ☆ ☆
★ ★ ☆ ☆ ☆
★ ★ ☆ ☆ ☆
★ ☆ ☆ ☆ ☆
★ ☆ ☆ ☆ ☆
★ ☆ ☆ ☆ ☆
★ ☆ ☆ ☆ ☆

4
3
3
3
3
3
3
3
3
2
2
2
2
1
1
1
1

中国

スペイン

イタリア

オランダ

スウェーデン

フランス

ドイツ

英国

ベルギー

韓国

カナダ

米国

日本

インド

サウジアラビア

UAE

シンガポール

スコアリング：５点満点

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
を
含
め
た
各
国
で
の
Ｅ
Ｖ
に
対

す
る
積
極
投
資
は
進
ん
で
い
る
。日
系
勢
が

構
築
し
て
き
た
自
動
車
ビ
ジ
ネ
ス
の
既
存
ア

セ
ッ
ト
が一気
に
塗
り
替
え
ら
れ
る
リ
ス
ク
も

充
分
に
存
在
す
る
だ
ろ
う
。

　
だ
が
、こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
生
産
基
盤

や
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
全
て
無
に
帰
す
る

わ
け
で
も
な
い
。加
え
て
、無
形
の
ア
セ
ッ
ト

で
あ
る
日
系
車
ブ
ラ
ン
ド
も
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

消
費
者
の
心
の
中
に
し
っ
か
り
と
根
付
い
て

い
る
。

　
こ
れ
ら
が
来
る
Ｅ
Ｖ
市
場
で
の
戦
い
の
中

で
、ど
の
よ
う
な
競
争
優
位
に
昇
華
さ
せ
ら

れ
る
か
し
っ
か
り
と
議
論
を
重
ね
、他
国
勢

に
取
れ
な
い
戦
略
を
取
って
欲
し
い
。

ア
ジ
ア
の
Ｅ
Ｖ
普
及
概
観

ア
ジ
ア
の
Ｅ
Ｖ
普
及
概
観

高級車ブランドもEVを次 と々投入している充電インフラの整備も普及の鍵を握る日系のEVシフトの成否が注目される
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タイのEV政策
生産拠点化なるか

・ 空調システム
・ DC/DC コンバーター
・ 電気バス用前車軸、後車軸
・ 電気サーキットブレーカー
・ EV充電機器
・ スマート充電システム
・ 車載充電器
・ トラクションモータ
・ 携帯型EV充電器

・ インバーター
・ 車載用バッテリーマネジメントシステム（BMS）
・ ドア制御ユニット（DCU）
・ バッテリー*
・ 高圧ハーネス
・ 減速装置
・ バッテリー冷却システム
・ 回生ブレーキシステム

系
メ
ー
カ
ー
を
中
心
に
自
動
車
産

業
が
集
積
す
る
タ
イ
で
も
電
動
化

へ
の
シ
フ
ト
は
始
ま
っ
て
い
る
。タ
イ
政
府
が

２
０
１
６
年
に
掲
げ
た
産
業
高
度
化
政
策

タ
イ
ラ
ン
ド
４・０
で
は
、次
世
代
自
動
車
が

重
点
産
業
の一つ
に
含
ま
れ
て
お
り
、電
気
自

動
車
な
ど
で
も
生
産
拠
点
化
を
目
指
し
て

い
た
。

　
タ
イ
投
資
委
員
会
は
18
年
に
終
了
し
た

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド（
H
V
）を
含
む
電
気
自
動
車

等
の
投
資
恩
典
に
続
く
第
２
弾
を
昨
年
発

表
し
た（
左
頁
参
照
）。第
一
弾
と
違
い
今
回

は
H
V
の
生
産
に
対
し
て
は
法
人
税
免
除

を
付
与
し
な
い
な
ど
、電
動
化
度
合
い
を
強

め
て
い
る
。

　
さ
ら
に
今
年
３
月
、政
府
は
２５
年
ま
で
に

累
計
１
０
５
万
１
０
０
０
台
の
電
気
自
動
車

の
生
産
、さ
ら
に
35
年
ま
で
に
１
８
４
１
万

３
０
０
０
台
の
生
産
な
ど
の
目
標
を
発
表
し

た
。こ
れ
は
、昨
年
明
か
さ
れ
た
30
年
ま
で

に
生
産
シ
ェア
の
30
％（
75
万
台
）が
電
気
自

動
車
な
ど
と
す
る
目
標
を
前
倒
し
し
て
設

定
す
る
も
の
と
な
っ
た
。

　
数
千
万
台
保
有
さ
れ
て
い
る
タ
イ
の
自
動

車
の
内
訳
と
し
て
は
ま
だ
わ
ず
か
だ
が
、高

温
多
湿
で
車
内
に
エ
ア
コ
ン
が
必
須
な
ど
の

条
件
も
あ
る
タ
イ
で
、今
後
電
気
自
動
車
な

ど
が
ど
の
よ
う
な
位
置
付
け
と
な
っ
て
い
く

の
か
注
目
さ
れ
る
。

電動車の製造事業（EV・PHEV・HV）に対する恩典付与

EV部品製造に対する恩典

バッテリー充電ステーション事業者向けの恩典

総合計画の土地取得代および運転資金を除く投資額が

法人税を８年間免除

 法人税を5年間免除

機械輸入税の免除

１. 総合計画の提出
2. 奨励証書発給日から３年以内に認可された全種類の電気自動車およびモジュール工程からバッテリー製造を開始
3. 電気自動車製造開始日から３年以内に主要３部品（トラクションモータ、DCU、BMS）のうち少なくとも1部品を追加製造
 HV、PHVの製造の場合は業種4.8.3 の部品を２つ製造
4. タイ国内販売の場合、UN R100 R13H R94/95およびEuro5（HEV/PHEVのみ）などの指定された規格の取得。
   正当な理由が無い限り、機械の輸入期限延長は認められない

法人税免除の対象外
法人税を3年間免除
法人税を8年間免除
+研究開発を行う場合は1年～3年間追加

50億バーツ以上

EVの17主要部品

HV
PHV
EV

法人税免除の対象外
法人税を3年間免除
法人税を3年間免除

50億バーツ未満
HV
PHV
EV

条
件

　+2022年中に製造開始する場合は免除期間を2年間追加
　+基本条件に加え主要部品を追加製造する場合は、１部品につき免除期間を１年間追加
　+（EVのみ）3年以内に年間の製造台数が１万台を超えた場合は、免除期間を１年間追加
　+研究開発を行う場合は免除期間を1年～3年間追加

法人税を５年間免除
・ バッテリーパック組立

バッテリー製造に対する恩典

法人税を８年間免除
・ モジュール生産

＋ 国内で調達ができない原材料、必要
    資材に対して２年間輸入税を90%減税

法人税を８年間免除（上限なし)
・ セル生産

＋ 国内で調達ができない原材料、必要
    資材に対して２年間輸入税を90%減税

条
件

１. EV スマート充電システム開発計画を提出
2. 奨励証書取得後3年以内にISO18000を取得
3. 部品および設備機器の調達計画を提出
4. 最低40基の充電設備の設置 (その内の最低25%は急速充電器であること)
5. 申請者は他の政府系セクターの特典を受けないこと

さらに詳細はhttps://www.boi.go.th/index.php?page=boi_presentation_detail&topic_id=127457

タイ投資委員会は昨年、新たな投資奨励策を発表。電気自動車から電動バイク、
電気バス・トラック、電動ボート、充電ステーションまで幅広い事業を対象とした。

バイオディーゼル燃料生産や太
陽光発電事業に加え、最近では
電動フェリー開発なども手掛け
るタイ企業。2019年に国産電
気自動車としてMINE SPA1を
発表し、量産を計画している。

0

5,000,000

10,000,000

15,000,000

20,000,000
バス・トラック 二輪 自動車

2025年2020年 2030年 2035年

2,935,000

3,133,000

400,000
620,000 8,625,000

9,330,000

計
191,957
(電気自動車累計)

累計
1,051,000

累計
6,227,000

累計
18,413,000

タイ政府の目標（生産台数）

出所：タイ投資委員会資料（2020年）、 タイ工業省資料(2025年～2035年)を元にArayZ編纂

１０年
で17.5

倍の

生産台
数を計

画

2006年設立

MINE SPA1 自動車メーカーで超小型電気自
動車の開発などに従事してきた
鶴巻日出夫氏が設立。2019年
に水面を移動できるなどの特色
を持ったFOMM ONEの量産を
タイでスタートした。

FOMM
ONE

Energy Absolute FOMM

タイ国内の主なEV会社

日

2013年設立

迫り来るEVシフト
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タイ、アセアンの
自動車ビジネス新潮流を読む

《業務内容》 
経営・事業戦略コンサルティング、市場・規制調査、情報システム（IT）コンサルティング、
産業向けITシステム（ソフトウェアパッケージ）の販売・運用、金融・証券ソリューション

第41回

～好評につき、シリーズ継続！～

ローカル・外資主導で進められる
EVエコシステムの形成

業
会
社
の
B
A
N
P
U
で
あ
っ
た
。

　
最
近
に
な
っ
て
、タ
イ
で
の
投
資
の
盛
り

上
が
り
を
見
て
、非
自
動
車
分
野
の
日
系

大
手
企
業
も
エ
コ
シ
ス
テ
ム
へ
の
参
入
に
関

心
を
高
め
て
い
る
が
、ま
だ
本
格
的
な
投

資
に
は
至
って
い
な
い
状
況
に
あ
る
。

　
こ
れ
は
前
稿
で
も
説
明
し
た
よ
う
に
、

タ
イ
で
は
日
系
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
を
中
心
に
電
動
化
を
進
め
て
き
た

こ
と
が
影
響
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

シ
ョ
ンC

hargeN
ow

を
エ
ン
ポ
リ
ア
ム
や

セ
ン
ト
ラ
ル
デ
パ
ー
ト
な
ど
約
40
ヵ
所
に
展

開
し
て
い
る
。

　
上
海
汽
車
傘
下
の
M
G
は
販
売
店
を

中
心
に
1
0
0
ヵ
所
に
充
電
ス
テ
ー
シ
ョン

を
設
置
済
み
な
ど
、自
動
車
メ
ー
カ
ー
の

中
で
投
資
に
最
も
意
欲
的
。E
A
な
ど
と

提
携
し
な
が
ら
、21
年
ま
で
に
シ
ョッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
や
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
開
発
事
業

者
な
ど
と
提
携
し
て
5
0
0
ヵ
所
ま
で
に

拡
大
す
る
方
針
で
あ
る
。E
V
モ
デ
ル
を

多
数
投
入
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、そ
の
販

売
促
進
の
た
め
に
は
自
ら
E
V
エ
コ
シ
ス

テ
ム
に
投
資
す
る
構
え
で
あ
る
。

　
ま
た
、台
湾
系
の
電
子
メ
ー
カ
ー
の
デ

ル
タ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
は
タ
イ
で
E
V
充

電
機
を
供
給
し
て
お
り
、B
O
I
か
ら

E
V
関
連
設
備
事
業
の
投
資
認
可
を
取

得
し
て
い
る
。ま
た
、日
産
、三
菱
自
動
車

と
販
売
店
で
の
充
電
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設

置
に
関
し
て
包
括
的
な
提
携
関
係
を
結

ん
で
い
る
。

出
遅
れ
る
日
系
の
参
入

　
以
上
の
各
主
要
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
動
向
か

ら
見
る
と
、日
系
企
業
の
出
遅
れ
感
は
否

め
な
い
。

　
日
系
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
F
O
M
M
が

B
O
I
の
最
初
の
E
V
生
産
事
業
の
認

可
を
取
得
し
た
が
、F
O
M
M
の
タ
イ
事

業
に
出
資
し
た
の
は
エ
ネ
ル
ギ
ー・石
炭
事

相
次
ぎ
発
表
さ
れ
る
拡
大
計
画

　
し
か
し
近
年
、①
石
油・発
電・送
電
関

連
を
中
心
と
す
る
公
共
企
業
、②
グ
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
民
間
企
業
、③
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
企
業
、④
自
動
車
メ
ー
カ
ー
な
ど

の
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
連
携
し
な
が
ら
、充

電
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心
と
す
る
エ
コ
シ
ス

テ
ム
が
徐
々
に
形
成
さ
れ
よ
う
と
し
て
い

る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る（
図
表
１
）。し
か

も
20
年
以
降
、コ
ロ
ナ
禍
に
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、各
社
が
積
極
的
に
充
電
ス
テ
ー

シ
ョン
拡
充
計
画
を
発
表
し
て
い
る
。

　
例
え
ば
、石
油
会
社
の
P
T
T
は
21
年
3

月
に
充
電
ス
テ
ー
ション
を
現
在
の
30
ヵ
所
か

ら
今
年
中
に
1
0
0
ヵ
所
、22
年
ま
で
に

3
0
0
ヵ
所
への
拡
大
を
計
画
し
て
い
る
。

　
ま
た
、セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
を
展
開
す
る

C
P
グ
ル
ー
プ
の
C
P
A
L
L
は〝7 G

o 
G
r
e
e
n

〞の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
で
、

1
0
0
ヵ
所
の
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
の
店
舗

で
の
充
電
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
を
打
ち

出
し
た
。
ま
た
、
地
方
電
力
公
社

P
E
A
は
22
年
ま
で
に
1
3
2
ヵ
所
を

整
備
す
る
ロ
ー
ド
マッ
プ
を
発
表
し
た
。

　
そ
の一方
で
、グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
系
の

E
nergy A

bsolute

の
傘
下
に
あ
るEA

 
A
nyw

here

は
、業
界
最
大
の
4
0
5
ヵ

所
の
充
電
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
持
ち
、21
年
に

は
1
0
0
0
ヵ
所
に
拡
大
す
る
方
針
で
あ

る
。B
O
I
か
ら
事
業
者
で
唯
一
充
電
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
投
資
優
遇
措
置
の
認

　
タ
イ
で
は
最
近
、E
V
関
連
の
エ
コ
シ

ス
テ
ム
への
投
資
が
、ロ
ー
カ
ル
企
業
や
中

国
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
の
外
資
系
企
業
を

中
心
に
進
展
し
て
お
り
、日
系
企
業
の
影

は
薄
い
。本
稿
で
は
、充
電
ス
テ
ー
シ
ョ

ン・イ
ン
フ
ラ
関
連
の
主
な
エ
コ
シ
ス
テ
ム

の
プ
レ
ー
ヤ
ー
を
取
り
上
げ
る
。

タ
イ
の
充
電
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
状
況

　
言
う
に
も
及
ば
ず
、E
V
の
普
及
に
は

充
電
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
欠

か
せ
な
い
。E
V
の
走
行
距
離
が
短
い
た
め

に
、公
共
の
場
で
の
充
電
イ
ン
フ
ラ
が
充
実

し
な
い
と
、目
的
地
ま
で
辿
り
つ
け
な
い
懸

念
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
タ
イ
で
は
充
電
イ
ン
フ
ラ
は
2
0
2
1

年
１
月
時
点
で
は
6
4
7
ヵ
所
に
留
ま
っ

て
お
り
、し
か
も
そ
の
約
８
割
は
普
通
充

電
タ
イ
プ（
A
C
）で
、タ
イ
で
は
E
V
が

ま
だ
な
か
な
か
普
及
し
な
い
要
因
の一つ
と

な
って
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
充
電
ス
テ
ー
シ
ョン
の
数
が

ま
だ
限
ら
れ
て
い
る
理
由
の一つ
と
し
て
、

充
電
事
業
者
に
対
す
る
補
助
金
が
少
な
い

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
17
年
〜
19
年
の
間
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
の

補
助
金
に
よ
り
1
5
0
ヵ
所
の
整
備
を
計

画
さ
れ
た
が
、補
助
金
事
業
は
19
年
以
降

打
ち
切
ら
れ
て
い
る
。こ
れ
が
、コ
ス
ト
が
か

さ
む
急
速
充
電
タ
イ
プ（
D
C
）へ
の
投
資

が
進
ま
な
い
理
由
と
も
な
って
い
る
。

399, Interchange 21, Unit 23-04,
23F, Sukhumvit Rd., Klongtoey Nua,
Wattana, Bangkok 10110
TEL: 02-611-2951
URL: www.nri.co.jp

可
を
取
得
し
、ア
ジ
ア
開
発
銀
行

（
A
D
B
）な
ど
か
ら
の
融
資
を
受
け
て
、

投
資
を
加
速
化
す
る
方
向
で
あ
る
。

　
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
も
積
極
的
に
他

業
種
の
事
業
会
社
と
の
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
を

拡
大
し
て
い
る
。例
え
ば
、Sharge

は

P
T
T
と
協
力
し
て
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
に

ス
テ
ー
シ
ョン
を
設
置
し
た
ほ
か
、セ
ン
ト
ラ

ル
グ
ル
ー
プ
、コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
デ
ベ
ロッ
パ
ー

のSansiri

等
と
組
み
な
が
ら
、ス
テ
ー
シ
ョ

ン
を
7
0
0
ヵ
所
ま
で
拡
大
す
る
計
画
で

あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
タ
イ
の
ロ
ー
カ
ル
企
業
が
E
V

関
連
投
資
拡
大
し
て
い
る
背
景
と
な
っ
て

い
る
の
が
、世
界
的
な
E
V
の
普
及
の
加
速

化
や
事
業
の「
創
造
的
な
破
壊（
デ
ィ
ス
ラ

プ
シ
ョン
）」に
備
え
た
新
規
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の

投
資
拡
大
、政
府
に
よ
る
充
電
イ
ン
フ
ラ

事
業
者
に
対
す
る
コ
ス
ト
軽
減
措
置（
電

気
料
金
な
ど
）な
ど
の
E
V
支
援
策
の
拡

大
、A
D
B
の
E
A
へ
の
融
資
の
よ
う
な

E
S
G
関
連
の
資
金
調
達
の
拡
大
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
る
。

外
資
系
企
業
の
積
極
的
な
動
き

　
外
資
も
こ
こ
に
来
て
積
極
的
に
E
V
エ

コ
シ
ス
テ
ム
に
向
け
て
の
投
資
を
拡
大
し
て

い
る
。

　
B
M
W
は
早
く
か
ら
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

企
業
のT
he F

ifth E
lem
ent

やG
LT
 

G
reen

と
協
力
し
な
が
ら
充
電
ス
テ
ー

執筆者：野村総合研究所タイ　

マネージング・ダイレクター

田口  孝紀
シニアマネージャー

山本  肇

タイのEV充電ステーション関連のエコシステム図表1

出所： EVATのEV Charge Consortiumなどを参考にNRI加筆

EV充電ステーションへの需要の拡大を背景に、2020年以降、タイEV充電ステーション事業への
民間からの参入が増え、供給が拡大することが見込まれる。

充電ステーションオペレーター、サービス 自動車メーカー

EV関連サプライヤーと設備関連 行政関連機関・業界団体
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航続距離長く

　電動化が加速する中、自動車業界
で電池の開発競争が激しくなってい
る。電気自動車（EV）などの電動車に
搭載される液系リチウムイオン電池の
性能向上と合わせて、今後登場が待
たれるのは全固体電池だ。全固体電
池は液系電池よりエネルギーを高密
度化でき、電動車の航続距離を飛躍
的に伸ばせる。
　富士経済（東京都中央区）によると
全固体電池の世界市場は2020年見
込みの34億円に対して、35年には２兆
1014億円に急拡大すると予測される。
電動車などで利用が見込まれる硫化
物系の全固体電池がけん引すると見
られる。期待が高まる一方、課題もあ
る。その一つが材料開発だ。

電極割れ防ぐ

　20年代前半に全固体電池の実用
化を目指すトヨタ自動車。実現に向け
て「充放電の際に膨張収縮しにくい
材料を開発する必要がある」とパワー

トレーンカンパニー幹部は話す。
　材料（粒子）の膨張収縮は電極体
の“割れ”を起こす。リチウムイオンの通
り道が途切れるため、電池性能が低
下してしまう。全固体電池を長期利用
する上でも課題だ。これらの課題を解
決できる材料ができれば「全固体電
池の開発は大きく前進する」（パワート
レーンカンパニー幹部）とみている。
　さらに固体電解質は水分に弱い。
大気中の水分に触れても変質する。
水分に強い材料も探索中だ。難題の
材料開発では海外の大学や研究機
関との連携も進めている。
　また、厳格な水分管理が求められ
る全固体電池の生産にはドライルーム
などの専用設備が必要だ。ただ密閉
系では作業性が低く量産には不向
き。トヨタでは気流などを活用して、開
放系でも乾燥状態を保ちながら生産
できる工程開発に取り組んでいる。
　全固体電池を普及させるにはニー
ズ探索がカギを握る。「液系リチウムイ
オン電池に対して、全固体電池ならで
はのメリット、特性が発揮できる搭載車

両をしっかり見極めることが大事だ」
（同）という。

コスト競争力

　日産自動車も全固体電池の開発を
進めている。「全固体電池は内燃機
関並みにコスト競争力のある電動車
を実現する、キーアイテムの一つとして
有望だ」（日産関係者）とする。開発の
課題は車用途として必要なエネル
ギー密度、耐久性、安全性、量産のた
めの技術などを挙げる。
　全固体電池は海外の自動車メー
カー勢も開発に力を入れ、実用化に向
けた期待が高まっている。ただ液系リ
チウムイオン電池が行き渡る中、全固
体電池の投入には経済合理性や消
費者ニーズなどの視点も欠かせない。

カーボンニュートラルの潮流に乗り「全固体電池」への注目が高まっ
ている。現在はスマートフォンやパソコン、自動車、住宅までさまざまな
領域でリチウムイオン電池が使われている。従来のリチウムイオン電
池は電解質が液体なのに対して、全固体電池は文字通り固体だ。
液漏れの心配がない安全性や、充電時間が短い利便性などの特
徴がある。各業界が注目する全固体電池の開発動向を追う。

※記事提供：日刊工業新聞（2021年４月21日）

電池の本命　全固体
普及のキーパーツ　ＥＶバッテリー革新

“人手不足倒産”を回避

日刊工業新聞社主催オンラインセミナー

『全固体電池入門の入門』
 ～どこがスゴイ､何が課題？をまるっと整理～

参加者募集中
5/21(金)

日本時間14:00 ～ 15:30

　シャリエ氏や多くの経営者との対話を通じて改
めて感じたことは、「組織を率いるうえで、それまで
の人生において自らが培ってきた一個人としての魅
力や教養などの人間力が大切だ」ということです。
　フランスであっても、日本であっても、タイであっ
ても、人生としての根本的な目標はそれほど大きな
違いがあるわけではありません。にも関わらず、タイ
社会で仕事をしているとお互いにさまざまな不満
が出てきます。
　その理由の一つは、人生の目標に到達する手段
の相違です。この事実を受け入れたうえで、物事を
運んでいかなくてはならないのです。また、タイに限
らずどの国にいても、私たちが生活をしていくうえで
は、他の人から背かれたり、裏切られたりすることも
あるものです。
　しかし、経営者として現地従業員を責めたり、居
酒屋で愚痴を言ったりしたところで現状は好転し
ません。私生活においても相手を恨んだりしても仕
方がありません。残念ながら世の中には自分のこと
しか考えることのできない人たちがいるものです。
　経営の鉄則の一つは、統制できることに集中す
るということです。つまり、相手を変えることができ
ないのであれば、過ぎたことを悔やむのではなく、そ
こから何かを学ぶことが大事です。　
　唐の時代に、「自分が人に背かれたのなら、相手
を敵視するのではなく、その原因を自らに求めて徳
を磨く糧としなさい」というような格言があります。
「たとえ相手に背かれても、自分は人を背くようなこ
とはしない」という意味でも使われます。
　特に、タイ社会では徳（バラミー）、感謝と恩義

（ガタンユー・ルークン）、慈悲と思いやり（メー
ター・ガルナー）ということを非常に大切にします。
　私の個人的な経験を通じても、タイ社会におい
て優れたリーダーと呼ばれる人たちは非常に忍耐
強く、あからさまな感情の表現はほとんどしません
し、どのような立場の人に対しても非常に丁寧に接
し、相手の面子を保つような配慮をあらゆる場面で
見ることができます。
　あくまで個人的な感覚ですが、こうした傾向は
シャリエ氏や他の経営者など異国の地で成果を
あげてきた人たちに共通する資質のような気がし
ます。
　加えて優れた経営者に共通するのは、経営の結
果を他者に転嫁しないという姿勢です。リーダーと
は地位や特権ではなく責任です。コロナ禍におい
て、さまざまな価値観が衝突し、正解のないなか
で、人間社会と経済社会とを綜合していくのは容易
なことではありませんが、その中で未来を切り拓い
ていくのがリーダーなのです。
　単純な因果関係では解明できない、本質的に数
量的な扱いに抵抗するような質や意味に関わる
審・善・美が問われています。対象と主体の分離で
はなく、主体と対象との関係によっていくつもの真
理が存在する中で、対話を通じて「真理」を認識し
表現するための知の作法が求められているのでは
ないでしょうか。

コ
ロ
ナ
禍
で
求
め
ら
れ
る
知
の
作
法
と
は
？

第
４
回

経営
トップエグゼクティブの

Beauty Management
対談を通して見えてきたメッセージ

対談は19年10月から20年3月末までの間に、バンコク及び東京にて相手先のオフィスで行われたものです。本来であれば20年末にかけて多くの方 と々対談を予定していましたが、残念ながら新型コロナウイルスの感染
拡大を受けて国境を跨ぐ移動が制限されてしまいました。東京においても非常事態宣言が発令されるなど対面での取材は難しいと判断したことから、予定をしていた方 と々の対談を一時中断しています。

藤岡 資正・英オックスフォード大学より経営哲学博士を授与（D.Phil. in management 
studies）。チュラロンコン大学サシン経営大学院エグゼクティブ・ディレクター・MBA専
攻長、NUCBビジネススクール教授などを経て現職。早稲田大学ビジネススクール客員
准教授、戦略コンサルティングファームCDI顧問、神姫バス社外取締役、Sekisui 
Heim不動産取締役、中小企業変革支援プログラム顧問などを兼任。

　前回に引き続き、資生堂で執行役員及び同社アジアパシフィック
社の創業時からCEOを長年務められたジャン・フィリップ・シャリエ
氏との対談を振り返りながら、経営者の仕事について考えてみます。 ジャン・フィリップ・シャリエ

前社長

資生堂アジアパシフィックチュラロンコン大学サシン経営大学院
日本センター所長

明治大学専門職大学院教授

藤岡 資正

撮影：石田直之
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か
で
、「
今
を
凌
げ
ば
な
ん
と
か
な
る
」「
い
つ
か

元
に
戻
る
の
を
待
っ
て
い
る
」と
考
え
て
は
い
な

い
だ
ろ
う
か
。

　
最
も
大
き
な
脅
威
は
、市
場
変
化
で
も
競

合
企
業
で
も
な
く
、変
化
で
き
な
い
自
社
や
変

化
し
よ
う
と
し
な
い
組
織
だ
と
私
た
ち
は
考

え
て
い
る
。そ
こ
で
、「
1
0
0
％
の
確
信
を
持

て
な
い
中
で
も
最
善
策
を
判
断
し
変
化
し
よ

う
と
す
る
姿
勢
」こ
そ
が
改
革
の
第
一
歩
で
あ

る
こ
と
を
明
言
し
て
お
き
た
い
。

⑴
　
シ
ナ
リ
オ
プ
ラ
ン
ニン
グ
に
よ
る
将
来
予
測

　
シ
ナ
リ
オ
プ
ラ
ン
と
は
、将
来
的
に
発
生
確

率
の
高
い
シ
ナ
リ
オ
を
複
数
持
っ
た
う
え
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
シ
ナ
リ
オ
に
対
す
る
施
策
を
検

討
す
る
手
法
で
あ
る
。

　
長
期
的
な
市
場
の
見
通
し
や
競
合
企
業
の

脅
威
な
ど
は
不
確
実
性
が
高
く
、将
来
シ
ナ
リ

オ
を
１
つ
に
絞
っ
て
考
え
る
の
は
非
現
実
的

と
言
え
る
だ
ろ
う
。そ
の
た
め
、あ
る
程
度
の
幅

を
持
た
せ
た
複
数
の
シ
ナ
リ
オ
を
用
意
す
る
こ

と
で
、ベ
ス
ト
ケ
ー
ス
か
ら
ワ
ー
ス
ト
ケ
ー
ス
ま
で

発
生
確
率
の
高
い
将
来
を
予
測
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
だ（
図
２
参
照
）。

　
こ
れ
は
５
年
〜
10
年
と
いっ
た
長
期
的
な
市

場
予
測
だ
け
で
な
く
、コ
ロ
ナ
の
影
響
を
加
味

し
た
今
期
の
市
場
規
模
な
ど
短
期
的
な
予
測

に
も
役
立
つ
。

　
例
え
ば
自
動
車
業
界
で
あ
れ
ば
、長
期
的

に
は「
Ｅ
Ｖ
の
普
及
に
伴
っ
て
市
場
が
ど
う
変

化
し
て
い
く
か
」が
、短
期
的
に
は「
コ
ロ
ナ
の

影
響
に
よ
り
製
造
数
量
が
ど
の
程
度
見
込
ま

れ
る
か
」が
論
点
と
な
る
だ
ろ
う
。ど
ち
ら
も

市
場
を
変
化
さ
せ
る
主
要
因
の
振
れ
幅
を
想

定
し
、複
数
の
シ
ナ
リ
オ
を
構
築
す
る
。

　
特
に
ワ
ー
ス
ト
シ
ナ
リ
オ
を
明
示
し
、企
業

内
で
同
一の
危
機
感
を
持
つ
こ
と
が
重
要
だ
。

人
間
は
誰
も
が
不
都
合
な
真
実
か
ら
目
を
逸

ら
し
た
く
な
る
が
、シ
ナ
リ
オ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を

通
し
て
、最
悪
の
ケ
ー
ス
に
向
き
合
う
姿
勢
を

持
ち
や
す
く
な
る
。

つ
駐
在
員
経
営
者
の一
般
的
な
任
期（
３
年
〜

５
年
）を
超
え
た
時
間
軸
で
あ
る
た
め
、現
地

従
業
員
に
安
心
感
を
与
え
る
武
器
に
な
る
。

　
ま
た
、ビ
ジ
ョ
ン
を
効
果
的
に
浸
透
さ
せ
る

に
あ
た
っ
て
注
意
し
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。

そ
れ
は
、Why-W

hat-H
ow

の
ス
ト
ー
リ
ー
と

合
わ
せ
て
説
明
す
る
こ
と
だ
。

　
日
系
企
業
の
中
に
は
理
念
や
ビ
ジ
ョ
ン
は
あ

る
も
の
の
、現
地
従
業
員
か
ら
納
得
感
を
得
ら

れ
て
お
ら
ず
、そ
の
原
因
を
深
堀
し
て
い
く
と
、

「
そ
も
そ
も
、な
ぜ
理
念
や
ビ
ジ
ョ
ン
が
そ
の
よ

う
に
定
義
さ
れ
て
い
る
の
か
」を
社
員
が
理
解

で
き
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
。

　
そ
れ
ら
を
改
善
す
る
た
め
に
も
、What

や

H
ow

だ
け
で
な
く
、Why

に
つ
い
て
経
営
者
か

ら
想
い
を
語
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

⑶
　
評
価
制
度
へ
の
落
と
し
込
み

　
日
本
人
経
営
者
が
あ
ま
り
重
視
し
な
い
も

の
の
、改
革
に
効
果
的
な
仕
組
み
の
１
つ
に「
人

事
評
価
制
度
」が
あ
る
。　

　
日
本
で
は
評
価
制
度
と
言
っ
て
も
形
式
的

な
も
の
で
、そ
こ
ま
で
社
員
の
行
動
変
革
に
繋

が
ら
な
い
と
考
え
る
管
理
者
も
多
い
が
、海
外

市
場
で
は
賃
金
や
賞
与
を
決
め
る「
社
員
の

生
活
に
直
結
す
る
機
能
」で
あ
る
た
め
、す
べ

て
の
社
員
が
関
心
を
持
ち
、行
動
変
革
を
促

す
大
き
な
武
器
に
な
る
。

　
ま
た
、人
事
制
度
は
給
与
水
準
を
決
め
る

機
能
と
い
う
以
上
に
、経
営
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
伝
え
る
機
能
で
も
あ
る
。将
来
を
見
据

え
て
、「
ど
ん
な
人
材
に
な
っ
て
ほ
し
い
の
か
」

「
ど
の
よ
う
な
努
力
を
し
て
、ど
の
よ
う
な
成

果
を
出
し
て
ほ
し
い
の
か
」、そ
れ
を
言
葉
だ

け
で
な
く
、給
与
水
準
に
影
響
さ
せ
る
こ
と
で

経
営
者
の
本
気
度
を
伝
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
、こ
こ
数
年
は
画
一
的
な
評
価
よ
り
も

半
年
ま
た
は
一
年
ご
と
に
個
別
の
目
標
を
セ
ッ

ト
す
る
Ｍ
Ｂ
Ｏ
型
の
評
価
制
度
も
浸
透
し
始

め
て
い
る
。

　
具
体
的
に
は
、経
営
者
が
示
す
経
営
目
標

を
管
理
者
が
自
部
門
の
目
標
に
落
と
し
込

む
。そ
の
後
、部
門
目
標
の
達
成
に
貢
献
で
き

る
よ
う
に
社
員
が
自
身
の
目
標
テ
ー
マ
や
達
成

水
準
を
設
定
す
る
と
い
う
流
れ
だ
。

　
こ
う
し
た
プ
ロ
セ
ス
を
経
る
こ
と
で
、経
営

者
と
社
員
間
で
具
体
的
な
目
標
を
握
る
こ
と

と
な
り
、目
標
設
定
後
の
行
動
が
大
幅
に
改

善
さ
れ
て
い
く
。ま
た
、定
期
的
に
個
別
の
目

標
に
つ
い
て
話
し
合
う
こ
と
で
、上
司・部
下
間

の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
性
化
さ
せ
る
良
い

機
会
に
も
な
る
だ
ろ
う
。

　
昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

り
、外
部
環
境
は
大
き
く
変
化
し
た
。そ
し

て
、ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
と
い
う
言
葉
に
代
表
さ
れ

る
よ
う
な
新
た
な
市
場
環
境
に
シ
フ
ト
し
て

き
て
い
る
。

　
一
方
で
、そ
う
し
た
変
化
に
合
わ
せ
て
、自
社

も
変
わ
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
だ
ろ
う
か
。ど
こ

日系企業経営の「成功のメカニズム」
タイ人コンサルタントが語る

⑵
　
中
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
と
浸
透

　
中
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
が
重
要
と
言
う

と
、特
に
目
新
し
さ
は
感
じ
な
い
か
も
し
れ
な

い
。し
か
し
、自
社
の
あ
り
た
い
姿
を
５
年
〜
10

年
ス
パ
ン
で
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
示
し
て
い
る
日
系

企
業
が
実
際
に
ど
れ
ほ
ど
あ
る
だ
ろ
う
か
。

　
こ
こ
で
言
う
ビ
ジ
ョ
ン
と
は
、単
純
な
業
績

計
画
だ
け
で
は
な
く
、「
顧
客
の
満
足
度
」「
社

会
か
ら
の
認
知
」「
従
業
員
の
満
足
度
」「
ベ
ー

ス
と
な
る
価
値
の
発
揮
方
法
」な
ど
を
含
め
た

肌
触
り
感
の
あ
る「
あ
り
た
い
姿
」で
あ
る
。

　
改
革
の
ブ
レ
ー
キ
要
因
と
な
り
や
す
い
改
革

サ
イ
ク
ル
の
ズ
レ
を
考
慮
す
る
と
、前
提
と
し

て
自
身（
駐
在
員
経
営
者
）が
帰
任
し
た
後
も

引
き
継
が
れ
る
よ
う
な
時
間
軸
で
ビ
ジ
ョ
ン
や

戦
略
を
示
し
て
お
き
た
い
。

　
５
年
〜
10
年
と
い
う
ス
パ
ン
は
、シ
ナ
リ
オ
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ
で
想
定
し
や
す
い
範
囲
で
あ
り
、か

文部科学省の奨学金を受け日本に留学、一橋大学
経済学部卒業。リブコンサルティング入社後は東京
で勤務した後、タイオフィスで勤務。日系企業の構造
改革支援に加え、財閥系企業や上場企業などタイの
エクセレントカンパニーの経営支援も担当している。
タイオフィスを代表するトップコンサルタント。

LiB Consulting (Thailand) プリンシパル
ベン(Sra Chongbanyatcharoen)

文部科学省の奨学金を受け日本に留学、東京大
学理学部、東京大学大学院博士課程卒業。数
学オリンピック金メダル取得。 主に、通信業界、農
業・食品業界、住宅業界、自動車製造業などで、
戦略立案から実行支援までを一貫して支援して
いる。タイオフィスの戦略チームをリード。

LiB Consulting (Thailand) プロジェクトマネージャー
ペス（Darin Lanjakornsiripan）Ph.D.

日系企業経営の「成功のメカニズム」

　
３
月
号
の
記
事
で
は
日
系
企
業
の
改
革
が

進
み
に
く
い
要
因
と
し
て
、現
状
認
識
の
ズ

レ
、危
機
感
度
の
ズ
レ
、改
革
サ
イ
ク
ル
の
ズ
レ

の
３
つ
を
挙
げ
た
。ど
れ
も
、在
タ
イ
日
系
企

業
と
い
う
タ
イ
に
お
い
て
は
特
殊
な
事
業
体
で

あ
る
こ
と
が
起
因
し
て
い
る
こ
と
も
説
明
し

た
。

　
今
回
は
そ
れ
ら
の
ズ
レ
を
乗
り
越
え
、改
革

を
前
に
進
め
る
た
め
に
必
要
な
３
つ
の
武
器
に

つ
い
て
解
説
す
る
。

　
改
革
の
基
本
は
、図
１
の
よ
う
に
外
部
環

境
が
変
化
し
た
時
に
、戦
略
・
組
織
・
人
材
の一

貫
性
を
作
り
出
す
こ
と
だ
が
、こ
れ
か
ら
紹

介
す
る
３
つ
の
武
器
は
そ
れ
を
実
現
す
る
た

め
に
非
常
に
有
効
だ
。い
ず
れ
も
目
新
し
い
も

の
で
は
な
い
が
、弊
社
リ
ブ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

が
日
系
企
業
で
担
当
し
た
多
数
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
中
で
も
、改
革
の
推
進
力
と
し
て
最
も
効

果
的
な
取
り
組
み
で
あ
っ
た
た
め
、ぜ
ひ
参
考

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、日
系
企
業
の
多
く
が
事
業
構
造
改
革
の
必
要
性
に
迫
ら
れ
て
い
る
。売
上
回
復
が
困
難
な
企
業
で

は「
早
期
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
」と「
中
期
リ
カ
バ
リ
ー
プ
ラ
ン
の
実
行
」に
注
力
し
、売
上
へ
の
影
響
が
軽
微
で
あ
っ
て
も
中
長
期
的
な
需
要
変
化
が
見
込

ま
れ
る
企
業
は「
ビ
ジ
ョ
ン
や
戦
略
の
再
構
築
」な
ど
の
事
業
構
造
改
革
を
進
め
て
い
る
。そ
う
し
た
改
革
に
お
け
る
日
系
企
業
特
有
の
失
敗
・
成
功

要
因
に
つ
い
て
、日
本
と
タ
イ
の
両
国
で
勤
務
し
た
経
験
が
あ
る
タ
イ
人
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
２
人
に
語
っ
て
も
ら
っ
た
。（
全
３
回
）

成果主義・現場主義を重視した日本発の経営コンサルティングファーム。
「“100年後の世界を良くする会社”を増やす」を理念に掲げ、
企業や政府機関へのコンサルティングを通じてタイ国を良くするため、
戦略から実行まで「成果コミット型」で支援している。
【 代 表 者 】 Managing Director 香月 義嗣（Katsuki Yoshitsugu）
【 住 所 】 29Fl, Exchange Tower, Klongtoey District Bangkok
【お問い合わせ】 info_thai@libcon.co.jp

LiB Consulting (Thailand) /リブコンサルティング・タイランド

改
革
を
進
め
る
３
つ
の
武
器
と
は

第
２
回

改
革
の
第
一歩
は
変
化
す
る
姿
勢

改
革
が
進
み
や
す
い
企
業
の
特
徴
と
は

図１　改革のあるべき姿と典型的な失敗パターン

図２　シナリオプランニングの概念
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57, Park Ventures Ecoplex, 12th Fl. Unit 1211
Wireless Road, Lumpini, Patumwan, Bangkok 10330

GDM (Thailand) Co., Ltd.
www.gdm-asia.com

■ 工業用地取得
■ 土地権利証書移転
■ 操業許可
■ 建築申請サポート

カスタムメイド長期賃貸オフィスに関するお問い合せは下記まで

電　  話 086-513-7435 高尾
takao@gdm-asia.comEメール

弊社のこれまでの実績

・アイシンアジアパシフィック 様
・東プレ 様
・古河電工 様
・福島工業 様
・宇部興産機械 様
・アムテック 様
・ＪＸ日鉱日石 様
・コマツ 様

・アマダ 様
・トヨタ車体精工 様
・古河オートモーティブ 様
・アルプス電子 様
・積水プラスティック 様
・日本ガイシ 様
・パナソニックデバイスSUNX 様

など 多数の企業様の物件取得サポートをさせていただいております。

96万㎡
以上の
売買実績

96万㎡万㎡万㎡
以上の
売買実績
以上の
売買実績
以上の
売買実績

96万㎡
以上の
売買実績

96万㎡万㎡万㎡
以上の
売買実績
以上の
売買実績
以上の
売買実績

規模のビル建設が可能
※2,000㎡以上は応相談

800～2,000㎡

慢性的な駐車場不足、夕方6時以降エアコン代が高い、複数社で法人
登記したいけど都心部のオフィスビルでは無理、24時間空調ができな
い、などオフィス賃貸に関してお困り事はありませんか? お客様のご要
望を汲み取りカスタムメイドの長期賃貸オフィスビルをご提案します。

ご要望に応じた仕様のオフィスビルをご提案

通常のレンタルオフィスでは「出来ない」を解決！

C
ustom

 M
ade O

ffice

カスタムメイド
長期賃貸オフィス

ビル1棟占有
複数社登記可

豊富な駐車場台数

自由度の高い
カスタマイズ

24時間365日稼働可能

スタッフ増員にも
柔軟に対応

複数社登記可能

ビル1棟占有利用

GDMからの紹介の方には通常サービスに加え、
Dearlife 特別サービスをご利用できます！

お部屋探しならディアライフ！

デポジット
長期立替
デポジット
長期立替

※特典1のサービス提供に際して、企業間の覚書締結を必要とすることがあります　※特典１と特典２の併用は不可です。
※サービスプロモーションは予告なく変更となる場合もございます。予めご了承ください。

● 入居者向け保険（火災・借家人賠償・退去時の原状回復）
● セレッソ大阪サッカースクールでのご優待
● ベリーモバイルでのご優待
● ムエタイジムのご優待　　

GDMからの紹介の方には

Dearlife通常サービスDearlife通常サービス

さらに！

＋

引っ越し費用負担引っ越し費用負担

JALマイレージ贈呈
（2,000マイル）

JALマイレージ贈呈
（2,000マイル）

インターネットTV
1年間無料

インターネットTV
1年間無料

＋

or

＋
１１特典 法人企業さま向け ２２特典 駐在員さま向け

GDM紹介プロモーション！GDM紹介プロモーション！

イメージキャラクター
ぱんちゃん璃奈



　
今
回
は
、具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
中
国
企
業

が
タ
イ
に
進
出
し
て
き
て
い
る
の
か
、い
く
つ
か

事
例
を
挙
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
自
動
車
で
は
中
国
の
大
手
自
動
車
メ
ー

カ
ー
、長
城
汽
車（
Ｇ
Ｗ
Ｍ
）が
Ｓ
Ｕ
Ｖ（
ス
ポ
ー

ツ
多
目
的
車
）や
電
気
自
動
車
で
タ
イ
市
場
に

今
年
参
入
し
ま
す
。撤
退
し
た
Ｇ
Ｍ
の
ラ
ヨ
ー

ン
県
の
工
場
を
買
収
し
て
お
り
、タ
イ
で
生
産

を
開
始
す
る
見
込
み
で
す
。将
来
的
に
は
電
気

自
動
車
の
生
産
も
計
画
し
て
い
ま
す
。上
海
汽

車
と
Ｃ
Ｐ
グ
ル
ー
プ
の
合
弁
会
社
が
タ
イ
で
生

産
す
る
Ｍ
Ｇ
も
年
々
、販
売
台
数
を
伸
ば
し
て

い
ま
す
。

　
タ
イ
ヤ
メ
ー
カ
ー
で
は
浦
林
成
山
が
チ
ョン
ブ

リ
県
に
約
44
万
㎡
の
土
地
を
取
得
し
、工
場
を

建
設
し
て
い
ま
す
。２
０
１
４
年
か
ら
タ
イ
で
生

産
し
て
い
る
山
東
玲
瓏
も
、工
場
増
強
の
計
画

が
昨
年
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
自
動
車
関
連
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。日
本

で
は
ま
だ
あ
ま
り
馴
染
み
が
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、海
信（
ハ
イ
セ
ン
ス
）と
い
う
総
合
家
電

メ
ー
カ
ー
は
テ
レ
ビ
や
冷
蔵
庫
、エ
ア
コ
ン
な
ど
を

タ
イ
で
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
同
社
は
17
年
に
レ
グ
ザ
な
ど
東
芝
の
テ
レ
ビ

事
業
を
手
掛
け
て
い
た
東
芝
映
像
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョン
、今
年
３
月
に
は
日
本
の
車
載
用
エ
ア
コ
ン

大
手
サ
ン
デ
ン
の
買
収
を
発
表
す
る
な
ど
事
業

を
拡
大
し
て
お
り
、タ
イ
に
は
エ
ア
コ
ン
工
場
を

建
設
す
る
方
針
で
す
。タ
イ
の
エ
ア
コ
ン
普
及
率

は
30
％
程
と
見
ら
れ
、ま
だ
市
場
拡
大
の
余
地

が
あ
り
ま
す
。

　
か
つ
て
日
系
企
業
の
独
壇
場
だ
っ
た
タ
イ
の

家
電
市
場
は
や
が
て
韓
国
勢
に
席
巻
さ
れ
ま

し
た
が
、そ
の
韓
国
勢
の
シェア
も
中
国
企
業
が

奪
い
つつ
あ
り
ま
す
。こ
れ
ま
で
日
系
企
業
が
高

い
シ
ェ
ア
を
誇
っ
て
き
た
エ
ア
コ
ン
市
場
に
お
い
て

も
、競
争
の
激
化
が
見
込

ま
れ
ま
す
。

　
ゼ
ネ
コ
ン
の
広
西
建
工
は

Ｃ
Ｐ
グ
ル
ー
プ
傘
下
の
企
業

と
合
弁
を
組
み
、ラ
ヨ
ー
ン

県
で
工
業
団
地
を
建
設
。

超
硬
合
金
メ
ー
カ
ー
の
廈

門
金
鷺
特
種
合
金（
Ｇ
Ｅ
Ｓ

Ａ
Ｃ
）は
19
年
に
ラ
ヨ
ー
ン

県
で
９
万
㎡
の
土
地
を
購

入
し
て
現
地
生
産
を
計
画

中
で
す
。

幅
広
い
業
種
が
工
場
の
リ
セ
ー
ル
に
関
心

　
こ
れ
ら
は
公
式
発
表
や
ニュ
ー
ス
な
ど
の
公
開

情
報
で
す
が
、弊
社
な
ら
で
は
の
情
報
も
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
す
。弊
社
は
昨
年
、チ
ョ
ン
ブ

リ
県
に
所
有
し
て
い
た
土
地
建
物
の
リ
セ
ー
ル

を
行
い
ま
し
た
。敷
地
面
積
は
約
２
万
５
０
０

０
㎡
、工
場
面
積
は
約
１
万
３
０
０
０
㎡
で
す
。

そ
の
際
、多
く
の
中
国
、台
湾
の
企
業
か
ら
も
照

会
を
受
け
ま
し
た
。

　
業
種
は
モ
バ
イ
ル
関
連
の
部
品
メ
ー
カ
ー
や

P
C
機
材
、半
導
体
基
板
、モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ

リ
ー
な
ど
電
子
部
品
関
係
以
外
に
も
、水
着
、

サ
ー
フ
ィ
ン
ウ
ェア
、L
E
D
照
明
、ビ
ル
清
掃
用

具
、医
療
用
資
材
や
住
宅
建
材
な
ど
幅
広
い
業

種
の
企
業
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
来
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
か
ら
分
か
る
こ
と
は
、ニュ
ー
ス
で
取

り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
な
大
企
業
か
ら
、一般
に
は

知
ら
れ
て
い
な
い
中
小
企
業
ま
で
、幅
広
い
業

種
の
中
国
、台
湾
の
企
業
が
タ
イ
に
関
心
を
持

ち
、進
出
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

　
弊
社
の
所
有
物
件
に
は
最
終
的
に
80
社
近

く
の
企
業
か
ら
お
声
が
け
を
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、そ
の
内
の
50
社
程
が
中
国
、台
湾
企
業
で

し
た
。そ
の
中
で
も
半
分
ほ
ど
の
企
業
は
ま
だ

タ
イ
に
法
人
を
設
立
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
入
国
制
限
の
緩
和
が
進
み
次

第
、彼
ら
は
タ
イ
に
現
地
法
人
を
設
け
て一気
に

工
場
を
建
設
、製
造
を
開
始
す
る
と
思
わ
れ
ま

す
。近
い
将
来
、新
た
な
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
タ
イ
市

場
に
出
現
す
る
こ
と
に
な
り
、事
業
環
境
の一層

の
変
化
が
予
想
さ
れ
ま
す
。（
続
く
）

　弊社は2010年の創業以来、工場や倉庫、ホテル、オフィス、商業施設
などの事業用不動産の売買を手掛けてきました。これまでに96万㎡を超
える売買仲介を行ってきましたが、今、大きな流れの変化を感じています。
端的に言えば中国系、台湾系企業のタイ進出意欲の高まりです。このコ
ラムでは、不動産取引の現場から見えてきた今後起こり得るタイの事業
環境の変化について、複数回に亘って考察してみたいと思います。

早稲田大学商学部卒業。2008年来タ
イ。ホテル・オフィス用地や工場倉庫
用地及びホテルやオフィス、商業施設
などの事業用不動産売買に強みを持
つ。タイ国内において960,000㎡を超
える不動産取引実績を有し、企業の不
動産取得支援を行っている。

高尾 博紀
GDM Thailand

ど
ん
な
業
種
が

タ
イ
を
目
指
し
て
い
る
の
か

57, Park Ventures Ecoplex, 12th Fl. Unit 1211 Wireless Road, Lumpini, Patumwan, Bangkok 10330

GDM (Thailand) Co., Ltd.　www.gdm-asia.com
電話 ： 086-513-7435（高尾）　Eメール ： takao@gdm-asia.com

事業用不動産から見るタイ事業環境の変化

中国EC最大手アリババは2018年にタイ東部への投資を表明　

長城汽車が今年タイに投入するSUV「HAVAL H6」　

出所：タイ首相府

第２回

57, Park Ventures Ecoplex, 12th Fl. Unit 1211
Wireless Road, Lumpini, Patumwan, Bangkok 10330

GDM (Thailand) Co., Ltd.
www.gdm-asia.com

電　  話 086-513-7435 高尾
takao@gdm-asia.comEメール

資産の市場価格を把握しておきませんか?

工場・土地の売却物件も多数取扱あり。詳細はお気軽にお問合せください。

日系企業 工場 4,000㎡ 土地 9,000㎡
日系企業  工場 12,000㎡ 土地 25,000㎡
マレーシア企業 工場 9,000㎡ 土地 24,000㎡
タイ企業 工場 1,500㎡ 土地 3,200㎡
台湾企業 工場 24,000㎡ 土地 163,000㎡

■ 過去の成約事例一例

■ 手続きの流れ

タイで9６0,000㎡以上の土地売買取引を行ってきた弊社が、御社の土地・工場・
建物を価格査定いたします。売却、M＆Aのご相談も承っております。

· トヨタ車体精工 様
· アイシン精機 様
· 積水プラスティック 様
· アルプス電気 様
· 戸上電機 様
· 宇徳 様
· 旭テック 様
· 三建産業 様

· 福島工業 様
· コマツ 様
· 名港海運 様
· 井関農機 様
· 宇部興産機械 様
· 不二越 様
· パナソニックデバイス
 SUNX 様

· 日本ダイヤバルブ 様
· 古河電気工業 様
· 古河AS 様
· 住商マシネックス 様
· 日本ガイシ 様
· アルプス物流 様
· 不二越 様
· 日本OA 様

· バルカー 様
· 野村総合研究所 様
· アムテック 様
· 大塚製薬 様
·アマダ様
· フジゼロックス様　他

弊社取引実績クライアント様

■ タイの現在の企業動向

日系大手

日系中堅

日系中堅

日系中堅

日系中堅

日系中堅

日系中堅

日系中小

日系中小

電機

プラスティック成形

電子部品

設備

電子部品

食品

物流

設備

アルミ部品

チョンブリ

チョンブリ

チョンブリ

チョンブリ

チョンブリ

ラヨーン

サムットプラカーン

ラヨーン

チョンブリ

完全撤退。統括エリア内統廃合

規模縮小。複数工場のうち一部売却。事業伸び悩み

完全撤退

ローカルパートナーとの合弁撤回及び撤退

タイ完全撤退。他国へ移設

資産圧縮。余剰土地売却

資産圧縮。余剰土地売却

完全撤退。一極化していたクライアントからの受注激減

資産圧縮。余剰土地売却

区分 業種 エリア 撤退・縮小理由

お問い合わせ（オンライン、面談、メール）

資料の準備

査定開始（１ヵ月前後）＊お急ぎの場合はお知らせください

査定結果報告

納品

守り
コスト削減
投資抑制
資金確保

備え
資産価値査定
資源配分見直し

攻め
競合買収
事業部売却
成長分野へ投資

１
2
3
4
5

コロナ禍で必要な対策
事前に“備え”である資産価値を把握することで、
具体的な“攻め”と“守り”のプランが立てやすくなります。

□  オンライン相談可能

□  対面面談も可能

□  情報守秘

工場・土地売却
簡易査定無料。縮小/撤退からM&Aまでサポート可能

● 評価レポート資料制作も可● 評価レポート資料制作も可
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　みずほ銀行バンコック支店メコン５課が発行する企業向け会報誌
『Mekong ５ Journal』よりメコン川周辺国の最新情報を一部抜粋して紹介

　
日
本
企
業
は
１
９
８
０
年
代
以
降
、地
域
統

括
会
社（
Ｒ
Ｈ
Ｑ
）制
度
を
採
用
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。Ｒ
Ｈ
Ｑ
は
一
般
的
に
特
定
地
域
内
で
本

社
の
代
わ
り
に
域
内
事
業
の
管
理
や
支
援
を
行

う
会
社
で
あ
り
、日
本
企
業
で
は
海
外
子
会
社

が
複
数
存
在
す
る
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
設
置

さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
。

　
２
０
０
０
年
代
ま
で
は
海
外
子
会
社
が
多
い

大
企
業
に
限
ら
れ
て
い
た
が
、10
年
代
に
な
る
と

中
堅
・
中
小
企
業
も
積
極
的
に
海
外
展
開
す
る

よ
う
に
な
り
、日
本
企
業
の
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け

る
Ｒ
Ｈ
Ｑ
設
置
数
は
急
激
に
増
え
た
。

従
来
型
Ｒ
Ｈ
Ｑ
モ
デ
ル

　
Ｒ
Ｈ
Ｑ
の
機
能
や
意
思
決
定
権
は
一
般
的
に

「
機
能
支
援
型
」と「
地
域
本
社
型
」に

分
か
れ
る
。

　「
機
能
支
援
型
」の
場
合
、日
本
本
社

の
関
連
部
署
に
よ
る
管
理
の
も
と
支
援

機
能
を
持
た
せ
る
こ
と
が
多
い
。地
域

内
の
子
会
社
や
事
業
の
サ
ポ
ー
ト
、モ
ニ

タ
リ
ン
グ
を
実
施
し
、現
地
で
集
め
た

情
報
を
整
理
し
た
後
、日
本
本
社
に
還

元
す
る
等
の
業
務
が
大
半
で
あ
る
。決

定
権
限
は
あ
く
ま
で
日
本
本
社
に
あ

り
、機
能
支
援
型
の
Ｒ
Ｈ
Ｑ
と
し
て
の

予
算
や
意
思
決
定
事
項
は
限
定
的
と

な
る
。

　「
地
域
本
社
型
」は
統
括
地
域
内
に

お
け
る「
ミ
ニ
本
社
」と
し
て
の
位
置
付

け
で
、あ
る
程
度
決
定
権
限
が
付
与
さ

れ
る
。決
定
事
項
の
影
響
力・重
要
性
に

よ
っ
て
決
裁
権
が「
現
地
子
会
社
」「
Ｒ

Ｈ
Ｑ
」「
日
本
本
社
」に
分
か
れ
る
が
、

項
目
に
よ
っ
て
日
本
本
社
の
決
裁
が
な

く
と
も
独
自
で
判
断
で
き
る
。

　
現
状
は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
や
ホ
ウ
レ
ン
ソ
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タイ・バーツ（USD / THB）タイ・バーツ（USD / THB）

ベトナム・ドン（USD / VND）ベトナム・ドン（USD / VND）

月間USD市場推移
Monthly Market

４月の為替相場動向
　4月のドルバーツは、31.20台で開始。上旬は、米3月雇用統計の
強い結果を受けて米金利が上昇、ドル買い優勢となり、31.30台
へ。その後もタイ国内のコロナ新規感染者数が3月末以降増え続
ける状況が嫌気され、ドルバーツの上昇が続き31.50台に達した。
中旬に入ってもバーツ安が続き、同月高値を記録した一方、米金
利上昇が一服。低下基調を示すとドルバーツはソンクラン休暇中
に同月安値の31.10台へ下落。
　ただ、世界的にコロナ新規感染者数が増加し、週間単位で過去
最高の新規感染者数を記録するリスクオフの展開の中、下旬には
足早に値を戻し、再び31.50台を試す動きが見られた。注目されて
いたFOMCでは、パウエル議長がインフレ上昇は一過性と明言し
たことで米金利が低下。主要通貨に対するドル安の流れにドル
バーツは再び下落、31バーツ前半で月末を迎える。

５月の為替相場動向
　FOMC声明では、量的緩和に関する議論開始は時期尚早と再強調
されたが、商品市況は上昇基調を維持。市場参加者が将来のインフレ
高進を意識し、米債売りが進めば、再び米金利上昇につながる可能性
もある。そうなれば、タイ国内の第3波が収まらない状況も重なり、再
びドルバーツが高値を更新し、節目の32台トライも有り得る展開か。

４月の為替相場動向
　4月のUSDVND相場は、4月末に控える4連休を意識した資金需
要の高まりと金利情勢に振らされる展開となった。月前半は、
23,070～23,090を中心とした狭いレンジでの推移。月後半から
は、ベトナムの4連休に向けた資金需要等により、VND金利が上昇
する展開にUSDVND相場もVND買いが優勢となり、一時23,035
程度までVND高が進行し、23,050近辺でクローズした。

５月の為替相場動向
　5月については、引き続きレンジ推移を想定しつつもVND安のリ
スクを意識する展開か。4月のVND買い要因となっていたVND金
利上昇だが、連休明けには金利低下が見込まれ、VND売りの材料
となり得るだろう。4月に発表された米国の為替報告書において、
ベトナムは為替操作国認定を免れているが、今後も為替介入は継
続する蓋然性が高く、過度な一方向への値動きは抑制される事か
ら、小幅なVND安をメインシナリオとして考えたい。

さ
れ
る
Ｒ
Ｈ
Ｑ
機
能
は
コ
ス
ト
削
減・効
率
化
に

繋
が
っ
て
お
り
、自
社
の
事
情
に
よ
る
変
更
が
容

易
で
あ
る
た
め
移
管
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。　 

　
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
の
中
で
日
本
企
業
の
進
出
が

最
も
多
い
タ
イ
は
、日
本
企
業
の
事
業
Ｒ
Ｈ
Ｑ
機

能
の
設
置
候
補
地
と
し
て
魅
力
的
だ
と
思
わ
れ

る
。自
動
車
関
連
企
業
を
は
じ
め
、日
本
企
業
の

調
達
先
や
販
売
先
は
既
に
タ
イ
に
拠
点
が
あ
る

場
合
が
多
く
、商
談・交
渉
等
が
タ
イ
国
内
で
完

結
す
る
ケ
ー
ス
も
多
い
。

　
加
え
て
、タ
イ
の
周
辺
に
あ
る
メ
コ
ン
５
エ
リ
ア

や
中
国
も
日
本
企
業
が
多
く
進
出
し
、タ
イ
か
ら

同
地
域
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
し
易
さ
も
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
挙
げ
ら
れ
る
。一
般
的
に
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ス
ト
が
安

価
で
あ
る
点
も
魅
力
の一つ
で
あ
る
。

　
ベ
ト
ナ
ム
も
将
来
的
に
Ｒ
Ｈ
Ｑ
の
候
補
地
と
し

て
考
え
ら
れ
る
。ベ
ト
ナ
ム
は
日
本
企
業
の
進
出

先
と
し
て
人
気
で
あ
り
、今
後
も
事
業
拡
大
の
候

補
地
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

必
ず
し
も
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ス
ト
を
下
げ
る
必
要
は
な

く
、逆
に
緊
急
度
が
低
い
機
能
に
つ
い
て
は
コ
ス
ト

の
低
い
地
域
が
設
置
に
適
し
て
い
る
だ
ろ
う
。そ

の
結
果
、従
来
一つ
の
拠
点
に
集
約
し
て
い
た
Ｒ
Ｈ

Ｑ
機
能
を
、必
要
に
応
じ
て
地
域
内
で
分
散
し
て

保
持
す
る
形
の「
セ
ン
タ
ー
」と
し
て
設
置
す
る

「
機
能
分
散
型
」の
Ｒ
Ｈ
Ｑ
経
営
モ
デ
ル
が
誕
生

し
た（
図
表
２
）。　

　
機
能
が
分
散
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、同
モ
デ
ル

の
Ｒ
Ｈ
Ｑ
各
社
は
、従
来
の「
地
域
本
社
」イ
メ
ー

ジ
と
は
異
な
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
規
模
は
縮
小
さ

れ
、担
当
す
る
業
務
分
野
も
専
門
化
が
進
む
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

タ
イ・ベ
ト
ナ
ム
の
可
能
性

　
こ
の
新
た
な
モ
デ
ル
の
う
ち
、「
緊
要
」に
分
類

さ
れ
る
Ｒ
Ｈ
Ｑ
機
能（
特
に
金
融
）は
各
国
規
制・

要
件
の
充
足
が
必
要
な
場
合
が
多
く
、か
つ
再
編

コ
ス
ト
が
非
常
に
掛
か
る
た
め
、暫
く
動
き
が
な

い
と
思
わ
れ
る
。一方
、「
仲
介
」や「
支
援
」に
分
類

ウ（
報
告・連
絡・相
談
）を
重
視
す
る
日
本
の
企

業
文
化
を
背
景
に「
機
能
支
援
型
」が
や
や
多
い

傾
向
に
あ
る
。

Ｒ
Ｈ
Ｑ
設
置
先

　
Ｒ
Ｈ
Ｑ
の
設
置
国・地
域
と
し
て
、シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
と
香
港
は
世
界
中
の
多
国
籍
企
業
に
不
動
の

人
気
が
あ
る
。優
れ
た
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ン
フ
ラ
を
有

し
、非
常
に
効
率
的
か
つ
分
か
り
や
す
い
税
制
度

が
あ
り
、現
地
の
教
育
水
準
が
高
く
海
外
か
ら
も

高
度
人
材
が
集
ま
る
た
め
優
秀
な
人
材
が
豊
富

で
あ
る
。

　
マ
レ
ー
シ
ア
と
タ
イ
は
規
制
上
の
制
限
が
あ
る

こ
と
か
ら
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
香
港
と
比
較
す
れ
ば

ま
だ
Ｒ
Ｈ
Ｑ
の
数
は
少
な
い
。一
方
、既
に
製
造
拠

点
を
有
し
今
後
事
業
拡
大
を
検
討
す
る
ケ
ー
ス

で
は
、同
国
を
選
択
す
る
日
本
企
業
も
あ
る
。特

に
自
動
車
産
業
に
関
し
て
は
、東
南
ア
ジ
ア
の一大

製
造
拠
点
で
あ
る
タ
イ
に
Ｒ
Ｈ
Ｑ
を
設
置
す
る
日

本
企
業
も
見
ら
れ
る
。

従
来
型
Ｒ
Ｈ
Ｑ
モ
デ
ル
か
ら
の
変
化

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
香
港
で
は
、ビ
ジ
ネ
ス
コ
ス
ト
の

上
昇
を
理
由
に
拠
点
再
編
や
Ｒ
Ｈ
Ｑ
移
管
等
の

動
き
が
近
年
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。加
え
て
、

米
中
摩
擦
等
の
国
際
情
勢
の
変
化
や
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
踏
ま
え
て
、グ
ロ
ー
バ

ル
事
業
経
営
体
制
が
見
直
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

　
特
に
中
国
に
製
造
拠
点
を
有
す
る
日
本
企
業

統括機能の分類と要件（例）図表1

は
ベ
ト
ナ
ム
を
は
じ
め
と
す
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国

を
候
補
地
と
し
て
多
元
化
の
検
討
を
始
め
て
お

り
、東
南
ア
ジ
ア
に
生
産
能
力
の一
部
を
移
す
企

業
も
あ
る
。

　
加
え
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界

的
な
大
流
行
に
よ
って
、日
本
本
社
の
み
で
は
海
外

子
会
社
に
対
す
る
迅
速
な
支
援（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
伴
う
ロッ
ク
ダ
ウ
ン
や
当
局
対
応

等
含
む
）が
困
難
と
な
る
な
ど
の
支
障
が
生
じ
て

い
る
。

　
日
本
企
業
は
海
外
子
会
社
管
理
に
対
す
る

見
直
し
を
始
め
て
お
り
、管
理
機
能
を
１
ヵ
所
に

集
中
し
過
ぎ
る
こ
と
の
脆
弱
性
が
課
題
と
し
て

浮
上
。感
染
拡
大
防
止
措
置
と
し
て
一
部
の
機

能
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
対
応
す
る
企
業
も
増
加
し

て
い
る
。

　
そ
の
結
果
、派
遣
す
る
駐
在
員
の
コ
ス
ト
も
鑑

み
、Ｒ
Ｈ
Ｑ
機
能
の
見
直
し
、ま
た
は
Ｒ
Ｈ
Ｑ
の
存

在
価
値
自
体
を
見
直
す
動
き
が
今
後
増
加
す
る

だ
ろ
う
。

「
機
能
分
散
型
」モ
デ
ル
の
誕
生

　
今
後
、統
括
機
能
や
企
業
規
模
に
応
じ
て
、Ｒ

Ｈ
Ｑ
に
よ
る
海
外
事
業
の
経
営
管
理
を
日
本
本

社
に
戻
す
ケ
ー
ス
が
想
定
さ
れ
る一方
で
、逆
に
Ｒ

Ｈ
Ｑ
の
機
能・権
限
を
強
化
す
る
ケ
ー
ス
も
考
え

ら
れ
る
。ま
た
管
轄
対
象
の
海
外
子
会
社
の
増
加

に
伴
い
、Ｒ
Ｈ
Ｑ
の
機
能
を「
分
散
化
」す
る
動
き

が
今
後
増
加
す
る
だ
ろ
う
。ア
ジ
ア
地
域
に
お
い

て
は
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
香
港
か
ら
Ｒ
Ｈ
Ｑ
を
他
の

海
外
拠
点
へ
移
管
し
た
り
、新
た
な
拠
点
を
設
立

し
Ｒ
Ｈ
Ｑ
機
能
を
一部
移
転
し
た
日
本
企
業
も
見

ら
れ
る
。

　
Ｒ
Ｈ
Ｑ
の
設
置・移
転
に
際
し
て
は
各
候
補
地

の
事
業
環
境
や
、自
社
の
事
業
特
性
に
合
致
す
る

機
能
の
設
定
を
検
討
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

既
に一部
の
企
業
で
は
、自
社
の
体
制
に
必
要
な
機

能
を
分
類
し
、機
能
ご
と
に
適
切
な
Ｒ
Ｈ
Ｑ
設
置

国
/
地
域
の
条
件
や
特
性
を
検
討
し
て
い
る（
図

表
１
）。

　
付
加
価
値
が
高
い
Ｒ
Ｈ
Ｑ
機
能
に
対
し
て
は
、 分類 概要・機能（例） 所在地/設置場所の条件 コストの重要性

緊要
（Critical）

仲介
（Intermediary）

支援
（Support）

経営企画、金融（資金調達計画）、
R&D、調達計画、法務等

サプライチェーン管理、
マーケティング・販売等

事務関連の業務集約、
ITサポート等

・人材水準（教育水準等）
・環境の安定性（治安・自然災害等）
・製造拠点   ・販売先との近接性
・インフラ整備

・労働人口、人件費
・英語の普及等

低

中

高

（出所）各種資料より、みずほ銀行国際戦略情報部作成

新たな海外事業統括組織（例）図表2

（出所）各種資料より、みずほ銀行国際戦略情報部作成
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１
　
企
業
を
取
り
巻
く

　
　
環
境・ス
キ
ル
の
変
化

　　
人
材
育
成
の
環
境
は
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展

に
よ
って
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

　
P
w
C
の
第
23
回
世
界
Ｃ
Ｅ
Ｏ
意
識
調
査

（
２
０
２
０
年
実
施
）に
よ
る
と
、、世
界
中
の

最
高
経
営
責
任
者
の
74
％
が
、「
適
切
な
ス
キ

ル
を
持
っ
た
人
材
が
確
保
で
き
な
い
こ
と
を
懸

念
し
て
い
る
」と
回
答
し
て
い
ま
す
。こ
の
新

た
な
ス
キ
ル
の
獲
得
成
否
が
、今
後
の
事
業
競

争
力
を
左
右
す
る
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　
つ
ま
り
、企
業
は
タ
レ
ン
ト
の
供
給
源
を
外

部
市
場
に
頼
る
だ
け
で
な
く
、既
存
社
員
の

ス
キ
ル
の
向
上
、す
な
わ
ち「
ア
ッ
プ
ス
キ
リ
ン

グ
」を
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
し
て
既
存
業
務
の
効
率
化・高
度
化
を

目
指
す
に
は
、デ
ジ
タ
ル
技
術
の
理
解（
ロ
ボ

テ
ィ
ク
ス
、ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
等
）と
デ
ー
タ
モ

デ
リ
ン
グ
や
収
集
し
た
デ
ー
タ
の
活
用
等
、自

前
で
実
行
可
能
な
技
術
習
得
を
目
的
と
し

た
人
材
育
成
を
行
う
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

　
企
業
は
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
て
ど
の
よ

う
に
向
き
合
い
、実
践
し
て
い
け
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
？

２
　
デ
ジ
タ
ル
時
代
に
人
材
改
革
を

　
　
進
め
る
上
で
の
ポ
イ
ン
ト

　　
置
か
れ
て
い
る
事
業
環
境
、会
社
と
し
て
の

カ
ル
チ
ャ
ー
、社
員
の
意
識
レ
ベル
に
応
じ
て
打

つ
べ
き
施
策
は
変
わ
り
ま
す
が
、人
事
戦
略

と
し
て
、①
ス
キ
ル
を
軸
と
し
た
人
員
計
画
、

②
事
業
と
の
連
携
強
化
、③
ス
キ
ル
調
達
の

多
様
化
、④
自
律
的
な
人
材
育
成
の
観
点
で

検
討
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す（
図
表

１
）。今
回
は
特
に
①
に
つ
い
て
以
降
で
ご
説

明
し
ま
す
。

３
　
ア
ッ
プ
ス
キ
リ
ン
グ
を

　
　
実
行
す
る
た
め
の
ア
プ
ロ
ー
チ

　　
従
業
員
の
ア
ッ
プ
ス
キ
リ
ン
グ
を
行
う
た
め

の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、ま
ず
、自
社
の
組
織・人

材
が
現
状
ど
の
程
度
の
デ
ジ
タ
ル
成
熟
度
を

有
す
る
の
か
を
評
価
す
る
デ
ジ
タ
ル
ア
セ
ス
メ

ン
ト
を
行
い
ま
す
。
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デジタル時代の人材改革
アップスキリングの必要性
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企 業 内 容

①スキルを軸とした人員計画 頭数を軸とした人員計画（量）だけではなく、事業がどのようなスキルを求めているのか、そのレベル（質）
を定義し、量と質の両方の観点から人員計画を組み立てる

②事業との連携強化 事業に必要なスキルを設定するために、事業内容に精通する人事としてのビジネスパートナーシップが必
要であり、業務に精通する事業部門と人事の役割分担が必要

③スキル調達の多様化 現在の人材活用は重要であるが、外部人材やギグワーカー等様々な雇用形態・働き方を組み合わせて、新
たなスキルを迅速に調達する戦略が求められる

④自律的な人材育成
自社の社員をどのように生かすか、どのように成長させていくかという観点で、社員一人一人が自律的に
自身のスキルを向上させていくことが重要であり、社員の意識変革のために人事が施策を打ち、育成機
会を提供する仕組みを構築

図表1:デジタル時代の人事戦略転換の４つのポイント

　
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
、行
動
、ス
キ
ル
、リ
レ
ー
シ

ョン
シ
ッ
プ
の
観
点
で
、ど
の
程
度
各
組
織
や
人

員
に
デ
ジ
タ
ル
ケ
イ
パ
ビ
リ
テ
ィ
が
備
わ
っ
て
い

る
の
か
を
評
価
し
、自
社
の
現
状
の
立
ち
位
置

を
業
界
他
社
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
正
し

く
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
で
す（
図
表
２
）。

　
ま
た
、ア
ッ
プ
ス
キ
リ
ン
グ
を
実
行
す
る
た

め
の
組
織
や
人
事
施
策
に
お
い
て
は
、ど
の
部

門
に
ど
の
よ
う
な
ス
キ
ル
セ
ッ
ト
を
求
め
る
の

か
再
定
義
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
業
種
や
企
業
の
目
指
す
べ
き
方
向
性
に
よ

り
ま
す
が
、一
般
的
に
各
部
門
で
求
め
ら
れ
る

P
w
C
が
提
供
可
能
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ス

を
示
し
て
い
ま
す
。企
業
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
実

施
期
間（
最
短
２
日
〜
）を
設
定
し
、ト
レ
ー
ニ

ン
グ
の
展
開
方
法
を
決
定
し
ま
す
。

４
　
ま
と
め

　
デ
ジ
タ
ル
時
代
に
お
け
る
人
材
改
革
は
従

来
の
取
組
と
は
大
き
く
異
な
り
、根
本
的
に

人
事
戦
略
を
問
い
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
は
自
社
の
デ
ジ
タ
ル
ケ
イ
パ
ビ
リ
テ
ィ

の
現
状
を
把
握
し
、自
社
の
将
来
像
と
そ
れ

を
実
現
す
る
た
め
に
求
め
ら
れ
る
ス
キ
ル
に
つ

い
て
、今
一
度
ご
検
討
さ
れ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

デ
ジ
タ
ル
関
連
の
ケ
イ
パ
ビ
リ
テ
ィ
は
異
な
り
、

例
え
ば
Ａ
Ｉ
の
知
見
は
法
務
部
門
に
比
し

て
、Ｉ
Ｔ
や
Ｒ
＆
Ｄ
部
門
で
よ
り
必
要
と
さ
れ

る
等
、個
別
に
定
義
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
に

な
り
ま
す
。そ
れ
は
個
々
の
企
業
が
目
指
す

べ
き
方
向
性・戦
略
に
連
動
す
る
こ
と
に
な
る

の
で
、人
事
部
門
だ
け
で
は

な
く
経
営
に
関
わ
る
部
門

等
と
連
携
し
て
策
定
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
次
に
、将
来
の
業
務
を

見
据
え
て
必
要
な
ス
キ
ル

を
習
得
す
る
た
め
の
計

画
策
定
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

　
現
状
を
把
握
し
た
う

え
で
、自
社
戦
略
の
方
向

性
を
元
に
必
要
な
ス
キ
ル

を
明
確
化
し
、ス
キ
ル
ギ
ャ

ッ
プ
を
埋
め
る
た
め
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

策
定
を
行
い
ま
す
。展
開

す
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
内

容
に
つ
い
て
は
、各
部
門
の

従
業
員
に
求
め
ら
れ
る
ニ

ー
ズ
を
把
握
し
、優
先
順

位
を
付
け
た
上
で
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
に
展
開
時
期
を
落

と
し
込
み
ま
す
。

　
図
表
３
で
は
例
と
し
て
、

図表２：デジタルアセスメントの観点と評価イメージ

 Digital Fitness Assessment

デジタルに対する価値
観、信念、態度、意欲な
どを高める

デジタル時代に成功を
収めるには組織全体（メ
ンバー、リーダー）に適切
なスキルセットと能力が
求められる

デジタルイノベーションを
推進する社内外の関係
者との適切なコラボレー
ション、協力、信頼関係
を構築する

デジタル変革に求められ
るのは好奇心の強さと大
胆さ。トライ＆エラーで早
急にアクションを起こす

マインドセット

The Digital Performance 
Model

リレーションシップスキル

行動

出所：PwC

図表３：PwCが提供するトレーニングコースと形式（例）

出所：PwC
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ワーク
ショップ

演習

講義

革新的なソリューショ
ンの創出およびイン
サイトを得るために、
デザイン起点の問題
解決プロセスを学ぶ

データ起点で考える
企業風土を醸成する
ためのテクニックや
方法論を学ぶ

さまざまなマネジメント
スタイルをさまざまな
グループの人々に適
用する方法を学び、
自身の特性について
も理解する

2日間の集中プログ
ラムまたは実際のビ
ジネスでアジャイルを
適用するための基礎
を学ぶ

新しいビジネスケース
について何を考慮す
べきか、および投資
収益率(ROI)を計算
する方法の概念を理
解する

デジタルトレンドとサ
イバーセキュリティへ
の影響について最新
情報を理解する

データプライバシー、
ガバナンス、トラスト
および個人データ保
護について理解する

Design
thinking 

Data
analytics

Digital
leadership

Agile
Organization

Business
Mindset

Cyber
security

Data
privacy

35 34



そ
れ
で
も
止
ま
ら
ぬ
E
V
化
の
流
れ
、日
本
の
活
路
は「
本
当
の
脱
炭
素
化
」

深い分析に基づいた“情報の本質”をお届けする

J a p a n  B u s i n e s s  P r e s s

b y

「
E
V
よ
り
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
の
ほ
う
が
エ
コ
」説
を
検
証
す
る

　世
界
は「
脱
炭
素
」に
向
け
て
電
気
自
動
車（
E
V
）に
突
き
進
ん
で
い
る
。も
ち
ろ
ん
そ
の
背
景
に
は
、環
境
規
制
の
強
化
が
あ
る
。欧
州
連
合

（
E
U
）は
2
0
1
8
年
12
月
17
日
に
、乗
用
車
の
C
O
2
排
出
量
の
企
業
平
均
目
標
を
30
年
ま
で
に
60
g
/
k
m
以
下
に
減
ら
す
こ
と
で
合
意

し
た
。守
れ
な
い
メ
ー
カ
ー
に
は
巨
額
の
罰
金
が
課
せ
ら
れ
る
。

　ま
た
中
国
は
19
年
に「
N
E
V（N

ew
 E
nergy V

ehicle

）規
制
」の
導
入
を
始
め
た
。自
動
車
メ
ー
カ
ー
は
中
国
で
の
生
産
・
輸
入
量
に
応
じ

て
、N
E
V
の
生
産
実
績
で
付
与
さ
れ
る「
ク
レ
ジ
ッ
ト
」を
一
定
比
率
獲
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。世
界
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
は
、欧
州
と
中
国

の
環
境
規
制
の
強
化
に
よ
り
、E
V
に
突
き
進
ん
で
い
る
。（
文
・
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
名
誉
教
授

　中
田 

行
彦
）

2021年４月２日掲載（JBpress）

み
た
い
。

E
V
の「
不
都
合
な
真
実
」

　
19
年
12
月
に
行
わ
れ
た
電
池
の
研
究
会
で
、

E
V
を
発
売
す
る
グ
ル
ー
プ
が
自
動
車
の

C
O
2
排
出
量
を
発
表
し
た
。そ
の
分
析
結
果

か
ら「
C
O
2
削
減
の
観
点
で
は
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー（
再
エ
ネ
）を
普
及
さ
せ
な
い
と
E
V

は
意
味
が
な
い
」と
提
言
し
た
。

　「
E
V
普
及
こ
そ
が
C
O
２
削
減
の
切
り

札
」と
い
う
主
張
を
す
る
の
か
と
思
い
き
や
、そ

の
前
提
と
し
て「
再
エ
ネ
普
及
」が
な
け
れ
ば
意

味
が
な
い
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
は
大
い

に
共
感
し
た
。

　
た
だ
こ
の
研
究
会
で
私
が
も
っ
と
衝
撃
を
受

け
た
の
は
、「
E
V
の
C
O
2
排
出
量
が

H
E
V
よ
り
多
い
」と
い
う
内
容
だ
っ
た
。現
状

で
は
、E
V
は「
脱
炭
素
」に
効
果
が
な
い
と
言
っ

て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
れ
は
、蓄
電
池
メ
ー
カ
ー
や
研
究
者
、E
V

メ
ー
カ
ー
に
と
って「
不
都
合
な
真
実
」で
あ
る
。

環
境
に
良
い
と
言
わ
れ
て
い
る
E
V
だ
が
、実
は

C
O
2
削
減
に
効
果
が
無
い
こ
と
だ
。

　
研
究
会
の
席
上
、私
は
こ
の
E
V
の「
不
都
合

な
真
実
」に
つい
て
参
加
し
て
い
た
大
学
、蓄
電
池

メ
ー
カ
ー
、自
動
車
メ
ー
カ
ー
等
に
質
問
し
た
が
、

こ
の
時
は
明
確
な
回
答
が
得
ら
れ
な
かっ
た
。

「
不
都
合
な
真
実
」を
検
証
し
て
み
る

　
他
の
E
V
関
係
の
講
演
会
等
で
、主
に
外
資

系
企
業
か
ら
情
報
を
得
た
。こ
れ
ら
の
情
報
を

基
に
、E
V
の
C
O
2
排
出
量
の
デ
ー
タ
を
検

証
す
る
こ
と
に
し
た
。当
事
者
が
明
ら
か
に
し
に

く
い「
不
都
合
な
真
実
」を
、第
三
者
が
評
価
す

る
こ
と
は
意
味
が
あ
る
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
一
般
に「
E
V
は
C
O
2
を
排
出
し
な
い
」と

認
識
さ
れ
て
い
る
。確
か
に
、E
V
は
走
行
時
に

は
C
O
2
を
排
出
し
な
い
。石
油
を
燃
料
と
す

る
自
動
車
で
は
、燃
料
タ
ン
ク
か
ら
タ
イ
ヤ
を
駆

動
す
る
ま
で
の
過
程
を「T
ank to W

heel

」と

言
う
。こ
のT

ank to W
heel

に
相
当
す
る
範

囲
で
は
、E
V
は
C
O
2
を
排
出
し
な
い
の
だ
。

　
し
か
し
、油
田
か
ら
タ
イ
ヤ
を
駆
動
す
る
ま

で
の「W
ell to W

heel

」の
過
程
で
捉
え
て
み

E
V
の
C
O
2
排
出
量
が
多
い
こ
と
が
判
る
。

E
V
の
C
O
2
排
出
量
が
多
く
な
る
原
因

　
第
2
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、E
V
の

C
O
2
排
出
量
が
多
い
主
原
因
は
L
I
B
の

製
造
時
に
発
生
す
る
C
O
2
が
多
い
た
め
と
言

え
る
。航
続
距
離
を
伸
ば
そ
う
と
L
I
B
の
容

量
を
増
加
す
る
と
、さ
ら
に
C
O
2
を
排
出
し

脱
炭
素
に
逆
行
し
て
し
ま
う
。

　
L
I
B
の
製
造
工
程
を
見
る
と
、レ
ア
ア
ー
ス

を
中
心
と
し
た
電
極
材
の
生
成
で
約
4
割
、セ
ル

の
製
造
／
ア
ル
ミ
の
精
錬
で
各
2
割
弱
を
占
め

て
い
る（Goldm

an Sachs Equity Research 
2019

）。正
極
／
負
極
材
料
の
活
物
質
の
製
造
工

程
で
摂
氏
1
0
0
0
度
以
上
の
焼
成
工
程
が
あ

る
こ
と
が
原
因
で
あ
る
。こ
の
焼
成
炉
は
電
気
で

加
熱
さ
れ
、C
O
2
排
出
量
増
加
の
約
半
分
が

電
気
を
用
い
る
こ
と
か
ら
き
て
い
る
。

　
欧
州
で
は
23
年
を
目
途
に
L
C
A
の
導
入

が
検
討
さ
れ
て
い
る
た
め
、最
も
重
要
な
課
題

は「
E
V
は
蓄
電
池
の
製
造
時
C
O
2
を
大
幅

に
削
減
す
る
必
要
が
あ
る
」と
言
い
た
い
。困
難

な
状
況
で
は
あ
る
が
、E
V
用
蓄
電
池
の
開
発

が
脱
炭
素
の
鍵
を
握
る
。

V
W
が
E
V
製
造
時
の
C
O
2
排
出
量
を

積
極
的
に
公
開
す
る
理
由

　
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン（
V
W
）は
、E
V
に
非

常
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　
V
W
は
、量
産
型
E
V
の「ID

.3

」を
、19
年

11
月
4
日
か
ら
生
産
し
て
い
る
。そ
の
前
に
、

E
V
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
何
回
か
公
開
し
た
。

　
E
V
と
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
を
、ゴ
ル
フ
の
同
じ
モ
デ

ル
で
比
較
し
て
、車
両
の
製
造
時
に
E
V
は
デ
ィ

ー
ゼ
ル
車
の
約
2
倍
の
C
O
2
を
排
出
し
て
い

る
と
い
う
。V
W
が
公
表
し
た
デ
ー
タ
か
ら
は
、

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
C
O
2
排
出
量
は
、ド
イ
ツ
国

内
を
走
行
す
れ
ば
、E
V
と
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
は
ほ

と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。ま
た
、米
国
で
も
同
様
で

あ
り
、中
国
で
は
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
の
方
が
C
O
2

を
排
出
し
な
い
。そ
し
て
、車
両
製
造
段
階
で
発

生
す
る
C
O
2
の
43・3
％
が
L
I
B
の
製
造

時
に
発
生
す
る
と
い
う
。

　
V
W
が
発
表
し
て
き
た
デ
ー
タ
を
総
合
す
る

と
、検
証
し
て
き
た「
不
都
合
な
真
実
」と
整
合

性
が
取
れ
て
い
る
。

　
V
W
は
、な
ぜ
E
V
の
ウ
ィ
ー
ク
ポ
イ
ン
ト
を

公
開
す
る
の
か
？
他
の
E
V
メ
ー
カ
ー
が
避
け

て
い
る
の
に
。私
は
、V
W
が「
排
ガ
ス
不
正
」が

ト
ラ
ウ
マ
に
な
って
い
る
か
ら
だ
と
思
う
。

　
V
W
の
排
ガ
ス
不
正
は
、排
ガ
ス
試
験
の
時
だ

け
起
動
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
忍
ば
せ
、排
ガ
ス
試

験
を
潜
り
抜
け
、走
行
時
に
は
窒
素
酸
化
物

N
O
x
を
垂
れ
流
し
た
悪
質
な
不
正
で
あ
る
。

　
こ
の「
排
ガ
ス
不
正
」に
よ
り
、V
W
の
評
判
は

地
に
落
ち
た
。こ
の
窮
地
か
ら
逃
れ
る
た
め
、

E
V
へ
傾
注
し
た
の
で
あ
る
。「
排
ガ
ス
不
正
」の

ト
ラ
ウ
マ
か
ら
、同
じ
環
境
問
題
の
脱
炭
素
で
の

「
不
都
合
な
真
実
」を
覆
い
隠
さ
な
い
決
断
を
し

た
の
で
は
な
い
か
、と
私
は
思
う
。

　
そ
も
そ
も
V
W
は「
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
」と
E
V

に
力
を
入
れ
て
き
た
。

　
V
W
は
、12
年
2
月
に
M
Q
B
と
い
う
モ
ジ
ュ

ー
ル
化
戦
略
を
公
表
し
た
。さ
ら
に
、V
W
は

E
V
向
け
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
戦
略
M
E
B
を
16
年

か
ら
開
発
し
て
い
る
。電
池
を
床
一面
配
置
に
す

る
こ
と
で
、電
池
容
量
を
増
や
せ
、走
行
距
離
を

伸
ば
せ
る
。

　
こ
の
M
E
B
を
用
い
た
E
V
コ
ン
セ
プ
ト
カ
ー

「I.D
.BU
ZZ

」を
東
京
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
2
0
1
7

で
展
示
し
た
。電
池
・モ
ー
タ
ー
を
床
下
に
設
置

し
厚
さ
約
25
セ
ン
チ
と
非
常
に
厚
い
。

　
こ
の
M
E
B
を
適
用
し
た
量
産
型
E
V

「ID
.3

」を
19
年
11
月
4
日
か
ら
生
産
開
始
し

た
。航
続
距
離
3
3
0
〜
5
5
0
キ
ロ
の
3
種

類
の
蓄
電
池
が
選
択
で
き
、価
格
は
政
府
の
補

助
金
を
除
き
3
万
〜
4
万
ユ
ー
ロ（
約
3
7
0

万
〜
約
4
9
0
万
円
）だ
。

　
さ
ら
に
、V
W
は
E
V
シ
フ
ト
を
一段
と
加
速

す
る
。電
池
工
場
を
30
年
ま
で
に
欧
州
で
6
カ

所
設
け
る
。規
格
を
統
一し
た
電
池
を
大
量
生

産
し
て
、E
V
用
電
池
コ
ス
ト
を
半
減
し
、ガ
ソ
リ

ン
車
よ
り
安
い
E
V
を
目
指
す
。大
量
生
産
す

る「
規
模
の
経
済
」と
、規
格
を
統
一す
る「
モ
ジ
ュ

ー
ル
化
」で
、電
池
コ
ス
ト
を
半
減
す
る
計
画
だ
。

住
友
化
学
・
岩
田
社
長
の
慧
眼

　
日
本
に
も
E
V
製
造
時
の
環
境
負
荷
の
大

き
さ
に
目
を
向
け
る
経
営
者
が
い
る
。そ
の一人

が
、住
友
化
学
株
式
会
社
の
岩
田
圭
一社
長
だ
。

住
友
化
学
は
、L
I
B
用
部
材
の
セ
パ
レ
ー
タ
と

正
極
材
の
事
業
を
行
って
い
る
。

　「
使
用
に
お
い
て
は
ク
リ
ー
ン
な
E
V
だ
が
、

部
材
も
含
め
全
体
の
製
造
過
程
な
ど
も
評
価

す
る
L
C
A
で
は
、C
O
2
を
多
く
排
出
し
て

い
る
。つ
ま
り
、製
造
工
程
で
C
O
2
を
減
ら
す

こ
と
が
重
要
に
な
る
。欧
州
で
は（
中
略
）

L
C
A
で
み
て
も
C
O
2
フ
リ
ー
の
E
V
が
登

場
す
る
だ
ろ
う
。C
O
2
排
出
が
少
な
い
部
材

の
供
給
を
要
請
さ
れ
る
時
代
が
来
る
。（
中
略
）

日
本
の
電
力
の
C
O
2
フ
リ
ー
化
が
進
ん
で
い

な
い
と
、競
争
力
が
無
く
な
り
か
ね
な
い
」（
日

本
経
済
新
聞
21
年
3
月
12
日
）

　
こ
の
岩
田
社
長
の
主
張
は
、ま
さ
に
慧
眼
と

呼
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
る
。

「
す
り
合
わ
せ
」に
よ
る
脱
炭
素
蓄
電
池
で

E
V
の
覇
者
を
目
指
せ

　「
H
E
V
よ
り
E
V
の
方
が
C
O
2
を
よ
り

多
く
排
出
す
る
」と
い
う
事
実
は
、E
V
メ
ー
カ

ー
、蓄
電
池
メ
ー
カ
ー
等
に
取
っ
て
非
常
に
都
合

が
悪
い
。だ
が
、こ
れ
を
逆
手
に
取
る
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
発
想
も
あ
り
得
る
。

　
以
上
述
べ
て
き
た
こ
と
か
ら
、脱
炭
素
社
会

を
実
現
す
る
に
は
、次
の
2
つ
は
必
要
条
件
で

あ
る
。

　
第
一は「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
最
大
限
導

入
す
る
こ
と
」、第
二
は「
E
V
用
蓄
電
池
の
製
造

時
C
O
2
を
大
幅
に
削
減
す
る
こ
と
」で
あ
る
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
開
発
機
構（
N
E
D
O
）は

2
つ
の
蓄
電
池
プ
ロ
ジェク
ト
を
行
って
い
る
。

　
一つ
は
、高
エ
ネ
ル
ギ
ー
密
度
化
と
安
全
性
の
両

立
が
可
能
な
蓄
電
池
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る

全
固
体
L
I
B
の
早
期
実
用
化
を
目
指
す
プ
ロ

ジ
ェク
ト
で
あ
る
。現
行
の
液
系
L
I
B
の
課
題

で
あ
る
発
火
リ
ス
ク
を
無
く
す
も
の
で
あ
る
。し

か
し
、全
固
体
L
I
B
が
ど
れ
だ
け
脱
炭
素
に

寄
与
す
る
か
評
価
指
標
が
明
確
で
な
い
。

　
も
う
一つ
は
、さ
ら
に
長
期
に
、ポ
ス
ト
L
I
B

で
あ
る
革
新
型
蓄
電
池
を
狙
う
プ
ロ
ジェク
ト
で

あ
る
。09
年
か
ら
始
ま
り
第
2
期
、そ
し
て
21
年

度
か
ら
5
年
間
の
研
究
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い

る
。こ
の
目
標
項
目
と
し
て
、コ
ス
ト
は
1
万
円

/
k
W
h
と
現
行
の
2
分
の
1
の
他
に
、重
量
エ

ネ
ル
ギ
ー
密
度
、体
積
エ
ネ
ル
ギ
ー
密
度
、寿
命
、

安
全
性
や
、原
料
調
達
リ
ス
ク
、急
速
充
電
時
間

が
入
って
い
る
。し
か
し
、脱
炭
素
は
無
い
。

　
こ
れ
ら
の
プ
ロ
ジ
ェク
ト
に
、評
価
指
標
・
目
標

項
目
と
し
て
、脱
炭
素
へ
の
寄
与
を
加
え
た
方

が
良
い
と
思
って
い
る
。

　
一
言
で
言
え
ば
、「
脱
炭
素
蓄
電
池
」を
目
指

し
た
方
が
い
い
と
思
う
。脱
炭
素
に
効
果
が
あ

る「
脱
炭
素
蓄
電
池
」を
開
発
す
れ
ば
、E
V
の

覇
者
と
な
れ
る
か
ら
だ
。

　
そ
こ
で
威
力
を
発
揮
す
る
の
が
企
業
間
の

「
す
り
合
わ
せ
」だ
。「
す
り
合
わ
せ
」と
は
、組

織
間
で
知
識
を
出
し
合
い
微
調
整
し
て
新
し
い

価
値
を
創
り
だ
す
こ
と
で
あ
り
、日
本
の
も
の

づ
く
り
の
強
み
の一つ
で
も
あ
る
。

　
日
本
は
、L
I
B
な
ど
の
車
載
電
池
の
技
術

を
蓄
積
し
て
き
て
い
る
。日
本
に
は
、L
I
B
に

必
要
な
正
極
、負
極
、電
解
液
、セ
パ
レ
ー
タ
に

強
い
企
業
が
あ
り
、こ
れ
ら
企
業
間
の「
す
り
合

わ
せ
」が
蓄
電
池
の
研
究
・
開
発
に
有
効
に
働
く

と
期
待
で
き
る
。

　
企
業
の
壁
を
越
え
た「
す
り
合
わ
せ
」で「
脱

炭
素
蓄
電
池
」の
開
発
に
期
待
す
る
。こ
れ
は

「
脱
炭
素
」に
向
け
た
世
界
的
な
要
望
に
も
適

う
。ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
転
換
で
き
る
大
き
な

活
路
で
あ
る
。

　
菅
義
偉
首
相
が
20
年
10
月
、50
年
ま
で
に
温

暖
化
ガ
ス
排
出
を
全
体
と
し
て
ゼ
ロ
に
す
る
、す

な
わ
ち
日
本
が
脱
炭
素
を
実
現
す
る
と
宣
言

し
た
か
ら
だ
。こ
れ
を
受
け
、経
済
産
業
省
は

「
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
に
伴
う

グ
リ
ー
ン
成
長
戦
略
」を
策
定
し
た
。

　
経
産
省
の
グ
リ
ー
ン
成
長
戦
略
で
は
脱
炭
素

へ
の
転
換
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
、日
本
の
温
暖
化
ガ

ス（
二
酸
化
炭
素=

C
O
2
換
算
）の
年
間
排
出

量
を
、18
年
の
10・6
億
ト
ン
か
ら
50
年
に
実
質

ゼ
ロへ
結
び
つ
け
る
野
心
的
な
計
画
と
な
っ
て
い

る
。50
年
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
比
率
は
、

参
考
値
と
し
て
、現
在
の
約
3
倍
の
50
%
〜
60

%
に
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
グ
リ
ー
ン
成
長
戦
略
で
は
、日
本
政
府
は
2

兆
円
の
巨
額
投
資
を
行
い
10
年
間
継
続
し
て
支

援
し
て
い
く
。対
象
と
し
て
14
の
重
点
分
野
を

取
り
上
げ
て
い
る
。

　
筆
者
は
21
年
3
月
3
日
の
日
本
経
済
新
聞

「
経
済
教
室
」に
、「
脱
炭
素
、過
去
の
教
訓
に

学
べ 

電
機
業
界
生
き
残
り
の
条
件
」を
寄
稿

し
た
。今
回
は
こ
の
寄
稿
に
取
り
上
げ
て
い
な

い「
自
動
車
・
蓄
電
池
産
業
」に
つ
い
て
述
べ
て

術
の
C
O
2
排
出
量
を【
図
１
】に
示
す
。合
わ

せ
て
、環
境
省
が
毎
年
発
表
す
る
電
気
事
業
者

の
排
出
係
数（
電
力
1
k
W
h
当
た
り
の

C
O
2
排
出
量
）を
示
す
。

　
再
エ
ネ
の
風
力
発
電
や
太
陽
光
は
、発
電
時

に
C
O
2
を
排
出
せ
ず
、建
設
時
の
み
で
あ
り
、

排
出
量
は
少
な
い
。し
か
し
、L
N
G
や
石
油
、

石
炭
を
燃
焼
さ
せ
る
火
力
発
電
は
、発
電
時
に

多
量
の
C
O
2
を
排
出
す
る
。

　
各
電
力
会
社
に
よ
り
発
電
技
術
の
構
成
が
異

な
る
た
め
、C
O
2
排
出
量
は
異
な
る
。太
陽
光

発
電
が
進
む
九
州
電
力
で
は
3
4
4
g
/
k-

W
h
と
少
な
く
、突
出
し
て
多
い
の
は
沖
縄
電

力
の
8
1
0
g
/
k
W
h
で
あ
る
。東
京
電
力

の
場
合
は
4
5
7
g
/
k
W
h
と
な
り
、平
均

に
近
い
こ
の
値
を
試
算
に
用
い
た
。

E
V
よ
り
C
O
2
排
出
量
が
少
な
い
H
E
V

　
各
種
自
動
車
が
10
万
k
m
走
行
し
た
時
の

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
C
O
2
排
出
量
を
、筆
者
が

試
算
し【
図
２
】に
示
す
。ま
た
、ガ
ソ
リ
ン
車

（
I
C
V
）と
し
て
カ
ロ
ー
ラ
、H
E
V
と
し
て
プ

リ
ウ
ス
を
想
定
し
て
カ
タ
ロ
グ
値
を
用
い
て
試
算

し
た
。

　
ま
ず
わ
か
る
こ
と
は
、ガ
ソ
リ
ン
車
よ
り
E
V

の
C
O
2
排
出
量
が
少
な
い
。し
か
し
、第
1
の

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、H
E
V
よ
り
も
E
V
の

C
O
2
排
出
量
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。E
V
に

と
っ
て「
不
都
合
な
真
実
」は
検
証
で
き
た
。し

か
し
、H
E
V
は
、走
行
時
に
も
C
O
2
を
排

出
す
る
こ
と
か
ら
、完
全
な
脱
炭
素
を
考
え
る

と
適
切
で
は
な
い
。

　
ま
た
、C
O
2
排
出
量
は
、発
電
場
所
＝
走

行
場
所
が
日
本
の
場
合
よ
り
、欧
州
の
方
が
少

な
く
、中
国
の
方
が
多
い
。こ
れ
は
、各
地
域
の
発

電
技
術
の
構
成
が
異
な
る
た
め
で
あ
る
。し
か

し
、ど
の
地
域
を
走
行
し
て
も
、H
E
V
よ
り
も

　
E
V
専
業
の
米
国
テ
ス
ラ
は
、2
0
2
0
年

7
月
に
株
式
の
時
価
総
額
で
ト
ヨ
タ
を
抜
い
て

自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
ト
ッ
プ
に
躍
り
出
た
。

　
国
内
メ
ー
カ
ー
を
見
れ
ば
、日
産
は
10
年
に

「
リ
ー
フ
」を
発
売
し
、
17
年
に
は「
2
代
目
リ

ー
フ
」を
発
売
し
た
。ト
ヨ
タ
は
、ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

車（
H
E
V
）と
燃
料
電
池
車
M
I
R
A
I

に
注
力
し
E
V
に
出
遅
れ
て
い
た
が
、E
V
コ

ン
セ
プ
ト
カ
ー「LF

-30 E
lectrified

」を
東

京
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
2
0
1
9
で
発
表
し
た
。

　
ホ
ン
ダ
は
、東
京
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
2
0
1
9

で
量
産
型
E
V「H

onda e

」を
日
本
で
初
展

示
し
た
。マ
ツ
ダ
は
、「
環
境
問
題
は
内
燃
機
関

の
燃
料
改
善
に
よ
り
対
応
で
き
る
」と
の
姿
勢

を
貫
い
て
き
た
が
、初
の
量
産
型
E
V「
M
X
-

30
」を
世
界
初
公
開
し
た
。日
本
の
E
V
は
出

遅
れ
て
い
た
が
、や
っ
と
出
揃
っ
た
。

よ
う
や
く「
脱
炭
素
」に
舵
を
切
っ
た
日
本

　
日
本
は
、遅
れ
ば
せ
な
が
ら「
脱
炭
素
」に
向

け
急
速
に
舵
を
切
っ
た
。

れ
ば
、か
な
り
の
C
O
2
を
排
出
す
る
の
だ
。そ

れ
は
E
V
に
使
用
す
る
電
気
を
発
電
す
る
の
に

も
、ま
た
E
V
を
製
造
す
る
の
に
も
、C
O
2

を
排
出
す
る
か
ら
だ
。

　
つ
ま
り
、E
V
が
走
行
す
る
街
中
で
は

C
O
2
を
排
出
し
な
い
が
、走
行
に
使
用
す
る

電
気
を
発
電
す
る
発
電
所
、さ
ら
に
は
リ
チ
ウ

ム
イ
オ
ン
バッ
テ
リ
ー（
L
I
B
）の
製
造
等
で
相

当
な
C
O
2
が
排
出
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

　
そ
こ
で
、こ
のW

ell to W
heel

の
考
え
方
に

立
っ
て
、ゆ
り
か
ご
か
ら
墓
場
ま
で
の
C
O
2
排

出
量
を
規
制
し
よ
う
と
い
う
の
が
、L
C
A（
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
）規
制
で
あ
る
。

　
欧
州
で
は
、23
年
を
目
途
に
L
C
A
の
導
入

が
検
討
さ
れ
て
い
る
。つ
ま
り
、ル
ー
ル
変
更
に
よ

り
23
年
ま
で
に
ゲ
ー
ム
チ
ェン
ジ
が
起
こ
る
可
能

性
が
あ
る
の
だ
。

　
E
V
が
走
行
に
使
用
す
る
電
気
は
、発
電
技

術
に
よ
っ
て
C
O
2
排
出
量
が
異
な
る
。電
力

中
央
研
究
所
の
16
年
報
告
か
ら
各
種
発
電
技

出典：ICCT 2018, Goldman Sachs Equity Research 2019などを参考に筆者試算

【図２】各種自動車のライフサイクルCO2排出量の試算

出典：電力中央研究所と環境省のデータから筆者作成

【図１】発電技術と電気事業者のCO2排出量
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み
た
い
。

E
V
の「
不
都
合
な
真
実
」

　
19
年
12
月
に
行
わ
れ
た
電
池
の
研
究
会
で
、

E
V
を
発
売
す
る
グ
ル
ー
プ
が
自
動
車
の

C
O
2
排
出
量
を
発
表
し
た
。そ
の
分
析
結
果

か
ら「
C
O
2
削
減
の
観
点
で
は
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー（
再
エ
ネ
）を
普
及
さ
せ
な
い
と
E
V

は
意
味
が
な
い
」と
提
言
し
た
。

　「
E
V
普
及
こ
そ
が
C
O
２
削
減
の
切
り

札
」と
い
う
主
張
を
す
る
の
か
と
思
い
き
や
、そ

の
前
提
と
し
て「
再
エ
ネ
普
及
」が
な
け
れ
ば
意

味
が
な
い
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
は
大
い

に
共
感
し
た
。

　
た
だ
こ
の
研
究
会
で
私
が
も
っ
と
衝
撃
を
受

け
た
の
は
、「
E
V
の
C
O
2
排
出
量
が

H
E
V
よ
り
多
い
」と
い
う
内
容
だ
っ
た
。現
状

で
は
、E
V
は「
脱
炭
素
」に
効
果
が
な
い
と
言
っ

て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
れ
は
、蓄
電
池
メ
ー
カ
ー
や
研
究
者
、E
V

メ
ー
カ
ー
に
と
って「
不
都
合
な
真
実
」で
あ
る
。

環
境
に
良
い
と
言
わ
れ
て
い
る
E
V
だ
が
、実
は

C
O
2
削
減
に
効
果
が
無
い
こ
と
だ
。

　
研
究
会
の
席
上
、私
は
こ
の
E
V
の「
不
都
合

な
真
実
」に
つい
て
参
加
し
て
い
た
大
学
、蓄
電
池

メ
ー
カ
ー
、自
動
車
メ
ー
カ
ー
等
に
質
問
し
た
が
、

こ
の
時
は
明
確
な
回
答
が
得
ら
れ
な
かっ
た
。

「
不
都
合
な
真
実
」を
検
証
し
て
み
る

　
他
の
E
V
関
係
の
講
演
会
等
で
、主
に
外
資

系
企
業
か
ら
情
報
を
得
た
。こ
れ
ら
の
情
報
を

基
に
、E
V
の
C
O
2
排
出
量
の
デ
ー
タ
を
検

証
す
る
こ
と
に
し
た
。当
事
者
が
明
ら
か
に
し
に

く
い「
不
都
合
な
真
実
」を
、第
三
者
が
評
価
す

る
こ
と
は
意
味
が
あ
る
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
一
般
に「
E
V
は
C
O
2
を
排
出
し
な
い
」と

認
識
さ
れ
て
い
る
。確
か
に
、E
V
は
走
行
時
に

は
C
O
2
を
排
出
し
な
い
。石
油
を
燃
料
と
す

る
自
動
車
で
は
、燃
料
タ
ン
ク
か
ら
タ
イ
ヤ
を
駆

動
す
る
ま
で
の
過
程
を「T

ank to W
heel

」と

言
う
。こ
のT

ank to W
heel

に
相
当
す
る
範

囲
で
は
、E
V
は
C
O
2
を
排
出
し
な
い
の
だ
。

　
し
か
し
、油
田
か
ら
タ
イ
ヤ
を
駆
動
す
る
ま

で
の「W

ell to W
heel

」の
過
程
で
捉
え
て
み

E
V
の
C
O
2
排
出
量
が
多
い
こ
と
が
判
る
。

E
V
の
C
O
2
排
出
量
が
多
く
な
る
原
因

　
第
2
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、E
V
の

C
O
2
排
出
量
が
多
い
主
原
因
は
L
I
B
の

製
造
時
に
発
生
す
る
C
O
2
が
多
い
た
め
と
言

え
る
。航
続
距
離
を
伸
ば
そ
う
と
L
I
B
の
容

量
を
増
加
す
る
と
、さ
ら
に
C
O
2
を
排
出
し

脱
炭
素
に
逆
行
し
て
し
ま
う
。

　
L
I
B
の
製
造
工
程
を
見
る
と
、レ
ア
ア
ー
ス

を
中
心
と
し
た
電
極
材
の
生
成
で
約
4
割
、セ
ル

の
製
造
／
ア
ル
ミ
の
精
錬
で
各
2
割
弱
を
占
め

て
い
る（Goldm

an Sachs Equity Research 
2019

）。正
極
／
負
極
材
料
の
活
物
質
の
製
造
工

程
で
摂
氏
1
0
0
0
度
以
上
の
焼
成
工
程
が
あ

る
こ
と
が
原
因
で
あ
る
。こ
の
焼
成
炉
は
電
気
で

加
熱
さ
れ
、C
O
2
排
出
量
増
加
の
約
半
分
が

電
気
を
用
い
る
こ
と
か
ら
き
て
い
る
。

　
欧
州
で
は
23
年
を
目
途
に
L
C
A
の
導
入

が
検
討
さ
れ
て
い
る
た
め
、最
も
重
要
な
課
題

は「
E
V
は
蓄
電
池
の
製
造
時
C
O
2
を
大
幅

に
削
減
す
る
必
要
が
あ
る
」と
言
い
た
い
。困
難

な
状
況
で
は
あ
る
が
、E
V
用
蓄
電
池
の
開
発

が
脱
炭
素
の
鍵
を
握
る
。

V
W
が
E
V
製
造
時
の
C
O
2
排
出
量
を

積
極
的
に
公
開
す
る
理
由

　
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン（
V
W
）は
、E
V
に
非

常
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　
V
W
は
、量
産
型
E
V
の「ID

.3

」を
、19
年

11
月
4
日
か
ら
生
産
し
て
い
る
。そ
の
前
に
、

E
V
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
何
回
か
公
開
し
た
。

　
E
V
と
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
を
、ゴ
ル
フ
の
同
じ
モ
デ

ル
で
比
較
し
て
、車
両
の
製
造
時
に
E
V
は
デ
ィ

ー
ゼ
ル
車
の
約
2
倍
の
C
O
2
を
排
出
し
て
い

る
と
い
う
。V
W
が
公
表
し
た
デ
ー
タ
か
ら
は
、

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
C
O
2
排
出
量
は
、ド
イ
ツ
国

内
を
走
行
す
れ
ば
、E
V
と
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
は
ほ

と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。ま
た
、米
国
で
も
同
様
で

あ
り
、中
国
で
は
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
の
方
が
C
O
2

を
排
出
し
な
い
。そ
し
て
、車
両
製
造
段
階
で
発

生
す
る
C
O
2
の
43・3
％
が
L
I
B
の
製
造

時
に
発
生
す
る
と
い
う
。

　
V
W
が
発
表
し
て
き
た
デ
ー
タ
を
総
合
す
る

と
、検
証
し
て
き
た「
不
都
合
な
真
実
」と
整
合

性
が
取
れ
て
い
る
。

　
V
W
は
、な
ぜ
E
V
の
ウ
ィ
ー
ク
ポ
イ
ン
ト
を

公
開
す
る
の
か
？
他
の
E
V
メ
ー
カ
ー
が
避
け

て
い
る
の
に
。私
は
、V
W
が「
排
ガ
ス
不
正
」が

ト
ラ
ウ
マ
に
な
って
い
る
か
ら
だ
と
思
う
。

　
V
W
の
排
ガ
ス
不
正
は
、排
ガ
ス
試
験
の
時
だ

け
起
動
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
忍
ば
せ
、排
ガ
ス
試

験
を
潜
り
抜
け
、走
行
時
に
は
窒
素
酸
化
物

N
O
x
を
垂
れ
流
し
た
悪
質
な
不
正
で
あ
る
。

　
こ
の「
排
ガ
ス
不
正
」に
よ
り
、V
W
の
評
判
は

地
に
落
ち
た
。こ
の
窮
地
か
ら
逃
れ
る
た
め
、

E
V
へ
傾
注
し
た
の
で
あ
る
。「
排
ガ
ス
不
正
」の

ト
ラ
ウ
マ
か
ら
、同
じ
環
境
問
題
の
脱
炭
素
で
の

「
不
都
合
な
真
実
」を
覆
い
隠
さ
な
い
決
断
を
し

た
の
で
は
な
い
か
、と
私
は
思
う
。

　
そ
も
そ
も
V
W
は「
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
」と
E
V

に
力
を
入
れ
て
き
た
。

　
V
W
は
、12
年
2
月
に
M
Q
B
と
い
う
モ
ジ
ュ

ー
ル
化
戦
略
を
公
表
し
た
。さ
ら
に
、V
W
は

E
V
向
け
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
戦
略
M
E
B
を
16
年

か
ら
開
発
し
て
い
る
。電
池
を
床
一面
配
置
に
す

る
こ
と
で
、電
池
容
量
を
増
や
せ
、走
行
距
離
を

伸
ば
せ
る
。

　
こ
の
M
E
B
を
用
い
た
E
V
コ
ン
セ
プ
ト
カ
ー

「I.D
.BU
ZZ

」を
東
京
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
2
0
1
7

で
展
示
し
た
。電
池
・モ
ー
タ
ー
を
床
下
に
設
置

し
厚
さ
約
25
セ
ン
チ
と
非
常
に
厚
い
。

　
こ
の
M
E
B
を
適
用
し
た
量
産
型
E
V

「ID
.3

」を
19
年
11
月
4
日
か
ら
生
産
開
始
し

た
。航
続
距
離
3
3
0
〜
5
5
0
キ
ロ
の
3
種

類
の
蓄
電
池
が
選
択
で
き
、価
格
は
政
府
の
補

助
金
を
除
き
3
万
〜
4
万
ユ
ー
ロ（
約
3
7
0

万
〜
約
4
9
0
万
円
）だ
。

　
さ
ら
に
、V
W
は
E
V
シ
フ
ト
を
一段
と
加
速

す
る
。電
池
工
場
を
30
年
ま
で
に
欧
州
で
6
カ

所
設
け
る
。規
格
を
統
一し
た
電
池
を
大
量
生

産
し
て
、E
V
用
電
池
コ
ス
ト
を
半
減
し
、ガ
ソ
リ

ン
車
よ
り
安
い
E
V
を
目
指
す
。大
量
生
産
す

る「
規
模
の
経
済
」と
、規
格
を
統
一す
る「
モ
ジ
ュ

ー
ル
化
」で
、電
池
コ
ス
ト
を
半
減
す
る
計
画
だ
。

住
友
化
学
・
岩
田
社
長
の
慧
眼

　
日
本
に
も
E
V
製
造
時
の
環
境
負
荷
の
大

き
さ
に
目
を
向
け
る
経
営
者
が
い
る
。そ
の一人

が
、住
友
化
学
株
式
会
社
の
岩
田
圭
一社
長
だ
。

住
友
化
学
は
、L
I
B
用
部
材
の
セ
パ
レ
ー
タ
と

正
極
材
の
事
業
を
行
って
い
る
。

　「
使
用
に
お
い
て
は
ク
リ
ー
ン
な
E
V
だ
が
、

部
材
も
含
め
全
体
の
製
造
過
程
な
ど
も
評
価

す
る
L
C
A
で
は
、C
O
2
を
多
く
排
出
し
て

い
る
。つ
ま
り
、製
造
工
程
で
C
O
2
を
減
ら
す

こ
と
が
重
要
に
な
る
。欧
州
で
は（
中
略
）

L
C
A
で
み
て
も
C
O
2
フ
リ
ー
の
E
V
が
登

場
す
る
だ
ろ
う
。C
O
2
排
出
が
少
な
い
部
材

の
供
給
を
要
請
さ
れ
る
時
代
が
来
る
。（
中
略
）

日
本
の
電
力
の
C
O
2
フ
リ
ー
化
が
進
ん
で
い

な
い
と
、競
争
力
が
無
く
な
り
か
ね
な
い
」（
日

本
経
済
新
聞
21
年
3
月
12
日
）

　
こ
の
岩
田
社
長
の
主
張
は
、ま
さ
に
慧
眼
と

呼
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
る
。

「
す
り
合
わ
せ
」に
よ
る
脱
炭
素
蓄
電
池
で

E
V
の
覇
者
を
目
指
せ

　「
H
E
V
よ
り
E
V
の
方
が
C
O
2
を
よ
り

多
く
排
出
す
る
」と
い
う
事
実
は
、E
V
メ
ー
カ

ー
、蓄
電
池
メ
ー
カ
ー
等
に
取
っ
て
非
常
に
都
合

が
悪
い
。だ
が
、こ
れ
を
逆
手
に
取
る
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
発
想
も
あ
り
得
る
。

　
以
上
述
べ
て
き
た
こ
と
か
ら
、脱
炭
素
社
会

を
実
現
す
る
に
は
、次
の
2
つ
は
必
要
条
件
で

あ
る
。

　
第
一は「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
最
大
限
導

入
す
る
こ
と
」、第
二
は「
E
V
用
蓄
電
池
の
製
造

時
C
O
2
を
大
幅
に
削
減
す
る
こ
と
」で
あ
る
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
開
発
機
構（
N
E
D
O
）は

2
つ
の
蓄
電
池
プ
ロ
ジェク
ト
を
行
って
い
る
。

　
一つ
は
、高
エ
ネ
ル
ギ
ー
密
度
化
と
安
全
性
の
両

立
が
可
能
な
蓄
電
池
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る

全
固
体
L
I
B
の
早
期
実
用
化
を
目
指
す
プ
ロ

ジ
ェク
ト
で
あ
る
。現
行
の
液
系
L
I
B
の
課
題

で
あ
る
発
火
リ
ス
ク
を
無
く
す
も
の
で
あ
る
。し

か
し
、全
固
体
L
I
B
が
ど
れ
だ
け
脱
炭
素
に

寄
与
す
る
か
評
価
指
標
が
明
確
で
な
い
。

　
も
う
一つ
は
、さ
ら
に
長
期
に
、ポ
ス
ト
L
I
B

で
あ
る
革
新
型
蓄
電
池
を
狙
う
プ
ロ
ジェク
ト
で

あ
る
。09
年
か
ら
始
ま
り
第
2
期
、そ
し
て
21
年

度
か
ら
5
年
間
の
研
究
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い

る
。こ
の
目
標
項
目
と
し
て
、コ
ス
ト
は
1
万
円

/
k
W
h
と
現
行
の
2
分
の
1
の
他
に
、重
量
エ

ネ
ル
ギ
ー
密
度
、体
積
エ
ネ
ル
ギ
ー
密
度
、寿
命
、

安
全
性
や
、原
料
調
達
リ
ス
ク
、急
速
充
電
時
間

が
入
って
い
る
。し
か
し
、脱
炭
素
は
無
い
。

　
こ
れ
ら
の
プ
ロ
ジ
ェク
ト
に
、評
価
指
標
・
目
標

項
目
と
し
て
、脱
炭
素
へ
の
寄
与
を
加
え
た
方

が
良
い
と
思
って
い
る
。

　
一
言
で
言
え
ば
、「
脱
炭
素
蓄
電
池
」を
目
指

し
た
方
が
い
い
と
思
う
。脱
炭
素
に
効
果
が
あ

る「
脱
炭
素
蓄
電
池
」を
開
発
す
れ
ば
、E
V
の

覇
者
と
な
れ
る
か
ら
だ
。

　
そ
こ
で
威
力
を
発
揮
す
る
の
が
企
業
間
の

「
す
り
合
わ
せ
」だ
。「
す
り
合
わ
せ
」と
は
、組

織
間
で
知
識
を
出
し
合
い
微
調
整
し
て
新
し
い

価
値
を
創
り
だ
す
こ
と
で
あ
り
、日
本
の
も
の

づ
く
り
の
強
み
の一つ
で
も
あ
る
。

　
日
本
は
、L
I
B
な
ど
の
車
載
電
池
の
技
術

を
蓄
積
し
て
き
て
い
る
。日
本
に
は
、L
I
B
に

必
要
な
正
極
、負
極
、電
解
液
、セ
パ
レ
ー
タ
に

強
い
企
業
が
あ
り
、こ
れ
ら
企
業
間
の「
す
り
合

わ
せ
」が
蓄
電
池
の
研
究
・
開
発
に
有
効
に
働
く

と
期
待
で
き
る
。

　
企
業
の
壁
を
越
え
た「
す
り
合
わ
せ
」で「
脱

炭
素
蓄
電
池
」の
開
発
に
期
待
す
る
。こ
れ
は

「
脱
炭
素
」に
向
け
た
世
界
的
な
要
望
に
も
適

う
。ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
転
換
で
き
る
大
き
な

活
路
で
あ
る
。

　
菅
義
偉
首
相
が
20
年
10
月
、50
年
ま
で
に
温

暖
化
ガ
ス
排
出
を
全
体
と
し
て
ゼ
ロ
に
す
る
、す

な
わ
ち
日
本
が
脱
炭
素
を
実
現
す
る
と
宣
言

し
た
か
ら
だ
。こ
れ
を
受
け
、経
済
産
業
省
は

「
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
に
伴
う

グ
リ
ー
ン
成
長
戦
略
」を
策
定
し
た
。

　
経
産
省
の
グ
リ
ー
ン
成
長
戦
略
で
は
脱
炭
素

へ
の
転
換
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
、日
本
の
温
暖
化
ガ

ス（
二
酸
化
炭
素=

C
O
2
換
算
）の
年
間
排
出

量
を
、18
年
の
10・6
億
ト
ン
か
ら
50
年
に
実
質

ゼ
ロへ
結
び
つ
け
る
野
心
的
な
計
画
と
な
っ
て
い

る
。50
年
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
比
率
は
、

参
考
値
と
し
て
、現
在
の
約
3
倍
の
50
%
〜
60

%
に
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
グ
リ
ー
ン
成
長
戦
略
で
は
、日
本
政
府
は
2

兆
円
の
巨
額
投
資
を
行
い
10
年
間
継
続
し
て
支

援
し
て
い
く
。対
象
と
し
て
14
の
重
点
分
野
を

取
り
上
げ
て
い
る
。

　
筆
者
は
21
年
3
月
3
日
の
日
本
経
済
新
聞

「
経
済
教
室
」に
、「
脱
炭
素
、過
去
の
教
訓
に

学
べ 

電
機
業
界
生
き
残
り
の
条
件
」を
寄
稿

し
た
。今
回
は
こ
の
寄
稿
に
取
り
上
げ
て
い
な

い「
自
動
車
・
蓄
電
池
産
業
」に
つ
い
て
述
べ
て

術
の
C
O
2
排
出
量
を【
図
１
】に
示
す
。合
わ

せ
て
、環
境
省
が
毎
年
発
表
す
る
電
気
事
業
者

の
排
出
係
数（
電
力
1
k
W
h
当
た
り
の

C
O
2
排
出
量
）を
示
す
。

　
再
エ
ネ
の
風
力
発
電
や
太
陽
光
は
、発
電
時

に
C
O
2
を
排
出
せ
ず
、建
設
時
の
み
で
あ
り
、

排
出
量
は
少
な
い
。し
か
し
、L
N
G
や
石
油
、

石
炭
を
燃
焼
さ
せ
る
火
力
発
電
は
、発
電
時
に

多
量
の
C
O
2
を
排
出
す
る
。

　
各
電
力
会
社
に
よ
り
発
電
技
術
の
構
成
が
異

な
る
た
め
、C
O
2
排
出
量
は
異
な
る
。太
陽
光

発
電
が
進
む
九
州
電
力
で
は
3
4
4
g
/
k-

W
h
と
少
な
く
、突
出
し
て
多
い
の
は
沖
縄
電

力
の
8
1
0
g
/
k
W
h
で
あ
る
。東
京
電
力

の
場
合
は
4
5
7
g
/
k
W
h
と
な
り
、平
均

に
近
い
こ
の
値
を
試
算
に
用
い
た
。

E
V
よ
り
C
O
2
排
出
量
が
少
な
い
H
E
V

　
各
種
自
動
車
が
10
万
k
m
走
行
し
た
時
の

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
C
O
2
排
出
量
を
、筆
者
が

試
算
し【
図
２
】に
示
す
。ま
た
、ガ
ソ
リ
ン
車

（
I
C
V
）と
し
て
カ
ロ
ー
ラ
、H
E
V
と
し
て
プ

リ
ウ
ス
を
想
定
し
て
カ
タ
ロ
グ
値
を
用
い
て
試
算

し
た
。

　
ま
ず
わ
か
る
こ
と
は
、ガ
ソ
リ
ン
車
よ
り
E
V

の
C
O
2
排
出
量
が
少
な
い
。し
か
し
、第
1
の

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、H
E
V
よ
り
も
E
V
の

C
O
2
排
出
量
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。E
V
に

と
っ
て「
不
都
合
な
真
実
」は
検
証
で
き
た
。し

か
し
、H
E
V
は
、走
行
時
に
も
C
O
2
を
排

出
す
る
こ
と
か
ら
、完
全
な
脱
炭
素
を
考
え
る

と
適
切
で
は
な
い
。

　
ま
た
、C
O
2
排
出
量
は
、発
電
場
所
＝
走

行
場
所
が
日
本
の
場
合
よ
り
、欧
州
の
方
が
少

な
く
、中
国
の
方
が
多
い
。こ
れ
は
、各
地
域
の
発

電
技
術
の
構
成
が
異
な
る
た
め
で
あ
る
。し
か

し
、ど
の
地
域
を
走
行
し
て
も
、H
E
V
よ
り
も

　
E
V
専
業
の
米
国
テ
ス
ラ
は
、2
0
2
0
年

7
月
に
株
式
の
時
価
総
額
で
ト
ヨ
タ
を
抜
い
て

自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
ト
ッ
プ
に
躍
り
出
た
。

　
国
内
メ
ー
カ
ー
を
見
れ
ば
、日
産
は
10
年
に

「
リ
ー
フ
」を
発
売
し
、
17
年
に
は「
2
代
目
リ

ー
フ
」を
発
売
し
た
。ト
ヨ
タ
は
、ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

車（
H
E
V
）と
燃
料
電
池
車
M
I
R
A
I

に
注
力
し
E
V
に
出
遅
れ
て
い
た
が
、E
V
コ

ン
セ
プ
ト
カ
ー「LF

-30 E
lectrified

」を
東

京
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
2
0
1
9
で
発
表
し
た
。

　
ホ
ン
ダ
は
、東
京
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
2
0
1
9

で
量
産
型
E
V「H

onda e

」を
日
本
で
初
展

示
し
た
。マ
ツ
ダ
は
、「
環
境
問
題
は
内
燃
機
関

の
燃
料
改
善
に
よ
り
対
応
で
き
る
」と
の
姿
勢

を
貫
い
て
き
た
が
、初
の
量
産
型
E
V「
M
X
-

30
」を
世
界
初
公
開
し
た
。日
本
の
E
V
は
出

遅
れ
て
い
た
が
、や
っ
と
出
揃
っ
た
。

よ
う
や
く「
脱
炭
素
」に
舵
を
切
っ
た
日
本

　
日
本
は
、遅
れ
ば
せ
な
が
ら「
脱
炭
素
」に
向

け
急
速
に
舵
を
切
っ
た
。

れ
ば
、か
な
り
の
C
O
2
を
排
出
す
る
の
だ
。そ

れ
は
E
V
に
使
用
す
る
電
気
を
発
電
す
る
の
に

も
、ま
た
E
V
を
製
造
す
る
の
に
も
、C
O
2

を
排
出
す
る
か
ら
だ
。

　
つ
ま
り
、E
V
が
走
行
す
る
街
中
で
は

C
O
2
を
排
出
し
な
い
が
、走
行
に
使
用
す
る

電
気
を
発
電
す
る
発
電
所
、さ
ら
に
は
リ
チ
ウ

ム
イ
オ
ン
バッ
テ
リ
ー（
L
I
B
）の
製
造
等
で
相

当
な
C
O
2
が
排
出
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

　
そ
こ
で
、こ
のW

ell to W
heel

の
考
え
方
に

立
っ
て
、ゆ
り
か
ご
か
ら
墓
場
ま
で
の
C
O
2
排

出
量
を
規
制
し
よ
う
と
い
う
の
が
、L
C
A（
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
）規
制
で
あ
る
。

　
欧
州
で
は
、23
年
を
目
途
に
L
C
A
の
導
入

が
検
討
さ
れ
て
い
る
。つ
ま
り
、ル
ー
ル
変
更
に
よ

り
23
年
ま
で
に
ゲ
ー
ム
チ
ェン
ジ
が
起
こ
る
可
能

性
が
あ
る
の
だ
。

　
E
V
が
走
行
に
使
用
す
る
電
気
は
、発
電
技

術
に
よ
っ
て
C
O
2
排
出
量
が
異
な
る
。電
力

中
央
研
究
所
の
16
年
報
告
か
ら
各
種
発
電
技

TOTAL
IT
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
に
よ
り
、ベ
ト
ナ
ム
で

最
も
深
刻
な
影
響
を
受
け
る
と
さ
れ
る
航
空
、旅
行

業
界
。世
界
各
地
で
複
雑
な
感
染
が
続
く
中
、国
際
線

の
運
航
が
認
め
ら
れ
、多
く
の
外
国
人
観
光
客
の
受
け

入
れ
が
再
開
す
る
目
処
は
依
然
立
っ
て
い
な
い
。最
近

で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
証
明
書（
ワ
ク
チ
ン

パ
ス
ポ
ー
ト
）に
よ
る
渡
航
制
限
の
緩
和
を
期
待
す
る

声
も
出
始
め
た
が
、早
期
の
導
入
に
は
慎
重
な
意
見
が

聞
か
れ
る
。新
型
コ
ロ
ナ
克
服
へ
の
視
界
は
ま
だ
開
け

て
こ
な
い
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
開
始

　
ベ
ト
ナ
ム
政
府
は
３
月
８
日
、英
国
の
製
薬
大
手
ア

ス
ト
ラ
ゼ
ネ
カ
の
輸
入
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
開
始
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
と
の
闘
い
で
最
前
線
に
立
つ
医
療
関
係
者

を
中
心
に
、ワ
ク
チ
ン
を
投
与
し
て
い
る
。欧
州
で
見
ら

れ
た
接
種
後
に
血
栓
が
発
症
し
た
事
例
な
ど
か
ら
ワ

ク
チ
ン
の
安
全
性
を
懸
念
す
る
声
が
上
が
っ
た
が
、保

健
当
局
は「
ベ
ト
ナ
ム
で
の
事
例
は
、想
定
さ
れ
た
範
囲

内
の
副
反
応
」（
国
立
衛
生
疫
学
研
究
所
＝
Ｎ
Ｉ
Ｈ
Ｅ

＝
幹
部
）な
ど
と
し
て
、接
種
を
続
け
て
い
る
。

　
ベ
ト
ナ
ム
保
健
省
は
各
国
と
の
ワ
ク
チ
ン
調
達
協
議

を
進
め
つ
つ
、国
産
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
・
実
用
化
を
急

ぐ
。た
だ
、９
６
０
０
万
人
規
模
の
人
口
を
抱
え
る
ベ

ト
ナ
ム
国
内
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
普
及
さ
せ
る
の
に
は

時
間
が
掛
か
り
そ
う
だ
。

　
世
界
各
地
で
は
、ワ
ク
チ
ン
接
種
を
示
す
証
明
書

を
導
入
す
る
動
き
が
出
て
い
る
。欧
州
連
合（
Ｅ
Ｕ
）

で
は
、域
内
で
共
通
の
証
明
書
を
導
入
す
る
案
が
公

表
さ
れ
、具
体
化
に
向
か
い
つつ
あ
る
。ベ
ト
ナ
ム
で
は
、

グ
エ
ン・ス
ア
ン・フ
ッ
ク
首
相
が
導
入
に
向
け
た
検
討
を

指
示
し
た
。

　
外
国
人
旅
行
者
の
激
減
で
低
迷
す
る
航
空
、旅
行

業
界
な
ど
は
、ワ
ク
チ
ン
パ
ス
ポ
ー
ト
導
入
に
よ
る
渡

航
制
限
の
緩
和
を
期
待
す
る
。た
だ
、専
門
家
の
間
で

は
、ベ
ト
ナ
ム
が
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
を
十
分
に
抑
え

込
ん
で
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、「
拙
速
な
導
入
は
避
け

る
べ
き
だ
」「
世
界
的
に
ワ
ク
チ
ン
が
普
及
し
て
か
ら
で

も
遅
く
な
い
」な
ど
と
、慎
重
な
対
応
を
促
す
意
見
が

根
強
い
。

航
空
業
界
、人
員
削
減
で
し
の
ぐ

　
ベ
ト
ナ
ム
航
空
は
２
０
２
０
年
に
11
兆
ド
ン（
約
５

２
８
億
円
）を
超
え
る
赤
字
と
な
っ
た
。旅
行
大
手
ベ

ト
ラ
ベ
ル
も
９
０
０
億
ド
ン
弱
の
赤
字
を
計
上
し
、航

空
、流
行
業
界
は
軒
並
み
厳
し
い
決
算
だ
っ
た
。

　
難
局
を
乗
り
切
る
た
め
、航
空
各
社
は
経
費
を

抑
制
し
つ
つ
、従
業
員
の
賃
下
げ
、人
員
削
減
に
踏
み

切
っ
た
。ベ
ト
ナ
ム・ニュ
ー
ス
紙
に
よ
れ
ば
、20
年
の
パ

イ
ロ
ッ
ト
の
給
与
は
前
年
比
50
％
下
が
っ
た
。客
室
乗

務
員
は
約
48
％
、地
上
職
は
約
45
％
カ
ッ
ト
さ
れ
た
。

　
ベ
ト
ナ
ム
航
空
は
20
年
上
期
に
地
上
職
の
職
員
を

３
分
の
１
削
減
し
た
と
い
う
。外
出
禁
止
を
含
め
た

厳
格
な
制
限
措
置
が
全
国
で
実
施
さ
れ
た
同
年
４

月
に
は
、お
よ
そ
半
数
の
従
業
員
に
無
給
で
の
休
暇

を
取
得
さ
せ
た
。他
の
航
空
各
社
も
厳
し
く
、政
府

に
支
援
の
手
を
差
し
伸
べ
る
よ
う
訴
え
て
い
る
。

　
旅
行
業
界
で
も
、外
国
人
観
光
客
で
に
ぎ
わ
っ
て

い
た
高
級
ホ
テ
ル
は
閑
古
鳥
が
鳴
い
て
い
る
。宿
泊
事

業
者
の
中
に
は
、当
面
の
収
入
を
確
保
し
よ
う
と
、

ホ
テ
ル
を
外
国
人
専
門
家
ら
の
隔
離
施
設
に
急
遽

切
り
替
え
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　
各
社
と
も
徹
底
し
た
コ
ス
ト
の
削
減
や
資
金
の
確

保
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
出
口

は
依
然
見
え
な
い
。ま
だ
し
ば
ら
く
苦
境
に
堪
え
忍

ぶ
日
が
続
き
そ
う
だ
。

１カ月間の、
無料トライアル受付中！
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【
ベ
ト
ナ
ム
】新
型
コ
ロ
ナ
克
服
へ
依
然
、視
界
不
良
＝

　
　
　
　
　ワ
ク
チ
ン
パ
ス
ポ
ー
ト
に
も
慎
重
論

時
事
通
信 

特
派
員
リ
ポ
ー
ト

※

こ
の
記
事
は
時
事
通
信
社
の
提
供
に
よ
る
も
の
で
す（
２
０
２
１
年
3
月
24
日
）

―

航
空
・
旅
行
業
界

（
ハ
ノ
イ
支
局

　北
川
勝
弘
）
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４
月
号
は
特
集
記
事「
新
赴
任
者
こ
そ
知
っ

て
お
き
た
い
タ
イ
会
計・税
務・法
務
」の
作
成
の

た
め
お
休
み
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、今
月
か
ら

ま
た
元
気
に
復
活
で
す
。

Ｑ
：
経
営
相
談
で
は
、ど
の
よ
う
な

　
　
テ
ー
マ
の
相
談
が
多
い
で
す
か
？

　
Ａ
：
私
は
複
数
の
公
的
機
関
で
経
営
相
談
員

を
務
め
て
い
る
関
係
で
、こ
う
いっ
た
質
問
を
よ

く
受
け
ま
す
。結
論
か
ら
言
う
と「
本
当
に
幅

広
い
テ
ー
マ
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
」で
す
。

も
う
少
し
詳
し
く
言
う
と
、次
の
よ
う
に
な
り

ま
す
。

• 

事
業
フ
ェ
ー
ズ
に
つ
い
て

　
①
設
立
前
、②
運
営
中
、③
撤
退
と
いっ
た
全

て
の
フ
ェ
ー
ズ
に
関
す
る
相
談
を
受
け
ま
す
。比

率
は
①
：
②
：
③
で
１
：
８
：
１
く
ら
い
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
で
③
撤
退
に
関
す
る
相

談
が
増
大
す
る
か
と
思
い
ま
し
た
が
、私
に
関
し

て
は
こ
う
いっ
た
時
期
で
も
①
設
立
前
の
会
社
様

か
ら
設
立
方
法
に
関
す
る
相
談
を
受
け
る
た

め
、タ
イ
の
底
力
を
感
じ
て
い
ま
す
。

• 

専
門
分
野
に
つ
い
て

　
私
の
専
門
分
野
で
あ
る
こ
と
か
ら
、会
計・税

務
に
関
す
る
話
は
多
い
で
す
。た
だ
、会
計・税
務

だ
け
に
留
ま
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
く
、周
辺
分

野
の
話
が一
緒
に
議
論
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う

に
思
い
ま
す
。

　
例
え
ば
個
人
所
得
税
で
は
ビ
ザ
や
労
働
許
可

証
、駐
在
員
の
報
酬
設
計
な
ど
の
話
が一
緒
に
議

論
さ
れ
ま
す
。ま
た
最
近
で
は
、タ
イ
の
市
場
動

向
や
ビ
ジ
ネ
ス
マッ
チ
ン
グ
、Ｍ
＆
Ａ
に
関
す
る
相

談
が
来
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

• 

そ
の
他
の
話
題
に
つ
い
て

　
タ
イ
に
複
数
あ
る
子
会
社
の
再
編
と
いっ
た

所
謂
ビ
ジ
ネ
ス
的
に
大
き
な
話
か
ら
、日
本
か
ら

出
張
す
る
役
員
を
接
待
す
る
の
に
お
す
す
め
の

レ
ス
ト
ラ
ン
は
ど
こ
な
の
か
と
いっ
た
日
常
の
話
ま

で
様
々
あ
り
ま
す
。

　
ち
な
み
に
後
者
の
ケ
ー
ス
で
は
、私
が
寸
評
付

き
の
リ
ス
ト
を
作
成
し
て
お
渡
し
し
、後
日
こ
ち

ら
の
出
張
者
の
方
が
大
変
満
足
さ
れ
た
と
の
連

絡
が
あ
り
、一安
心
し
ま
し
た
。

　
要
す
る
に
私
が
言
い
た
い
の
は
、「
困
っ
た
ら
な

ん
で
も
相
談
で
き
る
」と
い
う
こ
と
で
す
。

　
４
月
号
の
特
集
記
事
の
中
で
も
、何
か
困
っ
た

ら
す
ぐ
に
専
門
家
に
相
談
を
、と
書
き
ま
し

た
。今
回
の
記
事
の
内
容
を
見
て
も
お
分
か
り

の
通
り
、実
は
専
門
家
に
は
特
定
分
野
だ
け
で

は
な
く
、幅
広
い
テ
ー
マ
で
相
談
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
タ
イ
に
は
専
門
家
の
方
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
の
で
、お
困
り
ご
と
は
す
ぐ
に
相
談
し
、解

決
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

著者執筆特集(2021年4月号)

～よく起こる問題やコロナ禍の制度変更などを解説～

新赴任者こそ知っておきたい
タイ会計・税務・法務

よくある問題も
Q&Aで解説

サイト内は英語、タイ語、
日本語で検索可能です！

タイの物流倉庫・賃貸倉庫検索サイト
Find Warehouse Thailand

タイ王国 77 県エリア、バンコク、シラチャー、ラ
ヨーン、他、各県にある主要工業団地の賃貸倉庫、営
業倉庫の検索が可能。倉庫オペレーションに必要な
機材、サービスの専門業者もご紹介しています。

サイトの倉庫情報から直接メール、電話で所有会社
へご連絡頂けます。サイトご利用による会員登録、
利用手数料、成約手数料は一切掛かりません。

URL：http://www.find-warehouse.com
TEL： 064-934-9714（Ms.Supeephat / タイ語・英語）

E-Mail：info@find-warehouse.com

監査クライアント約350社の9割以上が日系企業。
きめ細かいサービスをお約束いたします。

会計事務所・監査法人

02-261-1785-6（日本語）
info@pas-audit.com（担当：奈良）

www.pas-audit.com

・ 早期監査対応
・ 大手監査法人出身の4人の日本人会計士がタイに常駐
・ 親会社や他国の監査人対応・連結対応も可能
・ リーズナブルな価格設定
・ 日系会計事務所最大手のAsia Alliance Partnerと連携し、
 監査以外の業務（決算支援、内部統制、税務等）も柔軟に対応

日本人会計士による、
日系企業のための、
会計・監査。

日本側の監査対応も可能

1 Vasu 1 Building, 9th Floor Room no 905/2, Soi Sukhumvit 25, 
Sukhumvit Rd., Klongtoey-Nua, Wattana, Bangkok 10110

Professional Auditing Service Company Limited

中堅国際会計事務所ネットワーク

加盟

ISQC保持
国際的監査品質
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を
、法
務
局
長
が
証
明
す
る
も
の
で
あ
る
。

３
　
公
印
確
認

（Authentication of Offi
cial Seals

）

　
公
証
人
押
印
証
明
が
終
わ
る
と
、公
印

確
認
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
に
進
む
。

　
公
印
確
認
と
は
、領
事
認
証
を
取
得
す

る
た
め
に
事
前
に
必
要
と
な
る
外
務
省
の

証
明
制
度
で
、公
証
人
押
印
証
明
が
取
得

さ
れ
て
い
る
場
合
、そ
の
法
務
局
長
の
押

印
が
真
正
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、外
務

省
が
証
明
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
公
印
確
認
は
、領
事
認
証
を
得
る
た
め

の
事
前
プ
ロ
セ
ス
な
の
で
、外
務
省
で
公
印

確
認
を
受
け
た
後
、日
本
に
あ
る
外
国
の

大
使
館
等
で
領
事
認
証
を
取
得
す
る
こ

と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
な
お
、東
京
都
、神
奈
川
県
、静
岡
県
、

愛
知
県
及
び
大
阪
府
の
公
証
役
場
で
は
、

上
に
述
べ
た
①
公
証
、 

②
公
証
人
押
印
証

明
、③
公
印
確
認
が一括
で
取
得
で
き
る
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
制
度
も
存
在

す
る
。

４
　
領
事
認
証（Legalization

）

　
最
後
に
よ
う
や
く
タ
イ
大
使
館
等
の
領

事
認
証
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。

　
在
京
タ
イ
大
使
館
な
ど
は
、日
本
の
外

務
省
が
公
印
確
認
を
し
て
い
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
れ
ば
、ほ
ぼ
内
容
面
の
チ
ェッ
ク
な

大
使
館
に
書
類
を
持
ち
込
め
ば
、す
ぐ
に

手
続
き
し
て
く
れ
る
と
い
う
も
の
で
は
な

い
。領
事
認
証
を
得
る
た
め
に
は「
公
証
↓

公
印
確
認
↓
領
事
認
証
」と
い
う
３
つ
の
煩

雑
な
プ
ロ
セ
ス
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
公
証（N

otarization

）

　
公
証
と
は
、契
約
書
や
委
任
状
な
ど
の

「
私
文
書
」に
記
載
さ
れ
て
い
る
作
成
者
の

署
名
な
ど
が
真
正
な
も
の
で
あ
る
こ
と

を
、公
証
人
が
証
明
す
る
制
度
で
あ
る
。

　
日
本
で
は
、こ
の
手
続
き
は
各
都
道
府

県
に
存
在
す
る
公
証
役
場
に
よ
っ
て
担
わ

れ
て
い
る
。領
事
認
証
が
求
め
ら
れ
た
場

合
、ま
ず
こ
の
手
続
き
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る

こ
と
に
な
る
。

　
公
証
が
完
了
す
る
こ
と
に
よ
って
、文
書

に
対
し
て
公
証
人
の
押
印
が
与
え
ら
れ
る

が
、こ
れ
だ
け
で
は
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
む

こ
と
が
で
き
な
い
。

　
公
証
人
の
押
印
に
加
え
て
、公
証
役
場
を

管
轄
し
て
い
る
法
務
局
長
の
証
明
も
併
せ
て

必
要
に
な
る（
こ
れ
を「
公
証
人
押
印
証

明
」と
い
う
）。公
証
人
押
印
証
明
と
は
公

証
人
の
押
印
が
真
正
な
も
の
で
あ
る
こ
と

　
４
月
下
旬
時
点
で
も
、日
・
タ
イ
の

渡
航
に
は
隔
離
措
置
が
付
き
ま
と
っ
て

お
り
、か
つ
て
の
よ
う
な
自
由
な
渡
航
は

制
限
さ
れ
て
い
る
。こ
れ
ま
で
は
定
期
的

に
タ
イ
に
渡
航
し
て
署
名
し
て
い
た
書

類
も
、や
む
を
得
ず
日
本
国
内
で
署
名

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
も

多
い
だ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
タ
イ
の
実
務
上
、一
定
の
書

類
で
は「
タ
イ
国
外
で
作
成
す
る
場
合

は
領
事
認
証
が
必
要
」と
言
わ
れ
る
こ

と
が
あ
る
。こ
の
対
応
に
し
ば
し
ば
混
乱

が
見
ら
れ
る
の
で
、今
回
は「
タ
イ
で
提

出
す
べ
き
書
類
に
領
事
認
証
を
求
め
ら

れ
た
場
合
」を
想
定
し
て
解
説
す
る
。

１
　
領
事
認
証
と
は
何
か
？

　
ま
ず「
領
事
認
証
」と
は
、外
国
の
大
使

館・領
事
館
の
領
事
に
よ
る
、文
書
に
対
す

る
認
証
制
度
で
あ
る
。大
雑
把
に
言
え

ば
、タ
イ
国
外
で
作
成
さ
れ
る
文
章
に
対

し
て
、タ
イ
国
内
で
も
通
用
す
る
た
め
の

効
力
を
与
え
る
制
度
だ
と
理
解
す
れ
ば

良
い
。

　
し
か
し
、こ
の
領
事
認
証
は
領
事
館
や

く
領
事
認
証
を
受
け
付
け
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。

　
各
国
に
よ
っ
て
ロ
ジ
ッ
ク
は
異
な
る
可
能

性
が
あ
る
が
、一
般
論
と
し
て
領
事
認
証
の

対
象
は「
日
本
の
外
務
省
の
証
明
が
真
正

で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
」と
い
う
だ
け

な
の
で
、公
印
確
認
が
偽
造
さ
れ
た
も
の
で

は
な
い
と
確
認
で
き
れ
ば
足
り
る
た
め
だ

と
思
わ
れ
る
。

　
一口
に「
領
事
認
証
」と
いっ
て
も
、上
記

の
通
り
煩
雑
な
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
付
与
さ

れ
る
も
の
な
の
だ
が
、残
念
な
が
ら
タ
イ
の

当
局
は
そ
う
い
う
事
情
を
考
慮
は
し
て
く

れ
な
い
。領
事
認
証
が
要
求
さ
れ
る
書
類

に
つい
て
は
、で
き
る
だ
け
余
裕
を
も
って
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
設
定
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

 

知
ら
な
き
ゃ
損
す
る
タ
イ
ビ
ジ
ネ
ス
法
務

インテリジェンス・リレー連載

文
書
の
領
事
認
証
制
度

代表弁護士　 藤江大輔
2009年京都大学法学部卒業。11年に京都
大学法科大学院を修了後、同年司法試験に
合格。司法研修後、GVA法律事務所に入所
し、15年には教育系スタートアップ企業の執
行役員に就任。16年にGVA法律事務所パー
トナーに就任し、現在は同所タイオフィスの代
表を務める。

GVA Law Office (Thailand) Co., Ltd.

URL: https://gvalaw.jp/global/3361
Contact: info@gvathai.com

海外でもできる貯蓄・資産運用をご存知ですか？

 経験豊富なコンサルタントがサポートいたします。

奈良 静香
2008.3 同志社大学を卒業後、現・三菱UFJ銀行に入行。
シニア・ファイナンシャル・プランナーとして10年半勤務。
2018.9 Questor Capital入社。
2020.1 同社タイオフィスのCountry Managerを兼務。

藤本 弘之
2015.3 関西学院大学卒業。在学中から人事領域を支
援する会社の子会社設立から運営まで約4年間総責任
者として従事。事業売却後Questor Capital入社。前職
の幅広い業務経験を活かしタイ・マレーシアで活躍中。

Country Manager Financial Advisor

Shizuka Nara Hiroyuki Fujimoto

Questor Capital Ltd.

Labuan FSA Licence No.BS200649 / Thailand Regional Office Licence No.1755201886

本社 Unit A-20-16, Menara UOA Bangsar, Jalan Bangsar Utama 1, 59000 Kuala Lumpur, Malaysia
タイ 571 RSU Tower, 10th Floor, Soi Sukhumvit 31, Sukhumvit Rd, Khlongton Nua, Wattana, Bangkok 10110, Thailand

TEL : +662-259-6936    FAX: +662-662-3414

info@questor-capital.comお問い合わせはこちら

ご帰国後も継続可能なグローバルプラン

初心者でも始めやすい少額積立

クレジットカード払いOK

米ドル/日本円/元本保証型などの幅広い選択肢

ビジネス・経済情報なら

広告しませんか？
日系企業　  　 　 社に向け4,700

ビジネスパーソンへ向けた広告ならArayZへ！
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東京大学法科大学院卒。2012年よりミャンマー
に駐在し、駐在期間が最も長い弁護士である。
TNY Legal (Myanmar) Co., Ltd.代表であり、グル
ープ事務所としてタイ（TNY Legal Co., Ltd.）、マレ
ーシア（TNY Consulting (Malaysia)SDN.BHD.）、
イスラエル（TNY Consulting (Israel) Co., Ltd.）、日
本（弁護士法人プログレ・TNY国際法律事務所）、
メキシコ（TNY LEGAL MEXICO CO LTD）が存在す
る。タイ法、ミャンマー法、マレーシア法、日本法、
メキシコ法及びイスラエル法関連の法律業務     
（契約書の作成、労務、紛争解決、M&A等）を取り
扱っている。
問い合わせ先：yujit@tny-legal.com
 ＋95（0）1-9255-201　
URL： http://tny-myanmar.com/
 http://tnygroup.biz/

堤  雄史（つつみ  ゆうじ）
TNY国際法律事務所共同代表弁護士在緬弁護士が解説

ミャンマーの
最新ビジネス法務
第31回  
クーデターの合憲性

はじめに
　２月１日未明にアウンサンスーチー国家顧問兼外相、ウィンミン大
統領及び与党NLD（National League of Democracy）幹部が拘
束された（以下「本件」）。
　本件に反対するため、同５日より本日現在（４月４日）までデモが続
いているが、国軍による弾圧が日に日に残虐性を増している。携帯
電話によるインターネット使用や特定の時間の全てのネット回線の遮
断等が行われており、現地からの情報を発信することが難しい状況
が続いている。
　国軍側は本件は憲法に沿った行動である旨を主張していること
から、憲法との整合性について解説する。

緊急事態宣言発令者
　２月１日に大統領代理に就いたミンスエ第1副大統領は、昨年11
月に実施された総選挙における有権者リストに多数の不備があり、
不正で強制的な手段で国家主権が脅かされたという理由で緊急
事態宣言を発令した。国軍は憲法に基づく旨を主張している。
　憲法417条において、「大統領は、国家主権を暴動、テロ等の非
合法かつ強制的手段を用い奪取しようとする企てが存在する場
合、または、連邦・国民の分裂及び国家主権の喪失を引き起こす緊
急事態が発生した場合若しくは発生するであろうと判断する十分な
理由がある場合、国防・治安評議会と協議の上、大統領令を発出
し、国家緊急事態を宣言することができる」と規定されている。
　しかし、当該規定によれば、緊急事態宣言は大統領が発出するも
のである。本件では大統領代理が発出しており、大統領自身は発出
していない。
　代理に関しては憲法73条（１）で、「大統領が職務を継続できなく
なった場合」等において、「２名の副大統領のうち、大統領選挙時に
２番目に票の多かった者が大統領代行として任務を遂行」する旨
規定されている。
　本件では、国軍が大統領を拘束するという実力行使によって職
務を継続できない状態にしており、それにもかかわらず国軍は憲法
に基づいて行動していると主張するのは無理があると思われる。さ
らに、日本やアメリカなどは本件をクーデターと認定しており、他国か
らも非合法的手段を用いた政権奪取と解されている。

緊急事態宣言に伴う権限移譲
　大統領の権限移譲については次のように規定されている。
　「国軍総司令官が国内の速やかな原状回復に向けた必要な措
置を取れるよう、立法・行政・司法の各権を国軍総司令官に移譲す
る旨宣言しなければならない、その宣言がなされた日をもって、全て
の議会は立法機能を停止し、議会は自動的に解散したものとみなさ
れる」「憲法に基づき議会の承認を得て任命された組織及び自治
地区・地域の指導組織に所属する全ての関係者は、大統領及び副
大統領を除いて、国権が国軍総司令官に移譲された日をもって、職
務を停止されたものとみなされる」（憲法418条）。
　当該規定に基づき、ミンアウンフライン国軍総司令官に立法・行
政・司法の全権移譲が２月１日に発表された。
　その上で、同１日夜、国軍総司令官は外相、国防相など主要な11
閣僚を任命し、その後も順次追加任命を行っている。主にテインセイ
ン政権時代に閣僚や省幹部を務めたメンバーである。副大臣24名
も任命され、内務・国防・国境省を除く副大臣は全員解任された。ま
た、２日に国軍総司令官を議長とする行政評議会を設置した。
　これらの任命及び設置は憲法419条に基づき、「国権を移譲され
た国軍総司令官は、立法・行政・司法の各権を行使する権限を有す
る。国軍総司令官は、自ら立法権を行使するか、立法権を行使する
ための自らが一員である組織を結成することができる。また、行政権
及び司法権に関しては、適切な組織又は人物に移譲することがで
きる」と規定されている。

今後の懸念
　憲法420条において、「国軍総司令官は、国家緊急事態が宣言
されている間、必要に応じて国民の基本的権利に関する法律を制
限又は停止することができる」と規定されており、国民の基本的権
利を制約される恐れがある。事実、２月13日に令状なしで逮捕できる
ような法改正や不服従運動参加者を処罰するための刑法改正を
行った。
　憲法432条では、「国家緊急事態宣言中、国軍関連組織がとっ
た公式な措置は合法的なものでありこれらの措置に対してはいかな
る法的手段もとってはならない」と規定されている。

　今後、国軍関連組織が何らかの措置を発表した場合には、当該

措置は合法的なものと主張してくることに留意する必要がある。

南アジアにおける個人情報保護規制（１）

ASIAビジネス法務 最新アップデートASIAビジネス法務 最新アップデート

志村 公義
One Asia Lawyers 南アジア代表
2001年弁護士登録。外資系法律事務所において外資系企業への日本投資
案件の法的助言を行う。その後、日系一部上場企業のアジア太平洋
General Counsel、医療機器メーカーのグローバル本部（シンガポール）で
の法務部長等、企業内法務に約10年間従事した経験を踏まえて、ASEAN
及び南アジアにおける日系企業のコンプライアンス体制構築、内部通報の
導入支援、コンプライアンス監査、研修、不正対応等の対応を行う。
現在はインドに常駐し、インドをはじめとしたバングラデシュ、ネパール、
スリランカ、パキスタン等の南アジアの法務案件の対応を行う。

One Asia Lawyers 
One Asia Lawyersは、アジア全域にオフィスを有しており、日本企業向けにア
ジア太平洋地域でのシームレスな法務アドバイザリー業務を行っております。
2019年４月１日より南アジアプラクティス、2020年11月よりオーストラリア、ニ
ュージーランドプラクティスを本格的に開始。

【One Asia Lawyers 法律事務所 南アジアデスク】
Platina Tower, MG Road, Sector 28, Gurgaon HY,  India
+91 74281 39456

バングラデシュにおける個人情報保護法

　2021年１月において、バングラデシュでは個人情報の侵害に
対する包括的な法的保護は存在していない。
　バングラデシュでは国家のデジタルセキュリティを確保し、デ
ジタル犯罪の特定、防止、抑止等に関する法律を制定すること
を目的に、18年に「デジタルセキュリティ法」が成立しており、同
法において違法な個人情報の収集及び使用についての罰則
規定を設けている。
　同法第26条はID情報の収集および使用に関連する犯罪を
規定している。第26条１項に基づき、本人の明示的な同意のな
いID情報の不正使用（ID情報の不正な収集、販売、所持、供 
給）は犯罪と定義されている。
　なお、同意の取得方法等の手続きについて明確な規定は
存在しない。同法に違反した場合、５年を超えない期間の懲役
または50万タカの罰金、またはこれらが併科される。そして、ここ
でいうID情報には氏名、生年月日、父母の氏名、国籍、署名、
国民ID、出生・死亡登録番号、指紋、パスポート番号、銀行口
座番号、運転免許証、E-TIN番号、電子またはデジタル署名、
ユーザー名、クレジットまたはデビットカード番号、声紋、網膜画
像、虹彩画像、DNAプロファイルが含まれると規定されている。
 18年のデジタルセキュリティ法施行後、電気通信、電子商取
引、フィンテック、銀行等の事業者は、第26条を遵守するため 
ID情報を取り扱うにあたり、その個人から同意を得なければな
らなくなり、現地実務において大きな影響が生じた。
　また、バングラデシュ政府はデジタルセキュリティ法第60条に
基づき、この法律の目的を達成するための細則の策定作業を 
進めている。

ネパールにおける個人情報保護法

　ネパール憲法は、基本的な人権として情報の保護とプラ
イバシーの権利を規定している。これらの権利を保護するた
め、2018年に個人プライバシー法（「プライバシー法」）が成
立した。
　このプライバシー法は他国の個人情報保護法と異なり、個
人情報の収集、保管、利用に関する規定だけでなく、全ての個
人は住居、財産、文書、データ、通信、性格に関するプライバ
シー権を有するとし、法律で定められた場合を除き、その権利
が侵されないことを規定している。
　プライバシー法では以下の情報を個人情報として詳細に定
義している。

　・カースト、民族、出生、出自、宗教、肌の色または婚姻の有無
　・学歴または学歴資格
　・住所、電話番号、電子メールアドレス
　・パスポート、市民権証明書、国民 ID カード番号、運転免許証、
　  有権者IDカード、または公的機関が発行したIDカードの詳細
　・個人情報の記載がある送受信された手紙 
　・拇印、指紋、網膜、血液型、その他の生体情報
　・犯罪歴または犯罪行為または服務のため科せられた刑の詳細
　・何らかの決定の過程で専門家により表明された意見や見解

　そして法律で定める場合を除き、個人情報を収集すること
は禁止している（プライバシー法第23条１項）。もっとも、調査、
研究または世論調査を目的とする場合、その目的などの一定
事項を通知し、その個人の同意を得た上で、個人情報を収集
することができる（プライバシー法第23条２項～４項）。
　また、プライバシー法で禁止されている行為を行った場合、
懲役刑や罰金刑が科される。
　以上の通り、ネパールのプライバシー法は他国の個人情報
保護法に比べ、プライバシー保護に重点を置いた法律であり、
個人情報の利用については調査、研究または世論調査を目的 
として同意を得た場合に限定されている。ゆえに、一般企業に
よる個人情報の利用の範囲が不明瞭と言わざるを得ない。

　タイでも個人情報保護法の本執行が始まるが、南アジア
においても近年、個人情報の保護に関する法規制が整備さ
れつつある。そのような状況を踏まえ、バングラデシュ、ネ
パール、パキスタン、スリランカ、ブータンの個人情報保護
法の導入状況やアップデートを解説する。

45 44



GDMのワンストップサービス

GDM アジア
詳しくは弊社Webをご覧ください

GDM(Thailand)Co.,Ltd.
57, Park Ventures Ecoplex, 12th Fl. Unit 1211,
Wireless Road, Lumpini, Patumwan, Bangkok 10330

担当:高尾 086-513-7435 gdm-info@gdm-asia.com

GDMならここまで無料でご対応！

バンコクの魅力あるオフィス物件を効率的に検索し、お
客様のニーズに合ったオフィス探しをサポートします。

バンコクオフィスサーチ

物件を検索するなら！

「シンプルなオフィス探しを」をコンセプトに、バンコク
の魅力あるオフィス物件をご紹介いたします。

バンコクオフィスナビ

物件の詳細を知りたいなら

360度カメラでオフィスを一望！

内装
AdAsia (Thailand) 様
GMOクラウド 様
IKA® Works (Asia) Sdn Bhd 様
JXTGエネルギー 様
NECプラットフォームズ 様
ProMission  様
アイシン精機 様
赤城乳業 様
アンダーソン・毛利・友常法律事務所 様
王子製鉄 様
BPO Bangkok 様
UACJ 様
ウエストエネルギーソリューション 様
宇徳 様
エフティコミュニケーションズ 様
キーエンス 様
湖池屋 様
小松製作所 様

戸上電機製作所 様
ビジネスブレイン太田昭和 様
日立ソリューションズ 様
京セラ 様
群馬銀行 様
コナミホールディングス 様
三建産業社 様
三光機工 様
シライ電子工業 様
住友商事マシネックス 様
千代田電資 様
帝人 様
日揮 様
日本バルカー工業 様
古河電気工業 様
三菱マテリアル 様
山田コンサルティンググループ 様
ユニ・チャーム 様　他

１００件以上の実績 不動産仲介
BizWings 様
FOMM 様
JXTGエネルギー 様
KGK 様
アイシン アジア パシフィック 様
アズビル 様
アマダ 様
アムテック 様
アルプス物流 様
アンダーソン・毛利・友常法律事務所 様
コナミアミューズメント 様
コマツ製作所 様
トヨタ車体精工 様
パナソニックデバイスSUNX 様
モンスターラボ 様
井関農機 様
古河電気工業 様

古河電工オートモーティブシステムズ 様
戸上電機製作所 様
湖池屋 様
三菱UFJリサーチ&コンサルティング 様
住友重機械工業 様
住友商事マシネックス 様
積水プラスティック 様
土地パナソニックデバイスSUNX 様
東プレ 様
日本ガイシ様
日本コムサ 様
不二越 様
福島工業 様
北國銀行 様
名港海運 様
野村総合研究所 様
野村貿易 様　他

9６万㎡以上の取引面積実績
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新設オフィス賃料
100㎡ × 1,100 = 110,000 THB / 月

既存オフィス賃料
300㎡ × 1,100 = 330,000 THB / 月

約１年半で
追加投資額は相殺

在宅勤務導入後のオフィスの
在り方に悩んでいます

Q

事業の目的に応じたオフィスデザイン
のご提案や、出社人数に合わせて適
切な物件をご紹介致します。コロナに
よる経済への影響も考慮し、コストシ
ミュレーションを行っています

A

移転検討が初めてでコスト相場や移転先物件、
必要なオフィス面積が分かりません

Q

バンコクのオフィス市場から移転のスケジュール感、概算コ
ストなど日本人の担当者が親身にご説明させていただき、
企業ごとのお悩みを伺いながら希望に沿う物件を探します

A

法人設立前にオフィス契約を
したいのですが可能ですか？

Q

可能です。通常のオフィス契約の流れとは
異なりますが、企業ごとに最適な手続きを
ご説明の上、遂行させていただきます

A

どのくらいの期間で移転できますか？Q

オフィス面積にもよりますが、通常半年から１年ほど
掛かります。契約残存期間が十分に残っている場合
でも、ヒアリングを行い企業の状況に合わせ移転プ
ロジェクト開始最適時期をお伝えします

A

オ
フ
ィ
ス
仲
介
、契
約
サ
ポ
ー
ト
、デ
ザ
イ
ン
、施
工
、家
具
の
搬
入
ま
で
G
D
M
は

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。移
転
す
る
べ
き
か
の
判
断
に
お
悩

み
の
企
業
に
は
、移
転
に
掛
か
る
コ
ス
ト
算
出
を
ご
提
出
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

コスト算出

物件探し

内装・施工

移
転
時
の
コ
ス
ト
シ
ミ
ュレ
ー
シ
ョ
ン
無
料
実
施
中
！

タイで

１０年１０年
の実績

オフィスに関することなら
なんでもお気軽にご相談ください！

ご希望のエリアやスタッフ数、オフィスの状況を
ヒアリングした上で、コスト算出を行います

日本人担当者が対応いたします！
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ロ
ジ
ェク
ト
の「Folding@

hom
e

」

は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
パ
ソ
コ
ン
や
ゲ
ー
ム

機
を
使
う
こ
と
で
、ス
ー
パ
ー
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
並
み
の
優
秀
な
結
果
を

出
し
て
い
る
。

　A
lphaFold

は
、20
年
に
開
催

さ
れ
た
タ
ン
パ
ク
質
構
造
予
測
精

密
評
価（
C
A
S
P
）ラ
ン
キ
ン
グ

で
、圧
倒
的
に
高
い
精
度
を
獲

得
。デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
分
野

で
は
、ア
テ
ン
シ
ョ
ン・ベ
ー
ス
ド
と

い
う
手
法
に
注
目
が
集
ま
っ
て
お

り
、AlphaFold

も
こ
れ
を
利
用

し
て
い
る
。

　
ア
テ
ン
シ
ョン・ベ
ー
ス
ド
で
は
特

定
の
入
力
に
注
目
し
て
学
習
の

効
率
を
上
げ
て
い
く
が
、AlphaF

old

も
こ
れ
ま
で
の
フ
ォ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
結
果

を
元
に
、予
測
を
洗
練
さ
せ
て
いっ
た
。

　A
lphaFold

は
、C
O
V
I
D
‒19
の

病
原
体
で
あ
る
、SA

RS-CoV
-2

の
タ
ン

パ
ク
質
の
構
造
を
予
測
す
る
こ
と
に
成

功
し
て
い
る
。

アミノ酸の列からタンパク
質がどのように折りたたま
れるのか予測することは、
科学分野で50年以上の難
問だったが、それをAIが解
決しつつある。

Credit: Creative Commons Attribution-Share Alike 3.0 Unported license. Photo by Washington State University
ポリエステルフィルムで作られた蛇腹構造のタンクは、極低温下でも壊れない。

タ
ン
パ
ク
質
構
造
予
測
を
可
能
に
す
る
A
I
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中野陽介 1987年福岡生まれ。19歳で渡米し、Los Angeles City College卒
業。23歳の時、岡本太郎著「今日の芸術」を読んで衝撃を受ける。24歳で
渡タイ、バンコクでサラリーマンと芸術家の二足のわらじ生活を３年間送る。
28歳から1年間で22ヵ国を巡る世界一周旅を敢行。旅先で路上ワーカーた
ちの出会いに感銘を受け、「路上ワークの幸福論」を出版。同書は
Kinokuniya：Bangkok店&EmQuartier店でも発売中。
HP：yosukenakano.com  Instagram：@yosukenakano

　天文学が高度に発達し、森の中で栄えた
謎の多いマヤ文明。
　毎年春分・秋分の日になると、建物の影に
よって波打つ大蛇が天から降りてくる仕掛け
がある遺跡。
　なんてロマンチックな宇宙との遊びだろう。
　そして時を越え、遺跡を中心に世界各国の
人が集まり、それぞれが楽しんでいる様子にな
んとも心が震え、美しかった。

メキシコ チチェン・イッツァ遺跡

いろんな景色、いろんな想い

1989年、英国のレイブンズボーン大学留学中に、世界的に有名な風水大師葉清海氏から風水
師としての才能を認められ、最初で最後の日本人内弟子として彼が89歳で他界するまでの約30
年間、風水を学んだ。チュラロンコーン大学教育学部高等教育課で博士号を取得後、風水を
中心に取り入れたビジネスコンサルティング会社SSF CONSULTATION LTDをタイ、バンコク
に2009年に設立して現在に至る。タイの他、アメリカ、インド、インドネシア、英国、カンボジア、シンガ
ポール、台湾、中国、ベトナム、香港、マレーシア、ミャンマー、日本などへも仕事で出向いている。

　前回に引き続き、アジア各国における風
水にまつわるエピソードを紹介します。

　中国が明の時代（1368年～1644年）
にあった1420年、紫禁城は完璧な風水に
基づいて造られました。後に清の時代
（1644年～1912年）になっても、歴代の皇
帝達は紫禁城に住み続け、そこで政治を
執り行っていました。
　また、胡錦濤前国家主席の先祖は中
国国内を歩き回り、最良の風水の地とし
て安徽省黄山の麓にある龍川という地に
一族の街を作りました。龍川という村に住
む人は、ほとんどの人が「胡」という姓を名

乗っています。
　この胡一族が未来に亘って繁栄し続
けるようにと、人工の川を作りました。また、
龍川村が船の形をしているので、財を築
き、蓄えられるように、「丁」という姓の３家
族を入れました。

　1985年に完成した高さ178.8メートルの
香港上海銀行（HSBC）の香港本店ビル
も風水に基づいて建設されました。
　風水の良い気を保つために、本店前
の土地を購入して国に寄付し、公園とし
て使用。建物は建設しないという規約を
国と結びました。それが今の皇后像広場

です。
　その後1990年になって、香港本店ビル
の隣に高さ367.4メートルの中国銀行タ
ワーが建設されました。
　上から見えると三角形のような形をした
中国銀行タワーの角が向けられた先が、
香港上海銀行の香港本店ビルでした。こ
れは風水上悪い意味を持つため、香港
上海銀行も香港本店ビルの上部に大砲
の形をした窓拭き用ゴンドラを中国銀行
に向けて設置しました。悪い気を打ち返
す意味があるとされています。
　中国銀行と香港上海銀行の風水対決
は、“風水戦争”と呼ばれるほど有名になり
ました。

鶴田 雅子ビジネスにも活かせる

風水 学
４ : アジアの風水②

ビジネスコンサルティング会社 SSF CONSULTATION LTD代表
E-mail：sai@ssfconsultation.com　URL：http://www.ssfconsultation.com

香港

中国

イメージキャラクター   ぱんちゃん璃奈
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